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　窓の外では、雨風が激しく吹きすさび、時折雷鳴が鳴り響いている。

　さっきまで暗闇の中で丸くなって怯えていたのに、今はもう怖くない。

　それどころか、滾るほど熱い屹立で身体を貫かれて、すっかり夢心地になってしまっている。

「果帆かほ……。すごくいい顔をしてるね。中……ひっきりなしに動いてるよ」

　直希なおきが言い、腰の抽送を速めた。動くたびに彼の恥骨が花芽を押しつぶし、得も言われぬ快楽を生じさせる。

　彼とのセックスはこれがはじめてなのに、どうしてこうも気持ちがいいのだろう？

　身体ばかりか、心まで蕩けそう。

　まだ会って間もないのに、これほどの快感に浸ったのは生まれてはじめてだ。

「ああんっ！　あ……きもち……いっ……。もっと……動い……あっ、あああああっ！」

　先端で恥骨の裏側を突かれて、果帆はあられもない声を上げて直希の背中に縋りついた。

「もっと動いてほしいのか？　たとえば、どんなふうに？　もう少し具体的に言ってくれたら、望みどおりにしてあげられるよ」











[image: ]









　左乳房をゆっくりと揉まれながらそう訊ねられて、果帆は快感に唇を震わせながら、もう一度口を開いた。

「もっと、いっぱい突いてほしいの……。もっともっと深いところを、何度も……。頭の中がセックスでいっぱいになっちゃうくらい激しく……。セックスで何もかも忘れちゃいたい。だから、お願い……。私のぜんぶを、直希でぐちゃぐちゃにして──あああんっ！」

　真っ暗だった視界が、ぱあっと明るくなり、キラキラとした光のつぶてが舞い踊る。彼のものを深々と咥え込んだ中が悦びに戦慄わななき、経験した事もないほど満たされた気分になった。

　けれど、まだ十分じゃない。もっと、いやらしく。

　脳みそが溶けてなくなってしまうほど、濃厚で淫らなセックスがしたい。　　

　果帆は大きく喘ぎながら、直希の唇を見つめた。

「そうか。果帆は、まだ足りないんだね？　そうだろう？」

　唇を重ねながらそう訊ねられて、果帆は何度となく頷きながら、直希の背中に指を食い込ませる。

　セックスで、こんなにも幸せな気分になるなんて知らなかった。

　果帆は直希の唇に吸い付き、より深い挿入を促すように彼の腰に脚を絡みつかせるのだった。










第一章　泣き面に蜂









「私、何か悪い事した？」

　北関東のとある田舎町で、藤井ふじい果帆は一人途方に暮れていた。

「してないよね？　なのに、どうしてこんな目に合うの？」

　今日は、九月の第二金曜日。午後六時少し前だ。

　今から三時間前、果帆は新しい生活をはじめるためにこの街に来た。

　きっかけは、職場の上司でもある恋人に浮気され、四年に及ぶ恋愛に終止符を打ったから。

　田舎育ちの果帆は、結局は都会の生活に馴染めなかった。

　おしゃれをして街中を闊歩した事もなければ、いつか行こうと思っていた芸能人御用達のヘアサロンにも行けずじまい。

　化粧映えのしない地味な和風顔で、髪はもう何年も肩より少し長い前髪ありのストレートヘアのままだ。

　一度デパートのコスメティックコーナーでメイクをしてもらったが、似合わないメイクをされて以来、二度と近づかないと決心した。

　仕事には真面目に取り組んだけれど、雑用ばかり任されて何の実績も残せないまま辞める事になってしまった。

　何もかも、上手くいかないし、いくら頑張っても空回りするばかりで何も得られない。

　そんな生活にすっかり疲弊した果帆は、すべてをリセットしたくなった。

　今いるところから逃げ出だして、どこかで新しい生活をスタートさせたい。

　そう思った果帆は、大急ぎで新しく住むところを探し、それが決まるなり会社に退職を申し出てアパートを引き払った。

　探し出した新居は、とある不動産会社を介して購入した土地面積がおよそ二百坪の一軒家だ。

　購入費用は、ぜんぶで三百八十万円。

　キャッシュでポンと支払えたのは、これまでコツコツと貯金をしてきたおかげだ。

　家は平屋建てで、周囲は山と田畑に囲まれており、近隣の住宅とはほどよい間隔がある。

　空は広く緑豊かで、環境は申し分ない。

　最寄り駅まで車で三十分ちょっとかかるが、バス停まで徒歩五分だし、近くにはスーパーマーケットもある。

　誰も知らない土地で、一からスタートするにはちょうどいい物件だ。

　そう思ってやってきたのに、実物と不動産会社の専用ページで見たのとは大違いだった。

　家の周りには背の高い雑草が生えていて、玄関に辿り着くのも一苦労。

　玄関の引き戸は錆びついている上に、ガラス戸が割れて枯れ葉が中に入り込んでいた。

　廊下は歩くたびにギシギシと軋み、居室の畳には苔が生えている。どの部屋も漏れなく床が抜けていて、当たり前のように穴から雑草が顔を覗かせている。

　天井は雨漏りの跡だらけだし、到底住めるような状態ではなかった。

　驚いて不動産会社に連絡をしてみたが「おかけになった電話番号は現在使われておりません」というアナウンスが追い打ちをかけてくる始末。

　担当してくれた営業マンの電話も同様で、いくら掛けなおしても結果は同じだった。

（まさか、騙された？）

　もっとも、不動産購入に必要な書類はすべて取り交わしたし、ここは間違いなく自分の土地と家屋だ。購入する前に現地の写真と動画をしっかりと確認し、納得した上で手続きを進め、完了させた。

　ただ、契約をする前に現地に来て実際に自分の目で見たわけではなかった。

　検討している時は、まだ人が住んでいる物件だと聞かされていたし、買う気になって内覧を希望したが、家主との日取りが合わなかったのだ。

（だって、担当者は信用できそうな人だったし、不動産会社も胡散臭いところなんてなかったのに……）　

　家探しをしたのは、田舎の中古住宅を扱うサイトで、各ページには詳しい物件情報が掲載されていた。そこで気になる物件を見つけ、すぐに問い合わせた。

『ほかにも検討中の方がおいでです。早い者勝ちですよ』

　担当者にそう言われた時、ちょうど失恋で傷ついた心の痛みのピークを迎えていた。

　そんな事もあり、ついつい営業マンのセールストークに乗せられて、実物を見ないまま購入を決めてしまったのだ。

　写真と動画で見た家は、周りには雑草など生えていなかったし、玄関も屋内も綺麗に整えられていた。それに、もっと近所に家が建っているはずなのに、実際に来てみたら少なくとも二百メートル以上離れている。

　はっきりとわかっているのは、ここは人が住めるような状態にはないという事。

　もう空は暗くなり始めているし、いつまでもここで棒立ちになっているわけにはいかない。

「とにかく、どこか行かなきゃ……誰か人がいるところに──」

　果帆は小さく呟くと、呆然自失となったままバス停に向かった。

　けれど、もうすでに最終のバスは出てしまっており、次に来るのは明日の朝だ。タクシーを呼ぼうとスマートフォンの画面をタップするも、あれこれと検索したり電話をかけたりしていたせいか、いつの間にか充電が切れてしまっている。

「え……嘘でしょ……」

　だんだんと辺りが薄暗くなる中、果帆は急ぎ足でバス停を離れた。

　道は一応舗装されているが、あちこちに小石が落ちている。

　油断すると躓いてしまいそうだし、何より肩に掛けているバッグが重い。

　日は暮れる一方だが、目指していた民家はなぜか明かりが灯っておらず暗いままだ。不安を感じながら近づいていくと、そこは明らかに空き家だった。

　ますます暗くなってきた辺りを見回してみるが、電気がついている家など一件も見当たらない。

　このままでは、人気のない真っ暗な田舎道で立ち往生してしまう。

　それだけならまだしも、突然イノシシやクマが現れて襲われでもしたら？

　もしくは、通りすがりの極悪非道な誰かに掴まって、ひどい仕打ちをうけたらどうしよう？

「ひっ……」

　突然言いようのない恐怖に囚われて、果帆は闇雲に田舎道を駆け出した。

　風もなく、まだ夏の暑さがしつこく残っている空気が、とても不快だ。

　すぐに汗が噴き出してきて、前髪が額に張り付いて取れない。

　懸命に足を運んでいるのに、見えてくるのは暗くて灯りひとつ見えない山間の小径だけ。

（もう、嫌！　誰か助けて！）

　果帆が心の中で叫んだ時、ふいに背後から細い灯りが近づいてきて、タイヤが道を横滑りする音が聞こえた。

　びっくりして音がしたほうを見ると、真っ黒で大きな影がこちらに近づいてくるところだった。

「きゃあああっ！　クマッ！」

　咄嗟に叫んで、持っていたバッグを影に投げつける。

　大声で叫びながら逃げようとして転び、地面に膝を着いた肩を何度か叩かれた。

「うわぁああ！」

　金切り声を上げてでたらめに腕を振り回すと、何かに手が当たった。

「痛っ！　こら、暴れるな！　俺はクマじゃなくて人だ！」

「へ？」　

　人だという声を聞いて目を凝らすと、確かにそこにいるのはクマではなく白くて長いジャケットのようなものを着た人間だった。

「暗くなってからこんな田舎道をうろつくなんて、どうかしてるぞ」

　暗くてよく見えないが、声から判断するに若い男性だろう。

　少し先を見ると、自転車が横倒しになっている。さっき聞こえたタイヤが擦れる音は、きっとあれだ。

　手を差し伸べられ、彼に引っ張り上げてもらいながら、どうにか立ち上がった。

　男性がどこからかスマートフォンを取り出し、画面を明るくする。

「怪我はないか？　あれ……君、知らない顔だな。この辺の人じゃないよな？　どこかの家を訪ねてきて迷子にでもなったか」

　話しながら顔に画面を向けられ、一瞬眩しさに目がくらんだ。目を瞬かせながら両掌を見ると、細かな石がくっついている上に、少しだけ肌が擦り剥けている。

「俺は、少し先にある診療所の医者だ。掌、転んで擦りむいたんだな。ほかはどうだ？　痛いところとか、ないか？」

「はい。あの、助けてくれてありがとうございます。それと、暴れてすみませんでした」

　果帆はまだ明るさに慣れない目を細めながら、男性に礼と謝罪をした。

「実は、そこの家を買ったんですけど、とても住める状態じゃなくて……。帰ろうにもバスはもうないし、タクシーを呼ぼうとしたらスマホが電池切れで。だいたい、帰るといってももと居たアパートはもう引き払ってしまったし、どこにも私の居場所なんかなくて──」

　話している間に、涙がボロボロと溢れてきた。

　見ず知らずの人の前で泣くなんて、どうかしている。けれど、今の果帆はそれほど切羽詰まっていたのだ。

「ちょっ……泣かないで。とりあえず、怪我の手当てをしないと──といっても、自転車の二人乗りはできないしな」

　男性が自転車のほうを向いた時、正面に広がる田んぼの向こうから車のヘッドライトが近づいてきた。

　眩しさに顔を背けているうちに、パラパラと小石を踏む音を立てながら軽トラックが果帆たちがいる道端に止まった。

「高見たかみ先生じゃないか。こんなところで、どうしたね？」

　ヘッドライトの光度が落ちたあと、運転席の窓から首にタオルを巻いた中年男性が顔を出した。

「あっ、仁じんさん。ちょうどいいところに来てくれた。実は、ちょっと困ってるんだ。軽トラと自転車、ちょっとだけ交換してもらえないかな？」

　高見先生と呼ばれた男性が、車から降りてきた仁という人に事情を説明する。彼は果帆を見て少々驚いた顔をしたが、すぐに愛想よく微笑んで軽く会釈をしてくれた。

　薄闇の中でも、彼の顔が日に焼けているのがわかる。

　果帆は手の甲で涙に濡れた頬を拭い、仁に会釈を返した。

「よし、わかった。もう仕事を終えて帰るところだし、構わないよ」

「ありがとう、仁さん。さあ、乗って。えっと……君、名前は──」

　高見が果帆を振り返り、助手席のドアを開ける。

「果帆です。藤谷果帆」

　果帆は、まだ明るさに慣れない目をしょぼつかせながら答えた。

「そうか。俺は高見直希。さっきも言ったとおり、ここから少し行ったところにある診療所で医者をしてる。さあ、乗って。荷物は荷台に乗せても構わないかな？」

「はい、ありがとうございます」

「おっと、高見先生。自分の商売道具を忘れてるよ」

　仁が自転車の前かごから黒いバッグを取り出し、荷台に向かおうとしていた高見に手渡した。

「助かったよ、仁さん」

「困ったときはお互いさま。高見先生には、いつも世話になってるから、このくらいどうって事ないよ。っていうか、むしろ渡りに船だ。ちょうど飲みに行きたいと思ってたから、今からかわばた食堂に晩飯を食いに行くよ。自転車は、明日の朝にでも返しに行く。それでも、いいかな？」

「もちろん。百合ゆりさんによろしく」

「ＯＫ。あ、かわばた食堂っていうのは、百合さんって人が一人で切り盛りしてる店でね──」

　仁が、聞きもしないのに果帆に向かってかわばた食堂の説明をしてくれた。彼によると、そこはこの辺りで一番美味しくて流行っている飲食店であるらしい。

　男性二人がハイタッチをするパチンという音が聞こえてきたあと、仁が助手席に乗り込んだ果帆に手を振る。

「高見先生は優しくて腕のいい医者だよ。彼女ナシの独身だけど、男としても人間としてもできた人だから何も心配はいらない。この俺が保証するんだから、大丈夫。とにかく、安心してぜんぶ任せちまいな。ぜったいに悪いようにはしないし、きっといろいろと助けてくれるよ」

「はい、ありがとうございます」

　出会ったばかりとは思えない距離感に戸惑いつつ、果帆はシートベルトを締めて前を向いた。

（助かった……。やっぱり田舎っていいな）

　すべての田舎がいいとは限らないが、少なくともここは果帆が知る温かみのある人が住む地域であるらしい。

　果帆は現在、二十六歳。

　関東以南のとある山間の小さな町で生まれ育ち、大学卒業を機に上京して新卒で某大手企業に就職。配属されたのは本社の経理部で、以後退職するまで同部署に所属していた。

　給料はそこそこの額をもらっていたし、質素に暮らしていたおかげでそれなりに貯金もできた。

　ただ、巡り合わせが悪かったのか、果帆は都会に出て以来、なぜかいつもちょっと不幸だった。

　大病をしたわけでもないし、職場でいじめにあう事もない。

　けれど、なぜかいつも疲れているし、周りとの距離を感じていた。

　一緒にランチを食べる同僚はいたが、結局は友達と呼べるほどに親しくはなれずじまい。

　別に、友達を作りたくなかったわけではないし、むしろ常にほしいと思っていた。

　けれど、入社してすぐに直属の上司の田辺たなべ康太こうたと恋愛関係になり、彼に時間を取られてそれどころではなかったのだ。

「藤谷さん、ピザ好き？」

「え？　あ……はい、好きですけど」

「そうか、よかった。往診した先の家には石窯があってね。ご主人がピザを焼いて持たせてくれたんだ。だから、今夜の晩御飯は手作りピザだ。昔イタリアンレストランに勤めた事がある人だから、味は保証付きだ」

「ありがとうございます。助けていただいた上に、晩御飯までごちそうしていただくなんて」

「どうって事ないよ。この辺りじゃ、困っている人を助けるのが当たり前だから。むしろ助けなければ冷血漢よばわりされて村八分になるだろうな。──はい、着いたよ」

　車が左手にある空き地に入り、その先にある建物の前で止まった。ヘッドライトに照らされた入り口の横には『しらさぎ診療所』と書かれた看板が立てられている。

「ここは診療所兼俺の自宅なんだ。住んでいるのは俺だけだから、遠慮はいらないよ」

　暗がりの中、高見が診療所のドアを開け、それぞれに荷物を持って中に入った。彼が壁のスイッチを押すと、診療所の中がパッと明るくなる。

　左手にある大きな長方形のテーブルが置いてある部屋に行くように促されて、そちらの方向に進んだ。

「ここがリビング。一応プライベートスペースではあるけど、非常時にはここでも診察をしたり処置をしたりする事がある。荷物は適当に置いてくれていいよ。洗面所は空色のドアの向こうにあるから、まずは手を洗って。とりあえず、傷口の手当てをしないと」

　別の部屋にいる高見にそう言われて、果帆は「はい」と言って彼の指示通りにした。

　テーブルの椅子はベンチ式になっており、そこにバッグを置いてその横に腰掛ける。どこかの窓を開けたのか、サッと涼しい風が入ってきた。

　息を吸い込むと、嗅ぎなれた土の香りが鼻孔をくすぐる。

　果帆は座ったまま辺りをぐるりと見回して、壁にかけられているカレンダーを見つめた。

　そこには、たくさんのメモ書きがされている。

（すごく忙しそう。でも、なんだか温かみのあるところだな）

　建物は木造で、壁はオフホワイトに塗られているが、天井や柱などの一部は丸太が露出している。置かれている家具のほとんどはパステル調で、診療所というよりはファミリー向けのログハウスみたいだ。

「お待たせ。じゃ、ちょっと手を見せて。あぁ……膝小僧も擦り剥いてるな」

　指摘されて脚を見ると、ジーンズの膝が左だけ破れてしまっている。そこから覗く肌が擦り剥け、赤く血が滲んでいた。

「あ、ほんとだ。どうりで、ちょっと痛いはずだわ」

　独り言のようにそう呟き、顔を上げて近づいてくる高見の顔を見る。

　途端に「あっ」と声が出そうになり、あわてて口を噤んだ。

　果帆は別に面食いではないし、特別イケメン好きでもない。

　けれど、高見は、そう言って片付ける事もできないほど眉目秀麗だったのだ。

「手を出して。……うん、さほど傷は深くないから大丈夫だ。ちょっと沁みるかもしれないけど、我慢してくれ」

　高見が果帆の前に片膝を着いて座り、果帆の掌と膝の傷を診察する。そのあとで薬剤を塗り、大判のパッドで傷口を覆ってくれた。

「このままにしておけば、三日くらいで完治すると思う。もし、痛むようならすぐに言ってくれていいから」

　高見が立ち上がりざまに果帆と視線を合わせ、にっこりと笑った。

　ほんの一瞬の出来事だったけれど、間近だっただけに思いのほか心臓が跳ねた。

　いったい、どうしてこれほどの美男がこんな田舎の診療所にいるのだろう？

　理由などわかるはずもなく、果帆は敗れたジーンズの膝を隠しながら高見に向かって頭を下げた。

「ありがとうございます。あの……本当に、いろいろと助かりました」

「どういたしまして。この地域を担当する医者として当然の事をしたまでだよ」

　高見がテーブルの上にピザを置き、食器棚から二人分の皿を取り出した。

　果帆は彼を手伝ってテーブルをセットしたあと、テーブルを挟んで高見の前の席に腰を下ろした。

「ピザ、さっき焼き上がったばかりだから、まだ熱々だよ」

　ピザはかなり大きめで、トマトソースをベースにサラミソーセージやトマト、コーンなどの具材がふんだんに載せられている。

　切り分けてもらって一口食べると、ジューシーなトマトと濃厚なチーズの味が口の中に広がった。

「美味しい！　こんなに美味しいピザ、はじめてです！」

　興奮気味に話す果帆を見て、高見が軽やかに笑い声を上げる。

「それはよかった。一郎いちろうさんが聞いたら喜ぶよ。あ、一郎さんというのは村役場で課長をしている人でね──」

　高見が一郎や仁をはじめとする、これまでの話の中で名前が出てきた人たちの話をする。

　仁以外は会った事もない人たちだが、いずれも飽きないように面白おかしくエピソードを聞かせてくれる。その中で、ピザを食べ、ビールを飲む。

　おそらく、気落ちしている果帆を気遣ってくれているのだろう。高見の話はどれも楽しく、くすっと笑えるようなものばかりだ。

「ところで、今夜はどこか泊まる宛はあるの？　さっきはもうどこにも居場所がないと言っていたけど、よかったらここに泊まってくれてもいいよ。ここは部屋がいくつか余っているし、それぞれに内側から鍵もかけられるようになっているから」

「えっ⁉　ホントですか？」

　いきなり声を張り上げる果帆に驚き、高見が飲んでいたビールを噴き出しそうになる。

「本当だ。あの部屋ならベッドもあるし、窓からの景色もこの家の中で一番いい」

　高見が淡いミント色のドアを指して、その部屋を使ってもいいと言ってくれた。許可を得て中を見せてもらうと、部屋の壁もドアと同じ色だ。

「ここには患者はもちろん、ただ話しに来る人や、おすそ分けを持ってくるだけの人がしょっちゅう出入りしているんだ。たまにここで料理を持ち合って、そのまま泊まる事もある。だから、遠慮はいらないよ」

　地獄に仏とはこの事だ。

　果帆は高見に礼を言って、今夜路頭に迷わずに済む幸運を噛みしめた。

　都会でも田舎でも、いい人もいれば、打算的でずるがしこい人もいる。

　ラッキーな事に、ここであった人はいまのところいい人ばかりだ。

「そうと決まれば、ビールでも飲もうかな。藤谷さんはどうする？」

「じゃあ、私もビールをいただいてもいいですか？」

「もちろんだ」

　普段あまりアルコールは飲まないが、家の件で気持ちが凹みすぎて飲まずにはいられない。

　会ったばかりの男性と二人きりでいる上に、ビールまで飲むなんてどうかしている！

　そんな考えが頭をよぎるが、高見と仁が自分に親切にしてくれた事を考えると、危機感を抱くほうが失礼だ。

　それに、高見はイケメンオーラ全開だが、同時に自然あふれる田舎の空気に馴染んでいて、危険な雰囲気はいっさい感じられない。

「診療スペースには医療器具があるから気をつけてもらわなきゃならないけど、そのほかは好きに使ってくれていいから。冷蔵庫にはいつも何かしら入っているし、お腹が空いたり喉が渇いたりしたら、勝手に開けて飲み食いしても構わないよ」

　高見が、優しい微笑みを浮かべながら缶ビールを手渡してきた。

　それを受け取ると、果帆はプルタブを開けて続けざまにビールを三口飲む。

「何から何まで、本当にありがとうございます。私、もう本当に途方に暮れていたので」

「うん。とりあえず、よかったよ。これも何かの縁だし、ここに住むと決まったからには、思う存分寛いでもらいたいな」

　高見が言い、ごくごくと喉を鳴らしながらビールを飲む。さっき会ったばかりだし、彼はまれに見るイケメンだ。

　それなのに、どうしてこうもホッとするのだろう？

　それに、ここにいるだけで、とても安心する。

　騙されてばかりいる自分だが、高見なら信用してもいいのでは……。

　そう思った果帆は、缶ビールを持つ手にグッと力を込めた。

「あのっ……よければ、私の話を聞いてくれますか？　どうしてここに来たか、なんでこんな事になったのか、話しながら頭の中を整理したいんです」

　かなり思い切った発言だったが、高見は微笑んですんなりとそれを受け入れてくれた。

「もちろん、いいよ。それが藤谷さんのためになるなら、いくらでも話してくれ」

　高見に促されて、果帆は自分がこの地に移り住もうと思ったいきさつを語った。

　彼は黙って耳を傾け、時折難しい顔をして相槌を打ってくれている。

「なるほど。じゃあ、藤谷さんは、これまでの生活をすべて清算するつもりでここへ来たんだね」

「はい」

「でも、いざ来てみたら騙されていた事がわかった、と。これは聞き捨てならない大問題だ。この地域に住む住人として、きちんと事実関係を明らかにして、詐欺行為を働いた不動産業者を何としてでも見つけなきゃダメだ」

　高見曰く、ここにはほかにも空きががあり、同じように荒れ果てて住めなくなっているものがほとんどであるらしい。今後同じような詐欺がないとも限らないし、騙されて終わりという前例を作るわけにはいかないとの事だ。

「でも、どうやったらいいのか……。弁護士に頼むにも、お金が要りますよね。私は今、無職だし、貯金もさほど残っていません。退職金をあてにしてたけど、それもダメになって……」

　むろん、たとえ支給されたとしても、勤続四年では金額もたかが知れている。

　けれど、次の仕事を探すまでの繋ぎになればいいと思っていたからなんら不満はない。しかし、それさえも元カレの策略によって支給されない事になってしまったのだから、非常に困った事態に陥っていた。

「いったい、どういう事だ？」

　高見に水を向けられ、果帆は少しの間口を噤んだ。

　退職金の件を説明するなら、おのずと元カレについても話す事になってしまう。恥の上塗りになるが、どうせならぜんぶ打ち明けてしまうほうが楽だ。

　果帆は小さく深呼吸をしたあと、乾いた心で過去を辿り始める。

「元カレは田辺といって、私の直属の上司でした。入社してすぐに付き合いはじめて、最初はとても優しくしてくれました。でも、彼はもともと上にはへつらって下には威張り散らす人だったんです。徐々に雑に扱われるようになって、そのうちプライベートでも私を部下のように扱うようになりました」

　田辺は何をするにしても自分の思いどおりにしないと気が済まない男だ。

　常に果帆を支配下に置きたがり、何かあるとすぐに不機嫌になって口も利かなくなる。

　気まぐれに果帆を口撃し、萎縮する姿を見て嬉しそうに微笑む。

　果帆からの呼びかけは「田辺さん」しか認めないなど、そのほかにも細かい事を言えば、キリがないくらいだ。　

　暴力こそなかったが、彼は典型的なモラハラ男だった。

　けれど、田辺がはじめての恋人だった事もあり、果帆はつい最近まで自分達の異常な関係をおかしいと思わずにいたのだ。

「退職金が出なかったのは、田辺が私に横領の罪を着せたからです。横領した金額が少額だから事件にはしない。その代わりに、退職金はゼロだと……。幸い、内々で処理をするという事になって、知っているのはごくわずかの人のようですけど──」

　むろん、果帆は横領などしていない。けれど、田辺の策略により、果帆は会社の切手や収入印紙などを盗み金券ショップなどで売りさばいていた事になっていた。

　当然、無実を主張したが、会社側は田辺の言う事を信じ、果帆の主張には耳を貸さなかったのだ。

「そんな……。いったい、何でそんな事を？」

「たぶん、腹いせです。いつも言いなりだった私が、急に浮気だなんだと騒ぎ立てて、彼にきちんと説明してほしいって詰め寄ったから……。きっと、それで腹を立てて、私を捨てるついでに犯罪者に仕立て上げる事で溜飲を下げたんだと思います」

「なんて馬鹿な男だ！　悪いのは自分なのに、反省しないどころか逆切れをして人を貶めるなんて、最低だな。そんな奴、野放しにしておくわけにはいかない。横領が捏造されたものだと証明できれば、逆に元カレを訴える事もできそうだが──」

　話を聞いて、高見が怒りの表情を浮かべる。しかし、今さら身の潔白を証明したところで、何になるだろう。もう過ぎた事だし、田辺には二度と関わりたくない。

　果帆は彼の顔を見ながら、小さく首を横に振った。　

「過ぎた事だし、もういいんです。……私、両親を早くに亡くして、母方の祖父母のもとで育ちました。上京する前は、ずっと田舎に住んでいて、こっちには知り合いは一人もいませんでした。田辺は、そんな私に優しく声を掛けてくれて……」

　都会で一人ぼっちだった果帆は、田辺の本質を見抜けないまま彼との交際をスタートさせてしまった。そして、わけもわからないまま主導権を握られ、田辺を中心に置いた生活をするようになってしまったのだ。

「浮気がバレたとわかると、田辺はすぐに開き直って私にこう言いました。『お前なんか、大勢いる浮気相手の一人にすぎない。本命は別にいる』って。その上、私の亡くなった両親や祖父母の事まで悪しざまに言ったんです。それで、やっと目が覚めました。自分がしてきたのは、恋愛じゃなくて歪んだ主従関係に過ぎなかったんだって」

　騙されていたと知った果帆は、どん底まで落ち込んだ。

　けれど、果帆には悩みを聞いてくれるような人は誰一人いなかった。

　育ててくれた祖父母もすでに亡く、田舎に帰ろうにも暮らしていた家はもう取り壊されてしまっている。

　かつていた田舎の友達も、田辺と付き合ううちにすっかり疎遠になってしまった。

　仕事も失い、そばにいてくれる人もいない。

　とにかく東京から逃げ出したかったし、行けるならどこでもいいと思うほど心が追いつめられていたのだ。

「だからって、営業トークに乗せられてボロボロで住めない家を買うなんて、馬鹿すぎて自分でも呆れちゃう……。一括払いですべて手続きを済ませて、ようやく新しい一歩を踏み出せると思ったのに、私って本当に馬鹿でどうしようもない人間ですよね」

　あまりに情けなくて、自分でも嫌になる。

　どうしてこうも不運続きなのか……。

　そう思って項垂れる果帆を励ますように、高見がきっぱりとした口調で話し始めた。

「藤谷さんは悪くない。悪いのは元カレと詐欺師の不動産業者だ。よかったら、家の事だけでもいったんこっちに預からせてくれないか？」

「預かるって？」

「役場と地元の警察に話せば、調査に乗り出してくれるはずだ。このまま泣き寝入りするのだけは、避けないと──」

　高見は、地元の公的機関の協力を仰ごうと熱心に提案してくれた。

　まさか、今日会ったばかりの彼が、ここまで親身になってくれるとは思わなかった。

「ありがとうございます。なんてお礼を言ったらいいか……」

　嬉しいやらありがたいやらで、また涙が零れそうになる。

　しかし、泣いてなんかいられない。

　果帆は高見に問われるままにさらに詳しい事の顛末を話し、これからどうしていけばいいかを彼とともに話し合うのだった。







　朝目覚めた時、果帆は少しの間、自分がどこにいるのかわからずに軽くパニックになった。

　けれど、ベッドの横にある窓から見える風景と、淡いミント色のドアを見て昨夜の事をすべて思い出した。

（そうだった。私、路頭に迷うところを高見さんに助けてもらったんだった）

　部屋の壁に掛かっている時計を見ると、まだ午前六時前だ。

　起きるには少々早すぎるし、バタバタして寝ている高見を起こしてしまうのは避けたかった。

（とりあえず、起きようかな）

　果帆はベッドから起き上がり、窓の外を眺めた。どうやら夜のうちに雨が降ったようで、地面が少し濡れている。

　窓を開けて息を吸い込むと、雨上がりの土の香りがした。

「あぁ、この匂い懐かしいな……」

　思わず声が漏れて、思い切り深く深呼吸をしてみる。

　かつて暮らした田舎も、ここと同じような地形だった。それもあってこの地に住もうときめたのに、よりによって詐欺にあうなんて運が悪すぎる。

　契約書は取り交わしたが、果たして本当にあの家は自分のものになったのだろうか？

　いずれにせよ、今の朽ち果てた状態ではどうしようもない。住むとしたら大幅な修繕が必要になるだろうし、状況によっては最悪解体して立て直しだ。

（どっちみち、もうお金なんてないじゃない）

　今の果帆は無職の宿なしで、その上天涯孤独の身だ。田舎の友達同様、親戚たちとの交流もなくなっている。

『俺がいれば、ほかはどうでもいいだろう？』

　田辺のそんな言葉に縛られ、果帆は自分からはいっさい連絡をしなくなった。

　向こうから何か言ってきてもろくに返事をしなかったし、冠婚葬祭の連絡すらスルーした。

　その結果が今であり、洗脳されていたにせよ、やったのは自分だ。

　今後、謝ったり事情を説明したりするなりして、関係を修復する事ができるだろうか？

　もっとも、親戚たちとは祖父母の死後、住んでいた家や遺産に関してかなりひどい仕打ちを受けたため、もともと縁遠くなっていたのだが……。

（あーあ、なんでこうなっちゃったんだろう）

　高見は、遅くまで果帆の話を聞いてくれていた。

　彼の目は綺麗なアーモンド形で、鼻筋はまっすぐで、どこから見ても今時の美形だ。

　普通なら気後れして、話すのも一苦労する相手のはず。けれど、アルコールが入っていたせいか、高見は思いのほか話しやすかった。

　ピザを食べ終えたのちも追加でビールを飲み、つらつらと身の上話をした事までは覚えている。

　その後、荷物を持って部屋に向かおうとしたはずだが、いくら思い出そうとしても、その先の記憶がない。

（たしか、お風呂に入ったような……）

　温かな湯気の記憶が蘇り、自分の腕に鼻を近づけてみる。

　やはり、そうだ。

　微かに石鹸の香りがするし、汗をかいて少々べたついていたはずの肌はサラサラになっている。

　髪の毛にもシャンプーの残り香があるし、着替えだって済ませていた。

　しかし、今着ているぶかぶかの白Ｔシャツと、ボタニカル柄の短パンはどう見ても自分のものではない。

　恐る恐る短パンのゴムを引っ張って下着を確認してみるも、驚いた事にノーパンだった。

「え……どういう事？」

　記憶を辿りながら首を捻り、Ｔシャツの胸元に手をやる。

　思ったとおり、ノーブラだ。

　果帆はお酒には強いほうだが、昨夜はいろいろあったせいもあり少々飲みすぎてしまった。

　飲んでいる最中にそう自覚したし、だからこそ話を切り上げて部屋に行こうとしたのだが、そのあとどんな過程を経てベッドに入ったかがわからない。

　果帆は反対方向に首を捻り、両方の眉尻を下げた。

　もしかして、ものすごく迷惑をかけたのでは……。

　詳細はわからないが、仮にそうであれば申し訳なさ過ぎて合わせる顔がない。でも、このままここを逃げ出すわけにもいかないし、助けてもらった恩を返さないでどうする！

「そうだよね。とりあえず、恩返しをしないと」

　引っ越しをする際、家具はすべて処分した。田辺が何度となく果帆の部屋を訪れていたし、彼を思い出しそうなものは手元に置いておくのも嫌だったからだ。

　結局、荷物は当面必要なものを詰めたバッグひとつと、小さな倉庫に預けた衣類などだけになっていた。

　果帆はバッグを漁り、下着とともに脛すね丈たけの半そでワンピースを引っ張り出した。

　それを着て、そっと部屋のドアを開けて様子を窺ってみる。

　昨夜飲み食いをしたテーブルの上はすでに片付けられており、壁際の床に大きなゴミ袋が置いてあった。その先に、キッチンがある。昨夜、高見を手伝って何度か行き来したが、普段から自炊をしているようで、食器や調理器具はそれなりに揃っていた。

　果帆自身はといえば、祖母から料理を教わり、たいていのものは作れる。

　高見から冷蔵庫は勝手に開けていいと許可をもらっているし、せっかくだからお礼の一環として、朝食を作ろう──。

　そう考えて、まずはキッチンの向こうにある洗面所に向かい、身支度を整える。

（まだ早いし、ゆっくり作ればちょうどいいよね）

　冷蔵庫を開けてみると、卵や野菜など、朝食づくりに必要な食材がいろいろと入っていた。

　果帆は大きな音を立てないよう気をつけながら卵を割り、ソーセージを炒め、サラダ用の野菜を皿に盛る。トースターで食パンを焼きながら、食器棚から二人分の皿を出して出来上がったものを手際よく盛り付けていく。

　ワンプレートの朝食が出来上がり、冷蔵庫からオレンジジュースの紙パックを出す。

　用意したコップにオレンジジュースを注ごうとした時、突然背後から声が聞こえてきた。　

「おはよう。ずいぶん早起きだな」

「わっ！　お、おはようございます！」

　驚いて振り返ると、Ｔシャツと短パン姿の高見がキッチンの入り口に立っていた。

　今起きたばかりであるらしい彼が、まだ眠そうな顔で果帆を見る。着ているもののデザインや色柄からすると、果帆がさっきまで着ていたのは高見のものに間違いない。

「自然と目が覚めてしまったんです。それで、昨日のお礼に朝食を振舞おうと思って……」

「それは、ありがたいな。だけど、もう大丈夫なのか？」

　気遣うような表情を浮かべた高見が、近づいてくるなり果帆の顔をまじまじと見つめてきた。

　そして、果帆の首筋に手を当てて脈をとるような仕草をする。

　近すぎる距離に緊張が高まり、自然と鼓動が早くなった。

「お、おかげさまで、傷はもう痛くありません」

「いや、そうじゃなくて、胸のむかつきとか吐き気とか」

「えっと……特には……」

「そうか。じゃあよかった。昨日は少々飲みすぎたな。話が弾んで、俺もついビールを飲み進めてしまって……。悪かったね」

「そんな……私こそ、いろいろと話を聞いてもらって、ありがとうございます」

　訊ねられるままに答えているうちに、高見の手が果帆の首筋から離れた。ホッとしたのもつかの間、今度は両手で頬を包み込まれ、親指で目の下を軽く引っ張られる。

　アカンベエをしたような状態で彼と見つめ合い、いっそう鼓動が速くなった。

　これ以上近づかれると、胸のドキドキが彼の耳に届いてしまう──。

　果帆が唇をギュッと噛みしめた時、ようやく高見の手が離れた。

　彼は少し首を捻りながらも、納得した顔で果帆を見てにこやかに笑った。

「脈はちょっと速いけど顔色は悪くなし、大丈夫そうだな」

　高見が果帆から紙パックを受け取り、二人分のコップにオレンジジュースを注いでくれた。

　果帆は密かに深呼吸をして、どうにか平常心を取り戻そうと躍起になる。

　今さらだが、田辺以外の男性とこれほど近い距離で接するなんてはじめてだ。その上、同じ屋根の下で二人きりの夜を過ごし、今こうして顔を合わせている。

　胸のドキドキは無理もないし、慣れたらいつもどおりの自分を取り戻せるはずだ。

　高見とともに朝食をテーブルに運び、それぞれに昨夜と同じ席に着いた。

　一緒に「いただきます」と言ってから、オレンジジュースをひと口飲んだ。冷えたジュースが喉元を下りて、胃袋に染み渡る。

　果帆はにわかに空腹を感じて、トーストを齧り、サラダをもりもりと食べた。

「食欲があるみたいでよかった。この目玉焼き、黄身がいい感じに半熟になってるね。俺は、いまだにこれができないんだよな。いつも黄身が硬くなるか、途中で破れて中が流れ出すかで。フライパンのせいだと思ってたけど、そうじゃなかったんだ」

「フライパンを熱くして、油を馴染ませてから卵を割り入れたら、くっつくのは防げると思いますよ」

　果帆が目玉焼きを作る手順を説明すると、高見は頷きながら熱心に聞いてくれた。

「そうか。やっぱりコツがいるんだな。今度やってみるよ。……美味っ！　このトロトロ加減、絶妙だな」

「ふふっ、よかった」

　料理の出来栄えを褒められ、果帆は高見と顔を見合わせて、にっこりと微笑みを浮かべた。

　田辺と付き合っていた頃、何度となく彼に料理を振る舞った。けれど、田辺は一度も褒めてくれた事はないし、感想すら言わず黙々と食べるだけだったのだ。

　口元に笑みを浮かべたまま表情を曇らせる果帆を見た高見が、テーブル越しに顔をのぞきこんできた。

「どうかした？」

「いえ……そういえば、田舎では今みたいに笑いながらご飯を食べてたなって……。こんなふうに笑いながらご飯を食べるのって、久しぶりだなぁって思って」

　果帆が改めて微笑むと、高見が同じように表情を緩めた。

「そうか。いろいろと辛かったな。でも、もう悪縁は切れたんだ。今後は、いつも笑ってご飯を食べられるようになるといいな」

「はい、そうなるよう頑張ります。……その前に、あの家をどうにかしないと、ですね」

　そうはいっても、先立つものがなければどうしようもない。

　それよりも先に、住むところと仕事を確保しなければ……。

　にっちもさっちもいかない状況下にいる今、本来ならのんびり朝食を食べている場合ではないのだ。

　果帆が再び暗い顔をすると、高見が持っていたコップを置いて目をまっすぐに見つめてきた。

「昨夜あれから考えたんだけど、藤谷さんさえよければ、家の事が片付くまでここで看護助手として住み込みで働いてくれないかな？　実は、ちょっと前に看護師が家の事情で退職してしまって、人手が足らなくて困っているんだ」

　話を聞くと、つい最近まで診療所は医師である高見と看護師の二人三脚で診療を行っていたらしい。しかし、看護師が両親の介護のため仕事を続けられなくなり、それからは一人で診療所を切り盛りしていたようだ。

「新しく人を雇おうにも、こんな田舎まで来てくれる人は、そうそういなくてね」

「そうですか。でも、いいんですか？　私、何の資格もありませんけど」

「看護助手は特に資格はいらないし、受付とか、器具の滅菌や消毒と準備、院内の片づけや掃除のほかに、患者さんの誘導とか、そんな感じのサポートをしてくれたらいいんだ。それでよければ、さっそく雇用契約を結ぶ準備をするけど」

　高見が立ち上がり、雇用契約書のひな型を見せてくれた。

「基本給や諸手当については、明日にでもきちんと話し合って決めるって事でいいかな？」

「はい、よろしくお願いします」

「よかった。じゃあ、決まりだ」

　高見がオレンジジュースのコップを差し出してきて、果帆はそれに応えてコップを持って上に掲げた。

　まさか、今日会ったばかりの彼が、ここまで親身になってくれるとは思わなかった。

　心の底からありがたく思い、果帆は高見に向かって丁寧に頭を下げた。

「ありがとうございます。なんてお礼を言ったらいいかわからないくらいです」

「こちらこそ、ありがとう。この近くには限界集落があるし、医療機関はここだけなんだ。だから、結構忙しくて昨日みたいに往診に行く事も多い。一人だと毎日てんてこまいだったから、これで少しは落ち着いて診療にあたれるよ」

　渡りに船とは、この事だ。

　人生最大のどん底に落ちたと思っていたが、上手くいけばなんとか浮上できるかもしれない。

　そのためにも、一生懸命仕事をして、拾ってくれた高見のために少しでも役立ちたいと思う。

「そうと決まれば、歓迎会を開かないとな。ちなみに、普段はどのくらい飲むんだ？」

　高見が目玉焼きの黄身をつけたトーストを食べながら、そう訊ねてくる。

　美味しそうに食べる彼を見て、果帆はにっこりと微笑みを浮かべた。　

「あのサイズの缶ビールなら、マックスで四本くらいです」

「そうか。じゃあ、昨夜は、ちょうどいい感じだったのかな。じゃあ、ピザを枕にしていきなり寝落ちたのは、いろいろあって心身ともに疲れてたからなんだろうな」

　高見が果帆を見つめながら、納得したように頷く。

　さらりと言われて、危うく聞き流しそうになった。けれど、これはさすがに聞き捨てならない。

　果帆は食べる手を止めて、思わず前のめりになった。

「え……今なんて？　ピザを枕にって……それってどういうことですか？」

「うーん、そのままの状況だよ。もしかして、覚えてない？」

　高見曰く、果帆はビールを飲みながら訥々とつとつと身の上話をしていたが、突然「疲れた……」と呟くなり、皿の上の食べかけのピザの上に突っ伏して動かなくなったのだという。

　あんぐりと口を開けて絶句していると、高見が簡単に昨夜の記憶が曖昧になっているところを補足してくれた。

　それを聞くなり血の気が引き、穴があったら入りたくなってしまう。

「びっくりして、皿から顔を引きはがしてみたら、スヤスヤと寝息を立てて眠ってるんだ。さすがに笑ったけど、突っ伏した時に缶ビールが倒れたんだろうな。着ているものがびしゃびしゃになってて。たぶん、濡れた洋服の感触が嫌だったんだろうな──」

　彼の話によると、果帆は高見に抱き起こされるなり、着ているものを掻きむしって暴れ、押さえつけるのに一苦労だったらしい。その上、暴れついでに嘔吐し、二人とも見るも無残な状態になったようだ。

　その後、彼は果帆とともにバスルームで汚れを洗い流し、苦労してベッドまで連れていったのだ、と──。

「途中まで肩を貸せば自力で歩いてくれたんだけど、バスルームを出る頃には完全に寝落ちててね。仕方ないからお姫さま抱っこでベッドまで運んで、Ｔシャツと短パンを穿かせたんだ。やっぱり、日頃から身体を鍛えておいて正解だったな。ここに来て以来、日々それを実感させられている。──で、体調はどうだい？」

　状況を説明し終えた高見が、席を立ってキッチンに向かった。オレンジジュースの紙パックを持って帰ってきた彼がテーブルに着く。

　果帆は声も出せないまま、高見がオレンジジュースをコップに注ぐのを見つめた。

　ありえない──。

　彼の言葉を要約すると、果帆は酔いつぶれた挙句、高見に介助されながらシャワーを浴び、着替えまでさせてもらった上にお姫さまだっこでベッドに寝かせてもらったという事だ。

「……って事は、その……つ、つまり……」

　顔を真っ赤にしながら、手で自分の身体を示した。

　言い淀む果帆を見て、高見がにこやかに笑う。

「むろん、シャワーを浴びて着替えをさせるには、洋服を脱がせて全裸になってもらったよ。でも、全裸だったのは俺もだし、仕事柄ある程度見慣れてるから別に気にしなくても大丈夫だ」

　そう言われて、はいそうですかと納得できるはずもない。

　確かに、職業的に見慣れているかもしれないが、それとこれとは話が別だ。

　果帆は、顔が地味なだけではなく、身体も同様にこれといって褒めるところがない。

　一応腰の括れはあるが、胸のサイズは普通だし、豊満にはほど遠い身体つきをしている。

　それはさておき、若い男性に全裸姿を見られるなんて……！

　果帆が何か言おうと立ち上がると、玄関のドアが開き、人が入ってくる音が聞こえてきた。

「高見先生、いますか〜？　未華子みかこでーす」

　鼻にかかった甘ったるい声が近づいてきて、リビングルームの入り口に、若い女性の顔が覗いた。

「見つけた！　今日は母からの伝言があって……えっ⁉」

　女性がテーブルを囲む二人を見るなり立ち止まり、果帆と高見を交互に見た。

　二十代前半と思しき彼女は、色白でとても可愛らしい顔立ちをしている。しかし、一歩前に出るなり眉間に縦皺を寄せ、果帆を睨みつけてきた。

「あなた誰？　ここで何をしてるの？」

「私は──」

「彼女は、今日からここに住み込みで働いてもらう事になった藤谷果帆さんだ。藤谷さん、この人はこの近所に住んでいる松浦まつうら未華子さんだ」

　高見が割って入り、それぞれの紹介を済ませた。

　果帆は未華子に会釈をしたが、彼女はプイと顔を逸らして高見のほうに向き直る。

「どうして住み込みなんですか？　高見先生、独身ですよね。いくらパッとしないとはいえ、女性と同居するとか、いろいろとマズくないですか？」

　確かにそうかもしれないが、会っていきなりパッとしない女だなんて失礼すぎる。

　敵意剥き出しの視線といい、おそらく未華子は高見に好意を持っているのだろう。そんな彼女をよそに、高見が朗らかな声を上げる。

「そうかな？　この辺りは交通も不便だし、働くなら住み込みが楽だからね。看護師が退職して以来、人手が足りなくて困ってたし、この地域はただでさえ働き手が少ないから、藤谷さんが来てくれて、本当に助かったよ」

　高見が言い、果帆と目を合わせてくる。

　微笑み合う二人を見た未華子が、果帆に一歩近づき、口をへの字にしながらまじまじと顔を見つめてきた。

「それより、未華子さん。いきなり奥まで入ってくるのは止めてくれって言ったはずだろう？」

「ええ〜、だってほかの人はそうしているじゃないですか〜。どうして私だけダメなんですか？」

「君は患者じゃないだろう？　ほかの用事でここに来る人はみんな、受付の前で声を掛けてから中に入ってもらってる」

「じゃあ、次からそうします。ところで藤谷さん。あなた、独身？」

　高見のほうを向いていた未華子が、再び果帆に向き直った。相手によってコロコロと表情を変える様子は、見事としか言いようがない。

「ええ、独身です」

「彼氏は？　いるの、いないの？」

「いませんが、それが何か？」

　矢継ぎ早にそんな質問をしてくるなんて、高見を異性として意識している証拠だ。

　だからといって嫌悪感をあらわにされても、こちらとしてはどうする事もできないのだが。

「やっぱり、問題アリですよ〜、高見先生〜」

　未華子が高見に向き直り、身体を左右に捻りながら、すねたような声を上げる。

「独身恋人ナシの男女が一緒に住むとか、周りがいろいろと邪推したらどうするんですか〜？　仮にも男と女ですよ？　っていうか、そんなに人手が足りなくて困ってたなら、言ってくださればよかったのに。私、すぐにでもここに同居して、高見先生のお手伝いをしたのに〜」

「何を言っているんだか……。そもそも、未華子さんは、まだ東京の大学に通っている身だろう？」

「高見先生のためなら、休学しますぅ」

　未華子が、これみよがしにふくれっ面をする。

　彼女の顔は一見すると清純そうに見えるが、そんな仕草の端々にはあざとさのようなものが感じられた。

　まるで二人きりで話しているような未華子の口ぶりと態度に、果帆は半ば呆れながら傍観を決め込んだ。

「とにかく、もう合意の上で決まった事だから。それに、邪推されないよう気をつけるから大丈夫だよ」

　きっぱりとそう言われ、未華子が不満そうな顔をしながらも頷いて引き下がった。そして、ふいに果帆の隣に腰を下ろし、「まあ。いいわ」と息をつくと親しげに耳打ちしてくる。

「心配する必要なんかないんだけど、くれぐれもヘンな気は起こさないで。高見先生は、私の未来の夫なんだから」

　それだけ言って再び立ち上がると、未華子が二人に向かって晴れやかに笑いかけた。

「高見先生。母からの伝言を、お伝えしますね。来月予定してる教室の健康診断の件なんですけど……あ、うちの母、この近くでヨガと茶道の教室を開いてるの。ねっ、高見先生？」

　高見が頷くと、未華子がなぜか得意げに果帆に向かって肩をそびやかす。

「うちの生徒さんたち、皆さんとても熱心で健康に関する意識が高いの。中には車で一時間以上かけて通ってくる人だっているのよ。本当に立派な方ばかりで、母はそんな皆さんのために、年に一度、特別なメディカルチェックを実施しているの」

　彼女は持参した書類を高見の前に広げ、彼の隣に腰を下ろしてあれこれと説明を始めた。

　その合間に、未華子がチラチラと果帆に視線を送ってくる。

　片方の眉を吊り上げたり、鼻の頭に皺を寄せたりする様子から察するに、邪魔だから席を外せという事なのだろう。

（はいはい、わかりましたよ）

　想いを寄せる男性と二人きりになりたいという気持ちは、理解できる。

　果帆は、そっと立ち上がり、食べ終えた皿を持ってキッチンに向かった。

「あっ、食器は俺が片付けるよ」

　高見に声を掛けられたが、果帆は首を横に振って立ち上がろうとする彼を制した。

「いえ、私がやります。高見先生は、お仕事のお話を続けてください」

　果帆が薄く微笑むと、未華子がニッと笑い返してきた。

　ここで上手くやっていこうと思うなら、敵は作らないほうがいいに決まっている。

　未華子のように癖と主張が強い人は、特に。

　もともと、彼女の恋路を邪魔するつもりなどないし、ここでの暮らしに波風が立つような真似はしたくなかった。

（とはいえ、高見先生には裸を見られちゃったんだよね……。それに、覚えていないとはいえ、一緒にシャワーまで浴びたなんて……）

　そう思うだけで、恥ずかしすぎて叫びたくなる。

　未華子の来訪で、話が途中になってしまったが、これは由々しき事態だ。

　田辺とは四年間付き合ったし、当然キスもしたしセックスもあった。

　けれど、振り返ってみれば、そこには愛などなかったように思う。

　むろん、最初は本気で田辺に惹かれていた。

　彼の押しの強さを頼もしいと感じ、自分勝手な言動すら男らしさの表れだと思い込んでいた。

　それがいつしか洗脳と支配にも似た束縛に変わった事も気づかず、ひたすら田辺の言うとおりにして尽くし続けていたのだ。

　その頃の二人は、もはや恋人同士というよりも主従関係にある男女に過ぎなかった。

　要求されるままに着ているものを脱ぎ、彼を受け入れて喘ぎ声を漏らす。

　けれど、まったく気持ちよくなんかなかったし、ひたすら田辺が満足して終わるのを待つだけの行為だった。

　それでも、その頃の果帆には田辺しかいなかった。

　今思えば、果帆をそんな状況下に置く事が彼の目的のひとつだったのだろう。

　果帆は、まんまと田辺の思いどおりになり、彼を考え方の基準にしてしまっていたのだ。

　だから、別れを告げられた時はパニックになったし、必死で縋り付いた。

　人前で泣いて醜態を晒し、それで余計に冷たくされてもなお、彼を求め続けた。

『どこまで馬鹿なんだ？　まったく、お里が知れるよな』

　最後には、彼女だという女性の前で、亡き両親や祖父母を悪しざまに言われた。

　それまでも、田辺は何かと果帆の実家を下げるような発言をしていたが、そこまでひどい言われ方をされた事はなかった。

　女性は侮辱されている果帆を見てせせら笑い、田辺はそれを見て得意げに肩をそびやかす。

　そんな醜悪な二人を目の当たりにして、果帆は愕然として目が覚め、田辺の異常性に気づいた。

　それからは、まるで憑き物が落ちたように洗脳が解けていき、一刻も早く田辺から遠ざかる事だけを考え、実際にそうした結果が今だ。

（我ながら、情けない……）

　果帆はシンクで洗い物をしながら、自分の愚かさを呪った。

　けれど、過去は過去。

　済んだ事はもうどうやっても取り戻せないし、嫌な思い出は切り捨てて前に進むしかない。

　そして、自分がしでかしてしまった失敗は、自分でしりぬぐいをするしかないのだ。

（高見さんは自分にいったん預からせてほしいって言ってくれたけど、私も何かしらアクションを起こさないと）

　そんな事を考えながら洗い物を終え、目の前にある窓から外の景色を見るとはなしに眺めた。

　そこはちょうど診療所の裏手になっており、辺り一面雑草だらけだ。

　それが、荒れ放題だった自分の心情と重なり、果帆はしばらくの間、窓の外を見つめ続けた。

（あ、未華子さんだ）

　窓から見える少し先の道を、未華子が自転車で走り去っていく。洗い物をしていたから、ドアを開け閉めする音が聞こえなかったようだ。

　ホッとしてシンクから一歩離れ、手を上に挙げて背伸びをする。

「藤谷さん」

　背後から声を掛けられて振り向くと、高見が果帆に向かって近づいているところだった。

　彼は果帆と目が合うなりすまなさそうな表情を浮かべ、腰を折って謝罪してくる。

「知り合いが失礼な事を言って、申し訳なかった。本当に、悪かった」

「いえ、高見さんは悪くありません。どうか、謝らないでください」

　果帆は膝を曲げ、どうにか高見が頭を下げるのを何とかやめさせようとした。

「じゃあ、許してもらえるかな？」

「ええ、もちろんです。だから、頭を上げてください」

　果帆が頼むと、高見が微笑みながら顔を上げて視線を合わせてくる。

「よかった。念のため言っておくけど、未華子さんと俺はただのご近所さん同士であって、特別親しいわけでもないし、診療所に直接関わっているわけでもない。だから、彼女の発言は、いっさい気にしなくていいから」

　高見が話してくれた事には、二人が顔を合わせたのは去年の夏であり、彼女が近くの小学校に教育実習に来ている時だったらしい。当時、たまたま用事があって学校を訪れていた高見は、廊下で通りすがりに未華子に挨拶をした。

　それ以来、彼女は頻繁に診療所に顔を出すようになり、教育実習が終わってからもちょくちょく帰省してはここにやってくるらしい。

「なるほど、わかりました。でも、高見さんはそう思っていても、未華子さんは違いますよね。だって、さっき──」

　未華子に耳打ちされた内容を言おうとして、途中で口を噤む。

　それを見た高見が、何かしら察したような顔をして小さくため息を漏らした。

「さっき何か耳打ちをされていたけど、もしかして俺と彼女が将来的にどうこうっていう話をされたとか？」

「ええ、まあ、そんなところです」

「やっぱりな。それは彼女が勝手に言っていることであって、事実ではない。だから、安心してここで働いてくれ。それと、俺が彼女を下の名前で呼んでいるのは、彼女の母親と区別するためだ。わかったかな？」

　この近くにある医療機関はここだけであり、地域の人は具合が悪くなれば、皆ここへ来る。

　患者に家族が付き添う場合も多く、そんな事もあって区別のために下の名前で呼ぶ事が多いようだ。

「はい、わかりました。……でも、未華子さん、きっとまたここに来ますよね？」

「だろうな。でも、あいにく俺にはまったくその気はないし、その事は彼女の母親にも言ってあるんだけどね」

　未華子曰く、彼女の母親はヨガと茶道の教室を経営し、講師としての役割も果たしているようだった。教室は結構な人気で、母娘ともども顔が広い。それなら、顔を立てないとまずい部分もある気がする。

「そうですか。でも、顔が広いなら、あんまり邪険にするとマズイんじゃないですか」

「そうかもしれないけど、好きでもないのにその気があるような振る舞いをするほうがマズイだろう？」

「それはそうですけど……」

　田舎のネットワークは独特だ。

　地域によっては仲間意識がヘンに強すぎるところもあれば、いまだに村八分が行われているところもある。

　だから、果帆も田舎に住んでいた時は、極力揉め事を起こさないよう気をつけていた。

　そうすれば、厄介ごとに巻き込まれずに済むし、上手くいけば平穏に暮らせる。

　ここに移住を決めた時も、そうやって生きていこうと決めていた。それはある意味迎合だが、それは田舎に限った事ではないし、人が心穏やかに生きていくための処世術だ。

「それはさておき、買った家の事だけど、月曜日の午後、役場の担当者に会って事情を聞いてもらう事になっているんだ。藤谷さんも一緒に行って、詳しい話を説明してもらってもいいかな？」

「はい、もちろんです！」

「よかった。じゃあ、そういう事でよろしく」

　さっそく話を進めてくれるなんて、高見には感謝しかない。

　二人で手分けして皿を拭き終えたあと、高見が診療所の仕事に就くにあたり、必要な手順などをざっと説明をしてくれた。

　診療所の開院時間は、午前九時から正午までと、午後四時から午後六時まで。

　月曜日から金曜日までは両方あるが、水曜日と木曜日は午前中のみの診療になる。そのほかに、訪問診療と往診を行っており、緊急の場合はこの限りではない。

　土日は休診日で、よほどの事がない限り休日診療は受け付けていないようだ。

　ひとしきり説明を受けたあと、リビングルームを出て診療所の中を案内してもらう。

　部屋は二つに分かれており、玄関に近いほうは受付と待合室になっており、その奥が診察室になっている。

　ぐるりと中を見回すと、壁に貼られている写真に目が留まった。

「この写真は？」

「それは、俺の両親と祖父母の写真だ。もともと、ここは祖父がやっていた診療所でね。俺は実家が経営している『高見総合病院』で外科医をしていたんだけど、今は祖父に頼まれてこの診療所を守ってるんだ」

　写真に写っている男女四人はそれぞれに美男美女で、高見同様整った顔立ちをしている。

　その中の白髪頭の男性が、高見の祖父であるようだ。その隣にいる彼の祖母は看護師で、夫とともに診療所で患者の対応をしていたが、数年前に亡くなってしまったらしい。

「祖父は身体を動かすのが好きで、山登りをしている最中に転んで骨を折ってしまってね。今は、都内にある俺の父親がやっている病院で入院加療中なんだ。当初はすぐに退院する予定だったんだけど、ついでにいろいろと検査をしたところ、ちょっとした病気が見つかってしまって」

　妻が存命ならまだしも、直希の祖父はここでは一人暮らしだった。

　仕事を続けながら治療にあたるのは困難との判断が下され、やむなく診療所の仕事からいったん離れる事になったようだ。

「そうだったんですね」

「ここに来る前は、毎日寝る暇もないほど忙しくてね。もちろん、遣り甲斐はあったし、患者さんとの関係もおおむね良好だった。でも、兄弟のうち誰かがここに来なきゃならなくなった時、真っ先に手を上げて立候補したんだ」

　高見によると彼は三兄弟の長男で、弟たちも医師であり、それぞれに違った医療機関で勤務中であるらしい。

「それは、どうしてですか？」

「もともと地域医療に興味があったし、ここに医師がいなくなると困る人が大勢いると思ったら、居ても立っても居られなくなってね。ここには研修医の頃に手伝いに来ていて、知り合いも多かったから。それと、実は俺も東京の生活にちょっと嫌気がさしていてね」

「嫌気が……？　差し支えなければ、理由を聞いてもいいですか？」

「構わないよ。一番の理由は、ややこしい人間関係かな。うちの両親は、俺が三十歳を超えた時から、やたらと俺に見合い話を持ってくるようになってね。良かれと思ってやってくれているのはわかっているんだけど、それがちょっと──いや、かなり重荷になっていたんだ」

　どうにか本格的な見合いはせずに済んでいたようだが、彼ほどの人が相手なら、先方はずいぶんと乗り気だったのではないだろうか。

　きっと、それ以外にもモテていたに違いない。

　明言こそしないけれど、困り果てた様子で話す彼の顔を見れば、だいたいの事は想像がつく。

「ここにいれば、さすがに見合い話は持ち込まれたりしないし、その点では気楽でいいよ。せめてここにいる間だけでも、そういう悩みは抱えずに済ませたいと思ってる」

　たぶん、未華子の事が頭をよぎったのだろう。

　高見が話しながら、ちょっとだけ渋い顔をする。

「そうだ、この辺りの人が写ってるアルバムがあったんだ。見たい？」

「はい、ぜひ」

　高見が診察台の向こうにある戸棚から、正方形のアルバムを取り出し、果帆に見せてくれた。

　その内の何枚かに、研修医時代の彼が写っている。

「あ、これは仁さんですね」

「そうだね。ほかに写っている人も、全員この辺りの人だよ」

　どの写真の高見も白い歯を見せて笑っており、一緒に写っている人たちも皆いい顔をしている。

「こっちの人が今度、家の件で会う予定になっている役場勤務の加茂かも一郎いちろうさん。こっちがその奥さんのひとみさん。その隣が、前にここで看護師をしてくれていた田丸たまる和江かずえさんだ。たぶん、今言った人たちとは、近々顔を合わせる事になると思うよ」

　高見が言うには、今名前が出た人たちは皆、比較的診療所の近所に住んでおり、よく畑でとれた野菜などを届けてくれるようだ。

　彼の話を聞きながら、果帆は田舎に住んでいた頃の事を懐かしく思い出した。

　やはり、自分は都会よりも田舎のほうが合っているのかもしれない。

　けれど、果たしてここに住み続ける事ができるだろうか？

　家の事もあるし、高見は留守番であって、いつかここを去っていくだろう。

　しかし、今それを考えてもどうしようもないし、まずは目先の問題から解決していくしかない。

「この地域に住んでいる人は、だいたい千百人弱。そのうち、六十五歳を超える人が半数以上いる。スーパーマーケットやコンビニは車で三十分くらいかな。だから、お年寄りたちは移動販売をよく利用しているよ」

　詳しく聞いてみると、高見の言うスーパーマーケットは小規模で、果帆が不動産業者から見せられた大型店舗ではないらしい。

　駅前からバスに乗る前に、一応辺りを少しだけ散策してみた。その時に少し大きめの食料品店を見かけたが、どうやらそれがこの辺りで唯一のスーパーマーケットだったようだ。

「そう……。あの写真は嘘だったんですね。そりゃあそうですよね。家の写真だって嘘だったんだもの」

　今さらながら、ろくに調べもせずに引っ越しを決めてしまった自分に呆れかえる。

　情けなくて、もう溜息さえ出ない。

「それだけ、切羽詰まっていたんだろうな」

　高見がポツリとそう言って、慰めの言葉をかけてくれた。

　彼は果帆の愚かさを笑ったりせず、同情していろいろと気遣ってくれている。その気持ちがありがたくて、じんわりと胸が熱くなった。

「でも、もう大丈夫だ。これ以上悪い事は起こらないし、そうならないよう俺がそばでサポートするから。それに、この辺りの人は、基本的にみんないい人だし思慮深いよ。まあ、たまに距離感がバグっている人や、今の時代にそぐわない昔ながらの考えを持った頑固者がいる事はいるけどね」

　未華子の事を思い出しているのか、高見が肩をすくめながら小さく笑い声を漏らした。

　それにつられて口元に笑みが浮かび、沈みかけていた気持ちが一気に楽になった。

「そうですか。私のいた田舎にも、たくさんそんな人がいました。時代が変わったとはいえ、その土地が閉鎖的であればあるほど、そういう考えが脈々と受け継がれていく感じで」

　果帆には両親の記憶が数えるほどしかない。

　その代わり、祖父母との思い出は多く、どれも温かいものばかりだ。

「うちの田舎──といっても、もうすっかり交流がなくなってしまいましたけど、とても仲間意識が強いところでした。それだけに、一度縁が途切れたら二度と戻れないというか……。私、自分から田舎との縁を切ってしまったんです。今さら縁を繋ごうとしても、きっとどの面下げてって言われちゃいます」

「それは、元カレが原因だったのかな？」

　果帆は無言で頷き、力なく笑って肩を窄めた。酔いに任せて田辺について洗いざらい話してしまい、さすがに恥ずかしい事をしたものだと思っていた。

　けれど、今となってはすべて知ってもらっているほうが気楽だし、こうして吐き出せる事で幾分気持ちが軽くなるような気がする。

「原因は元カレでも、そうしたのは自分です。私、いろいろと取り返しのつかない事をしてきたんだなって……。親戚だけじゃなくて、友達との縁も切れてしまいました。今になって、後悔しても遅すぎるんですけど」

　田辺の束縛と洗脳が解けてから、何度となくそう思ってきた。そのたびに哀しさと寂しさが胸に押し寄せる。

　こればかりは、どこへ行こうと逃れられるものではない。

　けれど、今まで誰にも話せなかった事を吐き出せた今、澱おりのように溜まり続けていた胸のつかえが、少しずつなくなっていくような気がする。

　果帆がそう言うと、高見が微笑んで頷いてくれた。

「人に話して聞いてもらう事で、改めて起きてしまった事と向き合えたっていう場合もあるからね。俺でよかったら、ぜんぶ聞くよ？　話したいことがあれば、いつでも言ってきていいから。嫌な思い出を口にするのは楽じゃないだろうけど、もう俺がいるから」

　穏やかな目で見つめられて、胸が熱くなった。

「ありがとうございます」

　こんなふうに人の優しさや温もりを感じるのは、ものすごく久しぶりだ。

　出会ったばかりだけれど、この人なら信じられる。

　果帆は高見に微笑みを返しながら、彼との出会いに心から感謝した。

　




　その日の夜中、果帆はふと目が覚めてベッドから起き上がった。

　いつの間に降ってきたのか、窓の外を見るとかなり激しい雨が降っている。

　果帆は枕元に置いていたスマートフォンを手に取り、時刻を確認しようとした。けれど、うっかり充電をし忘れてしまい、いつの間にか電池が切れそうになっている。

（もう……何やってんのよ）

　いつも気をつけていたのに、今日はさすがにいろいろとありすぎてそれどころではなかった。

　確か、充電器はまだバッグの中に入れっぱなしだ。

　果帆はベッドから出て、バッグが置いてある壁際に向かった。その途中で、スマートフォンにメッセージが届いた。

（こんな時間に何だろう？）

　果帆には、普段メッセージを送り合うような友達はいない。

　親戚との交流は数年前に途絶えたきりだし、仕事上の必要があってやり取りをしていた人はいたが、退職後は当然それもなくなっている。

　こんな遅い時間に送られてくるのも変だが、おそらく買い物をした時に登録したショッピングサイトからのお知らせか何かだろう。

　そう思いながら画面をタップしてメッセージアプリを開くと、送り主は退職した会社の元同僚の横田よこた真美まみだった。

（横田さんだ……。いったいどうしたんだろう？　何かやり残した事とか、あったのかな？）

　彼女は同じ部署の先輩社員だった人で、仕事上の必要があってＩＤを交換し、何度かやり取りをした事があった。

　けれど、プライベートでは一度もメッセージを送り合った事はなかったのだが……。

『お久しぶり。元気にしていますか？　急に退職してしまったから、ゆっくりお別れを言う事もできなかったね。本当は、もっと仲良くなりたかったけど、きっかけを作れずじまいでした。いろいろとたいへんだったでしょう？　よかったら、お返事を下さい』

　退職が決まって最後に出社した時、彼女とはほかの同僚と同じで目礼を交わしたのみだった。

　それ以前にも親しく話した事はないし、仕事のかかわりがなくなった今、こんなメッセージをもらうなんて驚きしかない。

　横田は果帆同様、地味で目立たない人で、友達もさほど多くなさそうだった。

　どうであれ、気遣いあるメッセージを送ってくれたのは、とても嬉しく思う。

『メッセージ、ありがとうございます！　いろいろとありますが、なんとか生きています。横田さんはいかがお過ごしですか？』

　果帆は急いでメッセージを送り返し、改めて充電器を探しに行こうとした。その瞬間、窓の外がパッと明るくなり、それからすぐにガラガラと大きな音が鳴り響いた。

「ひっ……」

　日頃は特別雷を怖がったりしない果帆だが、地形のせいか音がやたらと大きく聞こえる。

　ゴロゴロという音がしばらく続き、部屋の常夜灯がパッと消えた。

（停電？　やだ……なんでこんな時に──）

　急いでベッドに戻ろうとした時、バリバリと空が割れるような音が聞こえてきた。

　果帆は咄嗟に両手で耳を塞ぎ、その場にしゃがみ込んで丸くなった。

　怖い！

　逃げ出したいと思うのに、身体がギュッと縮こまって身動きが取れない。

　窓ガラスが割れんばかりの雷が鳴り響き、急に雨脚が強くなる。それからすぐにドーンという音が聞こえ、建物全体が雷の中に飲み込まれたような感覚に陥った。

「藤谷さん！」

　ドアが開き、暗闇の中で高見が自分を呼ぶ声が聞こえてきた。それでも動けずにいる果帆を、彼がしゃがんで腕の中に包み込む。

「大丈夫だ。俺がいる。怖い事は起こらないから安心して。何があっても守るから。藤谷さんは、もう一人ぼっちじゃないよ」

　耳元で囁いてくる高見の声が、雨風の激しい音の中で、はっきりと聞こえてきた。

　大丈夫と繰り返し言ってくれる彼の声が、果帆の身体から少しずつ恐怖心を取り除いていく。

　少しだけ動けるようになり、果帆は高見の腕の中で身じろぎをする。

　身体を包み込んでいる彼の腕に掌を押し当てると、温かな体温がより強く感じられた。

　彼が持ってきてくれたのか、床には大型の懐中電灯が置かれており、ベッドの足元に光の道筋を作っている。

「た……かみ……さ……」

「うん、ここにいる。すぐそばに、ずっといるよ」

　高見が、果帆を抱き寄せる腕の力を強くする。抱き締められているという安心感で、徐々に身体の強張りが解けていくみたいだ。

　より安堵したくて、果帆はそろそろと顔を上げて高見を見た。

　暗闇の中で目が合ったと思った時、唇を重ねられてより強く身体を抱き寄せられる。

「……んっ……ふ……ぁ……」

　薄く開けた唇から、高見の温かな舌が入ってくる。

　果帆は夢中になって彼の舌に吸い付き、身を捩って高見の背中に腕を回した。互いに身体を抱き寄せ合い、息をする間も惜しむようにキスを重ね続ける。

「あっ……！」

　唇が離れると同時に、背中と膝裏を高見の腕に抱き上げられ、身体が横抱きの状態で宙に浮いた。懐中電灯が作る光の道を辿るようにベッドまで連れていかれ、二人してマットレスの上に倒れ込む。

　仰向けになった果帆の身体の上に、高見がいる。

　刹那見つめ合ったあと、どちらともなく唇を求め合い、暗闇の中で貪るようなキスを繰り返した。

「高見……さ……」

　懐中電灯の灯りが互いの横顔をうっすらと照らす中、二人は何度となく唇を合わせ、息を弾ませながら舌を絡め合った。

　いつの間にか開いていた脚の間に、高見の強張りを感じる。彼の手が果帆のＴシャツの裾をめくった。そろそろと上に進み、指先が乳房の膨らみに辿り着く。

　果帆は小さく喘ぎ、高見の唇を軽く噛んだ。

　大きな掌が、すぐに乳房を鷲掴みにして、捏ねるように揉みながら指先で乳嘴をコリコリと弄り始める。

「あぁっ……あっ！　あっ……ああんっ！」

　背中が浮き上がり、果帆は見悶えながら高見の手を借りてＴシャツを脱いだ。

　再び指先で乳嘴を弄られ、もう片方の乳房に強く吸い付かれた。胸の先を舐め回され、硬くなった乳嘴を舌でコロコロと転がされる。

　果帆は身を震わせて声を漏らしながら、高見がＴシャツを脱ぐ手助けをした。その合間に短パンを下にずらしていき、つま先の外に追いやる。

　彼は思いのほか引き締まった身体をしており、厚い胸板と綺麗に割れた腹筋が薄明かりに照らされてくっきりと浮かび上がる。

　果帆は、それを見つめながら腰を浮かせ、ショーツの腰に指をかけて下にずらした。

　その手に高見の手が重なり、目がまっすぐに果帆を見つめてくる。

　問いかけるような眼差しを注がれ、果帆は込み上げる想いを口に出そうとした。

「抱い──」

　話す唇をキスで塞がれ、その先が言えなくなる。

　少しだけ唇が離れた時、高見が重なった手をギュッと握りしめてきた。

「果帆、って呼んでいいか？」

　訊ねられて、果帆はゆっくりと頷いて彼の手を握り返した。

「男として、女性から言わせるわけにはいかない。果帆……今、すごく果帆がほしい。果帆を抱いていいかな？」

　ストレートな気持ちをぶつけられ、身体ばかりか心まで熱い潤いを感じた。

　果帆はこっくりと頷き、自分から高見にキスをする。

　高見が微笑んでキスを返したあと、一度ベッドから離れて暗闇の中に消えていった。

　果帆はその間にショーツを脱ぎ、まだ降り続いている雨の音に耳を澄ませてみる。

　不思議と、もうまったく怖くないし、むしろ耳に心地いいくらいだ。

　高見がベッドに戻ってきて、果帆の唇にキスをした。彼の手には、避妊具の小箱が握られている。

　果帆は彼がそれを開けて中を取り出すのを見つめながら、片方の脚を持ち上げて高見の腰を両方の膝で挟み込んだ。

　高見の指が花房の中に入ってきて、中に蜜が溢れているのを確かめるようにそこをクチュクチュと捏ね始める。

「あぅっ……ぁあんっ！　あっ、あぁっ！」

　たまらずに声を上げて腰を浮かせると、その拍子に高見の指が蜜窟の中に入ってきた。

「あんっ！　あっ……あ──」

　指が中を行ったり来たりしながら、恥骨の裏側をねっとりと愛撫する。

　はじめは、ゆっくりと。

　徐々に指の動きが早くなり、身体中にひりひりとした熱を感じ始めた。

　突き出した乳房にキスをされ、乳嘴を舌で弾くように舐められる。

　こんなふうにされるのが、これほど気持ちいとは知らなかった──。

　もっとしてほしくなり、果帆は指でシーツを掴み、込み上げる快楽に身もだえする。

　乳嘴を強く吸われ、指で中をじっくりと掻き回されて、果帆は我慢できずに身を仰け反らせて嬌声を上げた。

「ゃああああんっ……！　あっ……そこっ……あ、あああっ！」

　中を掻く指の動きがさらに早くなり、頭の中でいくつもの火花が散り、一瞬天地がわからなくなった。

　咄嗟に伸ばした果帆の手が、高見の肩に当たる。そのまま彼に抱き着くと、蜜窟から指を引き抜かれ、代わりに硬い屹立の先をそこに押し当てられた。

「高見さんっ……」

「果帆、高見じゃなくて、直希って呼んでくれ。それと、二人きりの時は敬語じゃなくていいから。だって、ほら……こういう事をしようとしている仲なんだから──」

　ぬらぬらと滑る切っ先が、今にも中に入り込みそうになっている。

　今すぐに、それがほしい。

　果帆は、喘ぎながら彼の名前を呼んだ。

「……直希……直希っ……あっ……！　ああああっ！」

　名前を呼び合ったすぐあとで、彼のものが果帆の中にゆっくりと入ってきた。

　これまでに受け入れた事のない太さが、濡れた隘路をみちみち押し広げていく。

　ものすごく、気持ちいい。

　蜜窟の深いところまで、直希の熱い屹立を感じる。

　感じる圧迫感に突き動かされ、果帆は彼の背中に縋りつき、立て続けに淫らな声を漏らした。

　はじめは緩やかな波のようだった直希の腰の抽送が、少しずつ速さを増す。

　先端まで引き抜かれ、一気に突き戻される感じが、とてもいい。

　果帆の上げた声が、雨音とともに部屋の中に積み重なっていく。

　セックスが、これほど熱く痺れるようなものだなんて知らなかった。

　互いを深く交わらせる行為に、心身ともに沈み込んでいくみたいだ──。

　果帆はその心地よさに夢心地になり、直希の耳に唇を寄せた。　

「直希……もっと、シて……。もっと、私が溶けてしまうくらい、深く……激しく──」

「いいよ。果帆がシてほしいなら、いくらでもシてあげる──」

「ああんっ……あああっ……あ……あっ！」

　より深く屹立を突き立てられ、果帆は涙目になって叫んだ。

　もう、外の音は一切耳に入っておらず、聞こえてくるのは身体を交わらせる音だけになっている。

　もっと、もっと、いろいろな事をシてほしい。

　そんな願いが届いたのか、直希が屹立を挿入したまま果帆の腰を膝の上に引き上げ、指で花芽をキュッと摘まんでくる。

　懐中電灯から届く僅かな灯りが、果帆の蜜窟を照らし出す。

　柔らかに膨らんだ恥骨の先に、しっとりと濡れそぼった花房がある。ぷっくりと膨らんだ花芽の先で、蜜窟が直希のものを深々と咥え込んでいるのが見えた。

　言葉に尽くせないほど、いやらしい。

　そんな淫靡な風景に魅入られたようになっていると、果帆の目の前で屹立が蜜窟から出たり入ったりし始めた。　

　動くたびに淫らな水音が立ち、中から新しい蜜が溢れだす。

　これ見よがしに、ゆっくりと腰を振られて、果帆は劣情に囚われて唇を戦慄わななかせた。

「可愛いよ、果帆……。果帆は、すごく感じやすいんだな」

　唇にキスをされ、舌で口の中をいっぱいにされる。

　そのまま緩く腰を振られて、頭の中が淫靡な想いでいっぱいになる。

　身体の奥から愉悦が込み上げ、全身が小刻みに震え出す。

　だんだんと、腰の抽送が速くなる。

　激しく奥を突きながら乳房を揉まれ、もう片方の乳嘴を思い切り強く吸われた。

「あああっ！　あっ！　ああああ──」

　少しずつ遠ざかっていく雷の音の代わりに、果帆の嬌声と腰を打ち付ける淫靡な音が部屋の中に響き渡る。

「直希……な……お……、あ、んっ！」　

　ずちゅずちゅという卑猥な水音とともに、直希の腰の動きがいっそう激しくなる。

　中を掻く硬い括れが、蜜窟の奥を掻き混ぜ、繰り返し抉って果帆を快楽の縁に追いやっていく。

「果帆……本当に可愛い……。声、もっと聞かせてくれ。もっと……もっと、いやらしい声を上げてごらん」

「あああんっ！　あんっ！　あぁ……あああっ！」

　蜜窟の中で屹立が硬さを増し、先端が子宮の入り口を何度となく突き上げる。

　果帆は身もだえをしながら声を上げ、直希の背中に指を食い込ませた。

　もう、何も考えられない──。

　頭の中が真っ白になると同時に、内奥がビクビクと収縮して彼のものをきつく締め付ける。

「直希……！」

「果帆っ……」

　直希に強く抱きしめられると同時に、果帆の中で屹立が爆ぜた。

　最奥で繰り返し跳ねる屹立が、何度も吐精するのがわかる。

　終わったけれど、まだ離れなくない。

　果帆は直希の腕に抱かれながら、何度となく彼と唇を合わせ続けた。















第二章　密やかな関係









　翌朝の日曜日、空は昨夜の豪雨が嘘だったように青く晴れ渡っている。

　今の時刻は午前六時十五分。

　診療所の中はシンとしており、物音ひとつ聞こえてこない。

　いったい、直希は普段何時ごろ起きるのだろうか。

　休日だから、少し遅めかも？

　いずれにせよ、今はまだ彼と顔を合わせられない。

　心の準備ができていないし、恥ずかしすぎて顔から火が出そうだ。

（まさか、出会ってすぐにベッドインするだなんて！）

　果帆はベッドに横向きに寝そべったまま丸くなり、声にならない叫び声を上げた。

　どうして、あんな事になったのだろう？

　冷静になろうとすればするほど、頭の中が直希と熱く抱き合った時の記憶でいっぱいになる。

　彼は、騙されて途方に暮れていた果帆を助け、仕事と住む場所まで提供してくれた恩人だ。

　その上、真っ暗な部屋で怯えていたところに駆けつけ、大丈夫だと声をかけて優しく抱きよせてくれて──。

（だからって、その流れでセックスする？　しないよね？　じゃあ、なんでああなったのよ）

　ドラマや映画の世界なら、ありえるかも。

　しかし、たとえそうであっても、ハイスペックなイケメンドクターと自分ではギャップがありすぎる。

『可愛いよ、果帆』

『果帆……本当に可愛い』

　ふいに直希がそう言ってくれた事を思い出し、胸が痛いほど高鳴り出す。

（あんなの単なるリップサービスに決まってるでしょ。私が、あまりにも可哀想だから……。うん、きっとそう）

　昨夜の自分は心身ともに疲れ、気持ちのアップダウンも激しかった。

　そのせいで、つい直希の優しさに甘え、彼に辛かった過去を洗いざらい語ったのだ。

　おかげで気持ちが楽になったが、今思えば彼にとっては迷惑でしかない。

　それなのに、彼はボロボロの捨て猫のような果帆に同情して、暗闇の中で抱き締めてくれた。

　あの時、果帆は顔を上げて直希を見たが、もしかすると必要以上に縋るような目つきで直希を見てしまったのかもしれない。

　可哀想に思った彼は、しかたなしにキスをしてくれたのでは？

　その一方で、果帆は一瞬で直希とのキスに夢中になり、抱き着いて何度となく彼と唇を合わせた。

　憐れな女が自分を投げ出すような真似をしてきたが、拒絶すれば何をしでかすかわからない。

　そう思った直希は、拾ってしまった責任を果たそうという義務感に駆られ、流れのままに抱いてくれたのだ。

　もしくは、ただ単に性欲が高まっていただけとか。

　ふと、田辺の事が頭をよぎり、反射的に頭をブルブルと横に振って嫌な思い出を振り払った。

　彼は自分本位に果帆の身体を求め、食い散らかすようなセックスをする男だ。

　激しくも思いやりに溢れた直希とは、まるで違う。

　その証拠に、彼はベッドでも優しかった。

　二人して何度となく昇りつめ、疲れ果てて寝入りそうになっている果帆をブランケットで包み込み、おやすみのキスまでしてくれたのだ。

　田辺はいつも、自分だけ満足すると果帆に背中を向けた。

　夜中でも平気で「もう帰れ」と言ってきたし、実際にそうさせた。

　もし仮に彼が自分を性的な欲求を満たすために抱いたとしても、何の問題もない。

（だって、合意の上だったんだもの。むしろ、私のほうが積極的だったし、直希とのセックスでものすごく癒されたし、満たされたんだから）

　そんな事を考えているうちに、今度は直希と抱き合った時の事が頭に思い浮かんできた。

　にわかに呼吸が荒くなり、頬が熱くなる。

　昨夜、あれほど激しい行為をして、何度となく果てたのに、まだこんなふうになるなんて……。

　そう思うものの、抱かれた時の感触がじわじわと身体に蘇ってくる。

（やだ……私ったら、朝っぱらから何を考えてるの？）

　果帆は自分を諫め、別の事を考えようとした。

　けれど、一度熱を持った身体は、もうすでに冷静さを失っているみたいだ。

　直希に何度となく吸われ、舐められた乳嘴が硬くなり、彼のものを嬉々として咥え込んだところがヒクヒクと痙攣する。

　丸くなっている体勢のまま目を閉じ、左手で右の乳房を緩く掴む。

　胸をそっと揉みしだきながら、右手の指先でショーツのクロッチ部分を撫でさすった。

　思っていたとおり、そこはもうしっとりと濡れている。

　布越しに小さな突起をコリコリと刺激すると、すぐに全身が熱くなり、そこが硬く腫れ上がるのがわかった。

「……んっ……」

　閉じた唇から小さく声が漏れ、丸くなっていた背中が弓のようにしなった。

　左手の指で乳嘴をキュッと摘まみ、花芽への刺激を強くする。

　すぐに我慢できなくなり、果帆はＴシャツと裾から手を入れて、直接乳房を揉んで乳嘴を爪で弾いた。

　それと同時に、ショーツから片脚を抜き、膝を立てた状態で仰向けになる。

　これで、昨夜直希に抱かれた時と似たような体勢になれた。

　あとはもう、好きなように手と指を動かすだけ。

　果帆はＴシャツを首の下までたくし上げると、直希とのセックスを思い出しながら乳房を鷲掴みにして、指で花芽に愛液を塗りたくった。

「ふ……」

　自ら生み出した快感で鼻孔が膨らみ、ベッドから踵が浮き上がる。

　もっと感じたくなり、親指で花芽を押しつぶしながら中指を蜜窟の中に沈み込ませた。

　熱くなった中がキュッと窄まり、さらなる刺激を求めてくる。

　果帆は小さく喘ぎながら挿入する指を二本に増やし、中を撫でさするように捏ね回した。

「あんっ……！」

　我慢できずに出した声が、静かな部屋に響き渡る。

　あわてて唇を強く噛みしめ、目を開けてじっとして耳を澄ませた。

　幸いにも、ドアの外は静かなままだ。

　果帆はホッとして緊張を解き、ゆっくりと深呼吸をした。

　まだ朝早いし、部屋の中は裸でいるとちょうどいい気温だ。

（どうせなら、ぜんぶ脱いじゃう？　それで、あと少しだけ……いいよね？）

　果帆はＴシャツとショーツを脱いでベッドの隅に追いやると、全裸になって改めてベッドの上にやや横を向くような姿勢で寝そべった。

　目を閉じ、指で乳嘴を摘まみ上げ、ねじるように愛撫する。

　今度は挿れる指を三本に増やし、一定のリズムで出し入れを繰り返す。

　我慢すると、かえって大きな声が出てしまいそうで、唇を薄く開けたまま一人でする行為に没頭した。

「あぁ……気持ち……いい……」

　性的な快感はもとより、心に感じる開放感がとても心地いい。

　これまでも、自慰行為をした経験はある。

　そのうちの大半は、元カレの田辺に求められてやらされたものだ。

『一人エッチ、して見せてくれ』

　その言葉からはじまり、彼に従う果帆を見て興奮した田辺とのセックスに移行する。

　彼に見られながらの自慰では、かけらほども快感を得られない。

　もはや苦行でしかなかったし、言われるたびに嫌な思いをした。

　だったらしなければいいのに、田辺と付き合っていた頃の果帆は彼に支配されて自分というものがなかったのだ。

　だが、今はもう自由だし、自分のためだけに感じる事ができる。

　濡れていないと非難される事もなければ、無理によがり声を上げる必要もないのだ。

（そういえば、昨夜直希は私にもっと声を聞かせてほしいって言ったよね。……もっと、いやらしい声を上げてごらんって……）

「ぁっ……」

　そう言われた時に感じた高揚感が蘇り、果帆は身をくねらせながら喘いだ。

　膝を曲げたまま脚を上げ、直希とのセックスを頭の中で改めて再現してみる。

　彼のものは大きく、果帆の中をいっぱいにしてくれた。

　きっと、二人の身体の相性は抜群にいいに決まっている。

　そうでなければ、あれほど思いのままに快楽を味わう事などできなかったはずだ。

「果帆……」

　ふいに部屋の入り口から呟くような声が聞こえてきて、ハッとして我に返る。

　ドアを振り返ると、直希が立っていた。

「えっ……あ……あの──」

　一瞬で何が起こったか悟り、果帆は押しのけていたブランケットを引き寄せ、彼に背を向けながら必死になって身体を隠した。

　バカだ！

　どんな言い訳も通じないし、二度と直希の顔を見る事は出来ない。

　羞恥に塗れながらじっとして息を殺していると、うしろからそっと背中を抱き寄せられた。

「果帆……」

　名前を呼ぶ唇がこめかみに触れ、それが徐々に下りていく。

　耳に直希の温かな呼気を感じる。

　心臓が破裂しそうだし、恥ずかしすぎて息をするのもやっとだ。

「果帆、抱いていい？」

「……えっ……？」

　思ってもみない事を言われて、思わず声が出た。

　ベッドが軋み、直希が果帆の身体にぴったりと身を寄せてくる。

「今、すごく果帆とセックスをしたい気分なんだ。朝っぱらからいやらしい事を言って悪いけど、本当にそうしたくてたまらないんだ。どう？　一緒に気持ちよくなってくれないかな？」

　直希が果帆をさらに強く抱き寄せ、片脚を腰に絡みつかせてきた。

　背中の低いところに、彼の強張りを感じる。

　まさか、勃起している？

　果帆が恐る恐るうしろを振り返ると、直希が唇にキスをしてきた。

　肩を引き寄せられて、仰向けになった身体に彼が覆いかぶさってくる。秘裂を撫で回されながら、右の乳房にチュッとキスをされた。

　左右の胸に何度となく啄むようなキスを落とされ、乳嘴を舌でペロペロと舐められる。

　果帆は、たちまち全身を熱くして甘い声を漏らした。

「なお……き……、あっ……あんっ！」

　いつの間にかブランケットは取り払われており、果帆と同じで直希も何ひとつ身に着けていない姿だ。

　緩く閉じていた脚の間に、直希の膝が割って入る。

　彼は果帆の膝を両手で押し上げると、身体を下にずらしてあらわになった秘裂に唇を寄せた。

「やっ……直希……だめぇっ……」

　止める暇があればこそすれ、直希が濡れたそこをねっとりと舌で舐め上げてくる。

　はじめてそんな事をされて、果帆は我もなく声を上げて身を捩った。

「あああんっ！　あんっ！　あ、あっ……！」

　指が蜜窟の中に滑るように入ってきて、ゆっくりと出入りを繰り返し始める。

　自分の指でした時とは比べものにならないほどの快感が押し寄せ、果帆は腰を浮かせて嬌声を上げた。

「今朝も可愛いな、果帆……。特に果帆のここ……昨夜は暗くてわからなかったけど、とても綺麗なピンク色だね。まるで薔薇の蕾みたいだ」

　直希が囁き、目前の突起を強く吸った。

　彼の口の中で包皮が剥け、パンパンに腫れ上がった花芯を舌で舐めるように転がされる。

「ひぁっ……！　あ……っ……」

　激しい電流のような快感が脳天を突き抜け、果帆はあっという間に昇りつめて身を震わせる。

　達した余韻に浸る間もなく唇にキスをされ、背中を腕に抱え上げられた。

「果帆、返事を聞かせてもらってもいいかな？　果帆を抱いていい？」

　唇を重ねながらそう訊ねられて、果帆はふにゃりと頬を緩め、自分を見る直希を見つめ返した。

「……もう、抱いてるじゃない。……私……もう、こんなに……」

　果帆の言葉を継ぐように、直希が濡れそぼる秘裂をクチュクチュと指で掻き回す。

「でも、まだ挿入はしてないだろう？　果帆がいいって言わないうちに挿れるのは、さすがにダメだろう？　それとも、多少強引なほうが好みだったりする？　もちろん、基本から逸脱する事はぜったいにないから、安心していいよ」

　直希がベッドのサイドテーブルの上から、避妊具の小袋を取り上げた。それは、昨夜使ったまま、そこに置きっぱなしになっていたものだ。

　微笑みを浮かべながらそんな質問を投げかけられ、どう答えていいかわからなくなる。

　こういう時、どう答えたら正解なのだろう？

　元カレに躾けられたせいか、そんな事を考えてしまう。

　けれど、今こうしている相手は直希だ。

　もう、こういう時に嘘をつきたくなかった。

　ならば、今の正直な気持ちを口にすればいい。

　果帆は朦朧となったまま直希の唇にキスを返した。

「強引なのは、嫌……。でも、直希なら、いいかも。いいって言わないうちに挿れられるのも、嫌。だけど、直希にならそうされても嫌じゃない気がするの。どんなエッチな事をされても、直希なら……。直希……答えは、いいよ、抱いても──ああああっ！」

　承諾すると同時に、直希のものが果帆の中に入ってきた。

　ズンズンと奥を突き上げられ、一瞬で意識が飛びそうになる。

「やっ……んっ……ゆっくり……シて……、まだ……イきたくないっ……あんっ！　あっ……」

　果帆の頼みを聞き入れた直希が、挿入を浅くする。

　けれど、それがかえっていけなかったみたいだ。　

「あっ……！　ゃあっ……あ、ああああっ！」

　身体がどこかに吹き飛んでいくような衝撃を感じて、果帆は無我夢中で直希の身体にしがみついた。そのまま快楽の波に呑み込まれ、彼の腕の中で背中が何度となく浮き上がる。

　まともに息ができるようになるまで、きっと四、五分はかかったに違いない。

　気がつけば、ベッドのヘッドボードに背中を預けた直希の膝の上で横抱きにされていた。

「イきたくないって言ったのに、イかせてしまってごめん。昨夜、そうかなとは思ったんだけど、ほら、この辺り……果帆のいいところだろう？」

　直希の指が、果帆の恥骨の上をそっと撫でた。

「じ……自分では、よくわからないし、そんなの考えた事ないしっ……」

　わずかな時間で二度もイかされ、その上自慰行為まで見られたのだ。

　けれど、裸でいる今、ベッドから逃げ出すわけにもいかない。

　果帆は絶望的な気分になり、直希の腕の中で身体を縮こめて下を向いた。

「果帆」

　優しく名前を呼ばれるが、返事をするのさえ躊躇してしまう。　

「昨夜、ここで果帆とセックスをして、果帆は気持ちいいって悦んでくれた。俺はそれがとても嬉しかったし、俺自身もすごく気持ちよかった。朝、目が覚めたら真っ先に果帆の顔が思い浮かんで、起きてすぐにここに様子を見にきたんだ」

　彼は、ドアを開ける前に軽くノックをしたらしい。

　けれど、自慰に夢中になっていた果帆は、それに気づかなかったのだろう。

　結果的に、直希は果帆の自慰行為を見てしまった。

　直希が話すのを聞きながら、果帆は深く恥じ入って身を固くする。

「見られたくないものを見てしまって、本当に悪かった。だけど、果帆……。どう言ったらいいのかわからないけど、すごく綺麗だった。言葉にならないくらい官能的で、一瞬で勃起した。だから、果帆を抱きたいと言ったんだ。これが、俺の本音にして本当の気持ちだよ」

　直希の唇が果帆の額に触れ、そっとキスをしてきた。

　その感触が優しくて、果帆は無言で頷いて彼の胸に頬を摺り寄せた。

「昨夜もそうだったけど、これほど強い性欲を感じたのははじめてなんだ」

　彼がポツリと言い、果帆はもう一度頷いて、ゆっくりと口を開いた。

「私も……。むしろ、セックスなんて好きじゃなかったし、ぜんぜん気持ちよくもなくって。でも、直希とははじまりからそうじゃなかったの。もっとシてほしいと思ったし、ものすごく気持ちよくて……。それで、つい──」

　果帆が言い淀むと、直希が首を傾けて顔を覗き込んできた。

「一人でするのは、ぜんぜん悪い事じゃない。パートナーがいなければ、なおさら自然な行為だ。ましてや、はじめて気持ちのいいセックスをしたあとだ。言っておくけど、さっき俺が勃起したのは、朝の自然現象じゃなくて純粋な性欲だ。果帆……思うんだけど、俺と果帆は身体の相性が抜群にいい」

「あ……私も、そう思った──あ……」

　言ってしまってから後悔しても、もう遅い。

　果帆が恥らって俯くと、直希が顎をすくいあげて唇を重ねてきた。

「お互いにそう思うのなら、間違いないな」

　チュッと音を立てながら、何度となくキスをされる。

　こんなふうにベッドでイチャつくなんて、今までに一度もした事がない。

　まだ、かなり恥ずかしさが残っている。

　けれど、こうしていると不思議と落ち着くし、とてもゆったりとした気分だ。

　できる事なら、ずっとこうしていたい──。

　だが、それは到底かなわない事だ。

　直希がここにいるのは彼の祖父が入院加療中だからであり、ずっとここにいるわけではない。

　二人がこうしていられるのは、今だけだ。

　彼がどんな理由で果帆とベッドインしてくれたのかは、わからない。

　考えられる理由は、同情とか憐憫。

　もしくは単なる性欲。

　いずれにしても、今は永遠に続かない。

　今後こんな関係が続く保証はないし、何かしら策を講じなければ直希との親密な関係はこれきりになってしまうかもしれないのだ。

　そう思うと、果帆は矢も楯もたまらない気持ちになる。

　どうにかしなければ──。

　焦る気持ちで頭を働かせて、ようやくひとつのアイデアを思いつく。

「あの……直希……。ひとつ、お願いがあるんだけど……。お願いというか、提案？　もしよかったらなんだけど、きいてもらえたらなって……」

　言いながら鼓動が速くなり、息が弾んでくる。

　それをどうにか抑えながら、果帆は思い切って顔を上げ、直希の目をじっと見つめた。

「うん、言ってごらん。よほど無茶な事じゃない限り、きいてあげられると思うよ」

「本当に？」

「ああ、本当に。今、すごくいい気分だから、かなりの確率でオッケーしてしまいそうだ」

　直希に促され、果帆はごくりと唾を飲み込み、意を決して口を開いた。

「じゃあ、言うわね……。直希……ここにいる間だけでいいから、私のセフレになってくれない？」

　思いのほか大きな声が出て、果帆は驚いて目を丸くして手で口を押さえた。

「セフレ……っていうのは、つまりそのままの意味って事かな？」

　直希が若干驚いたような顔をする。

　その表情にひるんではならないと思った果帆は、大きく頷きながら身を起こし、彼の膝の上に馬乗りの姿勢になった。

「そ、そうよ。だって、私と直希は身体の相性がいいから……。それに、直希は今、独身の彼女ナシなんでしょう？　私だって独身の彼氏ナシだし、でも性欲はお互いにあるわけで……。だから、慰め合うの。ここにいる間だけでいいから、私と……ダ、ダメかな？」

　咄嗟に思いついた事だし、かなり思い切った発言だ。

　受け入れられなくて当然だし、断られたらここでの生活がおじゃんになってしまう。

　それでも一か八か言ってみたのは、直希の優しさに賭けてみようと思ったからだ。

「……わかった、いいよ。俺たち、セフレになろう。それで果帆が慰められるなら、喜んで」

「ほ……ほんとに？　私、顔も身体も地味だけど、本当にいいの？」

　果帆の言葉に、直希がふっと小さく笑い声を上げた。

「果帆の、顔も身体も地味？　俺は、そうは思わないな。流行りの顔じゃないかもしれないけど、果帆の顔は全体的に上品で、パーツがとても綺麗だ。身体だって、同じだ」

　直希が言い、果帆の唇にキスをする。

　果帆はポカンとしながら彼の目を見つめ、ホッとしたように頬を綻ばせた。

「よかった。……直希、ありがとう！」

　自分から提案したものの、受け入れられるかどうか不安だった。

　安堵とともに嬉しさが込み上げてきて、果帆は勢いのままに彼に抱き着いて唇を重ねた。

　すぐに舌が入ってきて、ぬちゅぬちゅと絡み合って唾液が顎に伝い下りる。

「直希、まだだったよね？　今、まだ私とシたいと思ってくれてる？」

　訊ねると、直希は返事の代わりに果帆の腰を強く抱き寄せてきた。指が尻肉を撫で回し、そこにグッと指を食い込ませる。

「もちろん、シたいと思ってるよ。ほら、さっきよりも硬くなってる」

　直希がヘッドボードから背中を離し、下半身をぴったりと密着させてきた。硬くそそり立った直希のものが、果帆の下腹に寄り添っている。

　求められている悦びに酔ったようになった果帆は、彼の肩に手を置き、腰を浮かせて膝立ちになった。

　見つめ合ったまま手を屹立に添え、切っ先の位置を確かめる。

　そろそろと腰を落とし、先端を花房の中に招き入れた。

　ゆるゆると腰を前後に振り、硬く反り返った括れに花芽を擦りつける。

　あと少しこの刺激を楽しもうとしていたのに、直希の手が果帆の腰をグッと押し下げてきた。

「果帆……ほら、自分の好きなように動いてごらん。好きなだけいやらしくなって、好きなだけ気持ちよくなっていいんだよ」

「あああっ！　なお……きっ……、あああああっ……！」

　下から腰を突き上げられ、同時に乳嘴を指先でカリカリと引っ掻かれる。

　よがり声を上げる合間に唇を重ねられ、空いているほうの手の指で花芽をコロコロと転がされた。

　根元まで屹立を飲み込んだ蜜窟が、キュンキュンと戦慄いて中を狭くする。

　子宮がグイグイと押し上げられる感じが、たまらなく気持ちいい。

　ふと、そこに精液を注ぎ込まれるのを想像して、果帆は身をくねらせながら腰を振った。

　もっと深く、直希と交じり合いたい。

　もっと奥まで──。

　直希が、仰け反ってうしろに倒れそうになる果帆の背中を引き寄せ、乳房にかぶりついた。

　そして、乳暈を舐め回しながら、まるで赤ん坊のようにチュウチュウと乳嘴に吸い付いてくる。

「あああんっ！　なお……き、イっちゃ……ああああっ！」

　逃げ出そうとする腰を押さえつけられ、さらに激しく最奥を攻め立てられる。

　キスが唇に戻ってきて、挿入されたまま身体を仰向けに寝かせられる。

　両腕に左右の足をそれぞれに抱え込まれ、踵を直希の腰の上で重ね合わせた。

　彼の腰の動きが直に伝わってきて、淫靡な想いでいっぱいになる。

「直希……なお……き……、ああああっ！」

　子宮に響く突き上げを食らって、身体がふわりと浮き上がる。

　激しく動いていた直希の腰が止まり、屹立が果帆の中で繰り返し脈打つ。

　たとえ心では愛し合っていなくても、身体だけはこんなにも深く愛し合える。

　果帆は彼の腰に絡ませた脚に力を入れると、直希の脈動を刻み込むように意識をそこに集中させるのだった。




　　　　　◇　◇　◇




　九月だというのに、同じ県内の街中では、いつまでも夏日が続いている。

　かたや、田舎の山間にある診療所は、窓を開け放てば全室に風が通り、エアコンをつけるとかえって寒いくらいだ。

　平日の午後、直希は朝からの診察を終えて、休憩を取っていた。

　時刻は午後三時。　

　今日は往診もなく、このまま午後四時からの診療時刻まで雑務をこなしながら過ごすつもりだ。

　さっきまで診療所の片づけをしてくれていた果帆は、先日紹介した元ここの看護師である和江のところに行っており、留守だ。

　目的は、診療所の仕事に関する細かい注意事項を聞くためであり、同時に両親を自宅介護をしている和江に、何かしら手伝えることはないか訊ねるつもりでもあるらしい。

（優しいな……。本当に、いい子だ）

　果帆が診療所で働き始めて、あっという間に十日経った。

　それを知った患者達は騒然となり、彼女の経歴やここに来た理由を知りたがった。

　すでに、家の件は村役場の担当者に説明を済ませており、解決に必要な協力を仰いでいる。

　いずれは口づてに広まっていくだろうし、果帆自身も隠し立てをするつもりはないようだ。

『実は、不動産詐欺に遭ってしまって。それで、路頭に迷っていたところを若先生に拾っていただいたんです』

　この辺りの人たちは、祖父の太一たいちと区別するために直希の事を若先生と呼ぶ。ここで働くうちに果帆もそれに倣うようになっている。　

　話を聞いた人たちは、もれなく果帆に同情し、気の毒がってくれた。

　彼女は控えめだが人当たりが良く、特に子供とお年寄りに受けがいい。物腰は優しく、顔には常に穏やかな笑みが浮かんでいる。

　仕事に関しても一度教えたら拙いながらもそつなく仕事をこなすし、やり方も丁寧だ。

　医療系の事務はもとより、看護助手の経験など皆無だった彼女だが、持ち前の真面目さと熱心さで業務にあたってくれている。

　果帆が同じ空間にいるだけで、診療所の中が柔らかな雰囲気になるし、患者が重なっても前のように診察を中断せずに済んでいる。

『いい人がきてくれて、よかったねぇ。若先生』

『住み込みなんだって？　こりゃあもう、お嫁さん候補って事でいいな』

　やってくる人たちは好き勝手に噂をしているが、どれも好意的なものなのは、果帆の人柄のおかげなのだろう。　

　山間にあるこの地域は晴天率が高く、全国的に見ても雨が少ない地域だ。

　けれど、水源は豊富にあり田畑は常に潤って水不足になる事はない。

　直希がここに来て、今月でもう半年になる。

　はじめこそなれない事ばかりだったし、周辺地域の人たちとの距離もなかなか縮められずにいた。

　けれど、診療所にやってくる患者たちに接し、彼等に対して真摯に向き合っているうちに自然と信頼関係ができて、人々とのかかわりも徐々に深くなっていった。

（縁もゆかりもない土地で診療所をはじめるなんて、大したものだな。さすが、俺のおじいさんだ）

　高見家は代々医者の家系で、一族の三分の一にあたる人数の者が医師免許を必要とした職業に就いている。

　直希もその一人で、幼い頃から自分の意思で医学部を目指し、常にトップクラスの成績を保ったまま大学を卒業。医師免許を取得したのちは外科医として父親が経営する高見総合病院に勤務し、順調にキャリアを積み上げてきた。

　そのうちの一年間をとある東南アジアの国でボランティアとして活動し、現地の人たちとともに医療活動に勤しんだ。その二年後にアメリカの病院に留学して、外科のスペシャリストを目指しながらも医療のジェネラリストとしての知識を得る努力を重ねた。

　院長であり脳外科医の父・高見健太郎けんたろうには、わざわざ寄り道のような事をするなと言われたが、直希はただ自分が行きたい道を歩んでいるだけだ。

（俺は寄り道だなんて思っていないし、親父のように地位と名声を追うばかりの医者にだけはなりたくない）

　直希が昔から尊敬して目標としているのは、父親ではなく祖父の高見太一だ。

　祖父は長く高見総合病院の院長として長く勤務し、還暦を迎えたのを機にその地位を息子の健太郎に譲り渡した。その後、以前から考えていたという、へき地医療に心血を注ぐ事を決めて、十五年前にこの診療所を開設した。

　直希が医師として他国でボランティア活動をしたのも、もとはといえば太一の考え方に影響を受けたからだ。

　医師本来の目的を重視し、常に患者を第一に考える姿勢を崩さない祖父を、直希は心から尊敬している。

　だからこそ、こうして祖父の留守を守り、彼の復帰を願いながら医師として日々ここにくる患者の診察をし、治療にあたっているのだ。

　その祖父が、直希の事を思って事ある毎に言う言葉がある。

『直希、いいパートナーを見つけなさい。そうすれば、お前の人生は光り輝くものになるぞ』

　彼がそう言うのは、自分が理想の妻を見つけ、幸せな結婚生活を送っているからにほかならない。太一と彼の妻にして直希の祖母の千恵子ちえこは、医師と看護師として出会い、深く愛し合って結婚した。

　千恵子と会うまでに、太一は何度か親に言われて良家の子女と見合いをしたらしい。けれど、どの人とも気が合わず、一時は一生独身を貫こうとまで思ったようだ。

　けれど、期せずして心からわかり合える女性と出会い、半ば親の反対を押し切るようにして千恵子と夫婦になったと聞かされている。

　直希はといえば、両親の知性と容姿をしっかりと受け継ぎ、物心ついた頃から女性にはもてまくっていた。

　実際、生まれてこの方ただの一度も女性から拒絶された経験がないし、むしろ言い寄られ過ぎて辟易していたくらいだ。その上、両親からは気の進まない見合い話を数多く持ち込まれ、いい加減嫌になっていた時に、祖父に入院加療が必要になった。

『俺が診療所に行くよ。だから、安心して治療に専念してくれ』

　直希は渡りに船と診療所の留守番役を買って出て、大至急で担当していた患者の引継ぎに取り掛かった。幸い、高見総合病院には優秀なスタッフがそろっており、問題なく仕事の受け渡しができたのは、本当によかった。

　当初の予定では三カ月だったが、検査の結果持病の悪化が認められ、この際じっくりと治療して完治を目指そうという事になった。

　それにともない、直希の診療所生活も延長され、今に至っている。

　田舎での暮らしは、時間の流れが都会とはまるで違う。

　忙しい事に変わりはないが、余計なストレスがない。

　医療に携わる医師としての在り方も都会とは異なっており、患者との距離も近く一人ひとりにじっくりと取り組む事ができる。

　ここでの生活は、直希に今後自分が進むべき方向を改めて考えさせてくれた。

　そんな時に突然夕暮れの道端で出会ったのが、藤谷果帆だ。

　彼女は東京で不運に見舞われ、逃げるようにしてここにやってきた。

　しかし、逃げてもなお問題は山積みで、詳しい話を聞けば聞くほど、いったいなぜこれほどまでに悲運なのかと首を傾げたくなったくらいだ。

　そもそも、田舎から出てきたばかりの純粋な女性が、どうして男の風上にも置けない冷徹な阿呆に弄ばれなければならなかったのか。

　果帆は一人で生きていくにはあまりにも非力で、危なっかしい。

　一生懸命生きているのに、なぜか努力が空回りして不幸のどん底にいる。

　そばにいて見守っていなければ、またどこかの阿呆の口車にまんまと乗ってしまう可能性大だ。

　彼女を二度と、そんな目に遭わせてはいけない。

　果帆を診療所の住み込みとして雇い入れたのは、そんな止むにやまれぬ感情に突き動かされたからだ。

　そんな自分の感情には心底驚いたが、どうしてもそうせずにはいられなかった。

　今思えば、ボロボロの捨て猫のような果帆を見て保護本能が刺激されたのだと思う。

　しかし、決してそれだけで片付けられない想いに気づいたのは、雷に怯える彼女を胸に抱いた時、今までにないほど性的な欲求が高まった時だ。高ぶりを感じ、熱烈に果帆がほしくなった。

　彼女を知る前も、健康な成人男性にふさわしい性欲はあった。

　だが、それは特定の相手に感じるものではなかったし、一人の女性にそれほど激しい欲望を感じたのははじめてだ。

　だから、キスをした。

　男性に裏切られたばかりの彼女だ。

　拒まれても当然だと思ったが、震えながらも懸命に受け入れようとしてくれていたし、自分から求めるような事を言おうとまでしてくれた。

　自分史上最も激しい劣情は、果帆だからこそ感じたものだ。

　果帆と熱く交わり、何度となくともに果ててなお、彼女を欲する気持ちは収まらない。

　それどころか、どんどん加速していき、抑えるのに苦労したほどだ。

　振り返ってみれば、女性からアプローチされて付き合った経験はあっても、自分から望んで異性と付き合った事はなかった。

　そして、果帆を知ってはじめて真剣に付き合いたいという想いを抱いた。

　はじまりは唐突だったし、気持ちに気づく前にベッドインしてしまったが、これは紛れもない恋愛感情だ。

（なのに、恋人じゃなくてセフレとはな……）

　果帆と親密な関係になりたいと思っていたが、まさかこんな形になるとは思わなかった。

　彼女がそんな事を言い出したのには驚いたし、一瞬どう答えていいものか戸惑いもした。

　だが、おそらく果帆は元カレのせいで心に傷を負っている。

　もしかすると、そのせいで恋愛に臆病になっているのかもしれない。

　そうであれば、こちらとしては果帆に寄り添いつつ、彼女の傷が癒える手助けをするのみだ。

（今はセフレに甘んじるけど、そのうちぜったいに恋人になってみせる。身体だけじゃなくて、心までぜんぶ俺のものに……果帆、待ってろ）

　直希は心の中でそう呼び掛けると、おもむろに椅子から立ち上がった。

　そして、にわかに硬くなりだしたものを冷水のシャワーで鎮めるべく、大股でバスルームに向かって歩いていくのだった。











第三章　加速する愛と劣情









　果帆が診療所で働き始めて、ちょうどひと月が経過した日の朝。

　直希が果帆に手渡してくれた給料は、以前東京の会社で働いていた時よりも、かなり多い金額だった。基本給と諸手当については労働基準法の規定により、雇用契約書にきちんと明記されている。

　けれど、給料袋の中の金額は、明らかにそれを超えていた。

「こんなに貰えないわ」

「どうして？　果帆は頑張ってくれているし、その金額は妥当だと思うけどな」

「だって、私は看護師じゃないのよ？　これだと、さすがに多すぎるわよ」

　同年代の看護師の給与事情には詳しくないが、専門職でもない自分にはふさわしくない金額である事はわかる。

　家事は分担してやっているし、家の事でも世話になりっぱなしだ。

　果帆がそう言うと、直希が目を細めて思案顔になる。

「それに、住むところを提供してもらっているのよ。その上、制服まで用意してもらったし、そのほかにもいろいろと揃えてくれたでしょう？」

　診療所で働き始めた当初、果帆は白いワンピースを着て仕事にあたっていた。

　それは、ここへ来た次の日にボロ屋宛に送られてきた荷物の中に入っていたもので、直希と相談してそれを一時的な仕事着にしたのだ。

　その次の日、彼は果帆を車に乗せて診療所から一番近いデパートに向かった。そして、動きやすくシンプルなワンピース数着のほかに、スカートとセットになったスーツや医療系ユニフォームなどを複数枚買い揃えてくれたのだ。

「オマケに靴まで。しかも、仕事用とは別に、普段着も買ってくれたでしょう？」

「それもこれも、ぜんぶ必要経費だよ。こんな場所で働いてくれる人はそうそういないのは前にも言ったよね。その点を加算させてもらってるし、なんだかんだで俺よりも多く家事をやってくれているだろう？」

「それは、直希が忙しくしてるから……。手が空いているほうがやればいいし、それを負担に思ったりもしてないし──」

「それでも、妥当な金額だと思うけどな」

　何を言っても、直希はこれについては一歩も引く様子がない。

　しかし、やはりどう考えても多すぎる金額だ。

「じゃあ、何でもいいから、仕事を増やしてくれない？　私ができる事なんてたかが知れてるけど、今のままじゃ受け取れないわ」

　果帆が受け取った給料袋を持って困る様子を見て、ふいに近づいてきた直希が腰を抱き寄せてきた。

「だったら、果帆が多すぎると思う分を、セックスで返してもらうっていうのはどうかな？」

「セックスで、返す……。つまり、身体で返すって事？」

　抱き寄せてきた手が、果帆の尻肉をゆるゆると撫で回す。

　たちまち胸の先がジィンと熱くなり、身体のあちこちがヒリヒリと疼き始める。

「そうともいえるかな……。もちろん、果帆がいいなら、だけどね」

　直希が腰を低くして、果帆の脚の間に指を伸ばしてきた。ショーツの縁をそろそろとなぞられ、たちまち呼吸が乱れ始める。

　この頃の果帆は、直希に触れられるだけですぐに濡れてしまうようになっていた。

　今も、早々に脚の間が潤い始め、今にも水音を立てそうになっている。

「わかった。じゃあ、そうさせてもらおうかな」

「よし、じゃあ、そういう事でよろしく」

　時間が許すなら、今すぐにキスをして互いに身体を求め合うところだ。

　けれど、もう診療開始の時刻が迫っている。

　果帆は気持ちを切り替えて診療所前の道の掃き掃除をして、入り口の両側にある花壇に水やりをした。花壇は直希の祖母が夫に頼んで作ってもらったもので、彼女から祖父が受け継ぎ、今は直希が保持している。

　今はコスモスが綺麗に咲いており、果帆はそのうちの何本かを切り花にして診療所の入り口横の靴箱の上に飾った。

　園芸ばさみを収納先に戻そうとした時、ポケットに入れていたスマートフォンがブルブルと震えた。

　取り出して画面をタップすると、横田からのメッセージが届いていた。彼女とは一度やり取りを復活させてから、ほぼ毎日朝の挨拶を交わし、ちょっとした近況などを教え合っている。

『果帆ちゃん、おはよう。今朝も元気かな？　私はどん底。昨日、恋人と別れちゃったの。果帆ちゃんは彼氏いるの？　もしよかったら、会って話さない？　できたら、家に遊びに行かせてもらいたいな。こっちに来てくれる感じでもいいけど』

　恋人との破局は気の毒だし、会って話したいと言ってくれるのは素直に嬉しいと思う。

　けれど、正直なところ、東京でかかわりのあった人とここで会いたくない。

　決して横田が嫌なわけではないし、彼女は果帆にとってメッセージのやり取りができる唯一の人だ。

　横田の存在をありがたく思うし、このまま緩く交流できたらいいと思っている。

　けれど、せっかく東京での暮らしをすべて捨ててここに来たのだ。彼女が来る事によって、多少なりとも嫌な思い出がこの場所に流れ込むのは、どうしても避けたかった。

　かといって彼女に会いに行くのも気が進まないし、田辺のいる東京には当分の間足を踏み入れようとも思わない。

　横田の申し出は嬉しいが、今はここでの生活を守る事のほうが大事だ。

『そう言ってくれて、嬉しいです。でも、今は間借りをして住んでいる状態です。仕事もはじめたばかりなので、会うのはもう少し落ち着いてからにしていただけると助かります』

　横田が気を悪くしないよう言葉を選びながらメッセージを返し、園芸ばさみをしまい終えて診療所の玄関に向かう。

『そうなんだね。了解です。でも、なるべく早く会って話したいな。実は、私も引っ越しを考えているんだよね。間借りって、どんなところなのかな。住み心地はどんな感じ？　ところで、彼氏できた？　もしくは、気になる人は？　次の恋を探すためにも、果帆ちゃんと恋バナができたら嬉しいな』　

　横田からのメッセージには、住まいや恋人との事などがいろいろと書かれていた。

　かたや、果帆はそれに対する感想に終始するのがほとんどだ。

　横田には悪いが、彼女に会うのを躊躇する理由と同じで、なるべくここでの暮らしぶりを知らせたくなかった。

　それに、間借りしているのは事実だし、直希はセフレであって彼氏ではない。

『間借りですけど、とても快適ですよ。彼氏はできてないけど、気になる人はいます』

　果帆は、どう返事をしようか迷いながら、短くメッセージを返して診療所の鍵を開けた。

　そして、道の向こうからやってくる人影に向かって笑顔で手を振る。







　その日の夜、直希が果帆をドライブに連れ出してくれた。

　果帆が今着ているのは、彼に買ってもらった空色のツーピースだ。

「今日は、果帆が診療所の手伝いをしてくれるようになってから、ちょうどひと月経った記念日だからね」

　どこへ行くのかと訊ねると、直希がそう言って、車で一時間の距離にあるフレンチレストランでディナーをごちそうしてくれた。

　シェフはいかつい顔のフランス人男性で、直希とは旧知の仲なのだという。

　彼は食事の途中で果帆たちのテーブルにやってきて、直希と挨拶を交わし少しだけ会話をしてキッチンに戻っていった。その際、シェフが果帆に向かってにこやかに笑いかけてきた。

　果帆も、それに応えて微笑みを浮かべた。

「今、何を話していたの？」

　彼等の会話はすべてフランス語だったから、果帆には何をいっているのかさっぱりだった。

　直希がテーブルの向こうでニッと笑う。

「彼に果帆の事を恋人かって聞かれたから、そうだって答えたんだ。そうしたら、キュートで素敵な女性だなって。だから、そうだろう？　俺が選んだ人だからって自慢しておいたんだよ」

「そ、そうだったのね」

　直希とセフレ関係になって以来、果帆は二日と開けず彼とベッドをともにしている。

　いや、それぞれの部屋のベッドだけではなく、バスルームやリビングルームでも。

　玄関のドアの内側や診療所の壁にもたれながら、立ったままセックスをした事もある。

　はじまり方は様々で、何時からと決めてからする時もあれば、食事中にふと目が合ったのを合図に始まる場合もあった。

　直希に抱かれれば抱かれるほど快楽は深くなり、ますます身体が彼に馴染んでいくのを実感している。

　極上の本格フレンチを堪能したあと、車で山道を登り、シェフに教わったという秘密の絶景スポットに向かった。

　空は雲ひとつなく、すっきりと晴れ渡っている。

　車から出て見上げると、満天の星がキラキラと輝いていた。

「わぁっ……ものすごく綺麗……！」

　果帆は感嘆の声を上げ、しばらくの間、夜空にうっとりと見とれた。

　すると、背後から直希の手が伸びてきて、果帆の身体をすっぽりと包み込んだ。

「まさに満天の星だな。ここに来て正解だったよ」

「ほんとね。教えてもらって、よかった」

　そのまま二人して星を眺め、どちらともなく唇を寄せ合ってキスをする。

　辺りには誰もおらず、ここにいるのは二人だけ。

　つまり、絶好の多すぎる給料分を返すチャンスだ。

「直希……ここ、すごくロマンチックだわ。キスだけじゃ、もったいないくらい」

　果帆は車体に寄りかかりながらツーピースの前ボタンを外し、ブラウスの前をはだけた。

　直希に抱きついて唇にキスをすると、彼がブラジャーのホックを外しブラウスの裾から手を差し入れてきた。

「さっそく、セックスで返そうとしてくれてるのかな？」

「そうよ。……だけど、ちょっとドキドキしてる。私、こういうのはじめてだから──あんっ！」

「あいかわらず、いい声だね。その声、大好きだよ。聞くだけでイきそうになる」

　直希の指が乳嘴を捩じるように愛撫し、もう片方の手でスカートの裾をたくし上げる。

　そして、あらわになった太ももを捏ねるように撫でたあと、ショーツの腰を留めているリボン結びを解いて果帆の下半身を露出させた。

　その間に、果帆は直希の腰のベルトを外し、ボクサーパンツの強張りを掌で撫でさすった。

「本当に？　でも、まだイっちゃダメ。ちゃんと挿れて、いっぱい気持ちよくしてくれてからじゃなきゃ、嫌よ」

　我ながら、話す声が甘ったるい。

　けれど、わざとそうしているわけではないし、それが本当の気持ちだ。

「もちろんだ。……ふむ……今夜の果帆は、特別にセクシーだね。すごくそそられるし、もうこれ以上我慢できそうもないよ」

　果帆が片方の脚を上げて直希の腰に巻き付かせると、彼は早々に濡れた蜜窟の中に硬く勃起した屹立を突き立ててくる。

「ひぁっ……あっ、ああっ……直希……なお……き……」

　直希が腰を打ち付けるたびに蜜が淫らな音を発し、もたれかかっている車体がゆらゆらと揺れる。それが奥を突いてくるリズムと微妙にずれて、得もいわれぬ愉悦をもたらしてくれた。

　直希が果帆のツーピースのジャケットを脱がせ、ブラウスの肩を下にずらしながら、さらに強く腰を動かしてくる。

　直希がジャケットの袖から腕を抜き、ボタンを引きちぎるようにしてシャツを脱ぎ捨てる。

　果帆はあらわになった彼の背中に掌を這わせ、爪先立って屹立を根元まで深々と受け入れた。

　奥を穿たれながら乳嘴に吸い付かれ、一気に快楽の頂点に達しそうになる。

「果帆っ……」

　内奥がキュンキュンと熱く戦慄き、蜜窟の入り口が硬く窄まる。

　中が屹立を締め付け、子宮口が切っ先を愛撫するように蠢く。

　ヘッドライトの光が周りの草木に反射して、半裸姿でセックスをする果帆と直希をぼんやりと照らし出している。

　自然の中でするみだらな行為は、それだけで気持ちが高ぶり、よりいっそう淫靡な想いを駆り立てられてしまう。

　二人は競うように身体に残っているものをそこら中に脱ぎ捨てて、生まれたままの姿で互いの身体を貪り合った。

「直希……もっと、いっぱいシて……。もっと、奥まで……お願い……」

　果帆が切なげな声を上げると、直希のものが中でグッと質量を増した。

　それからすぐに、直希の腕の中で果帆の身体が反転し、車のボンネットの上に上体を伏せた格好になる。

　挿入の深さを変えながら、直希が何度となく蜜窟の中を掻き回してくる。

　そうしているうちに、また新たに腰が抜けるほど気持ちよく感じる場所を見つけられてしまった。

「ふぅん、果帆は、ここがいいんだな？　ここは、うしろから突かないと届かない場所だね。ほら……もっと感じてごらん」

「あああっ！　すごくいいっ……、なお……き……。あんっ……あっ……ああああっ！」

　車体がギシギシと音を立て、周囲に果帆の嬌声が響き渡る。

　直希の指が果帆の尻肉を左右に押し広げ、挿入をさらに深くした。

　星空の下で深々と挿入され、まるで獣のようにうしろから彼のものを出したり入れたりされている。

　この上なく淫靡で動物的な行為が、二人の繋がりをいっそう深く濃いものにしてくれるみたいだ。そう思うなり、強い衝撃がつま先から頭のてっぺんを突き抜け、全身の血が滾るほど熱い愉悦の渦に呑み込まれた。
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「直希っ……！　なお……あああああっ！」

　背筋に熱い電流が走り、乳嘴や花芽の突端など、身体にあるすべての先端が熱を持ってビリビリと痺れた。

　最奥に突き立てられた切っ先から、滾るほど熱い精がほとばしるのを感じる。

　ぐったりと果てた身体をうしろから抱きすくめられ、身を捩るようにして直希と唇を合わせた。

「直希……」

　小さな声で彼の名を呼び、無理な体勢で繰り返しキスをして舌を絡め合う。

　もっとキスがほしくなり、果帆は直希の唇を軽く噛んだ。

　すると、彼は繋がったまま果帆の身体を向かい合わせになるよう抱き直してくれた。

「ゃああんっ……！　んっ……ぁ……あ……」

　達したばかりなのに、中を切っ先でぐるりと抉るように刺激される。

　まだまだ、感じたい。

　それは、直希も同じだったみたいだ。

　早くも硬さを取り戻した屹立に新たに避妊具をつけると、直希が果帆の目を見つめながら、ゆっくりと中に入ってきた。

　優しいキスと、ゆっくりとした抽送が、たまらなく心地いい。

　これほどいやらしい事をしているのに、なぜかとても神聖な気分だ。

「直希……私、上手く……セックスで返せてる？」

　喘ぎながら訊ねると、直希がほんの少し腰の動きを早くする。

「ああ、もちろんだ。この一回で、これから先の分をぜんぶを返してもらってる感じだ」

「そう？　よかった──ひぁっ……あ、あっ……！」

　ズン、と強く突き上げられ、つま先が地面から浮き上がる。

　強引なのに、すごく優しい。

　このまま、永遠に直希と一緒にいられたら、どんなにいいだろう？

「ね……直希、セックスの時の私の声、大好きって、ほんと？」

　中を丁寧に撫でるように腰を振られながら、果帆は夢見るような目つきで彼を見た。

　直希が頷き、微笑みながら開いた掌で果帆の乳嘴を転がすように愛撫する。

「ああ、本当だよ。俺とこんなふうになっている時の果帆の声が大好きだ。果帆……好きだ。大好きだよ、果帆──」

「直希っ……私も……。直希がそう言ってくれる時の声が好きっ……。直希……大好き……あああんっ！」

　前後に揺れる直希の腰の動きは緩やかで、決して激しくはない。

　けれど、彼の声と大好きという言葉が、果帆にセックスだけでは得られない悦びをもたらしている。

「果帆、一緒に──」

　直希が囁き、果帆は頷いて両脚を彼の腰の上で重ね合わせた。

　二人の身体がセックスで溶け合い、心まで濡れそぼってひとつになる。

　果帆は直希とともに至福の時を迎え、目蓋の裏に幾億もの星を瞬かせるのだった。







　十月もあと数日を残すのみになった土曜日の夜。

　果帆は村役場の近くにある「かわばた食堂」に来ていた。店は木造の二階建てで、四人掛けの席のほかに大きな切り株でできた丸テーブルが据えられている。

　果帆のほかに集まっているのは、家の件で相談に乗ってくれている役場勤務の一郎と妻であり同僚でもあるひとみ。そのほかに米農家をしている仁と、食堂の経営者である百合がいる。いずれも年の頃は五十代で、いかにも人のよさそうな顔立ちだ。

　直希もいたが、実家から電話連絡が入り、ついさっき外に出ていった。

「さあ、できたわよ。みんな、遠慮なく食べて」

　百合が大皿に山菜のてんぷらや鶏のから揚げなどが載った大皿を、丸テーブルの真ん中に置く。

　それぞれが「いただきます」と言って小皿に料理を取りわけ、熱々のてんぷらなどに舌鼓を打つ。

　今日ここに集まっているのは、果帆の買った家に関する調査の進捗状況を皆で話し合うためだ。

　しかし「かわばた食堂」は地域住民のたまり場であるようで、しょっちゅうこんなふうに集まっておしゃべりを楽しんでいるらしい。

「しかし、あんなボロ屋を三百八十万円で売りつけるなんて、何度聞いても本当にひどい話よねぇ。犯人が捕まったら、寄ってたかって袋叩きにしないと気が済まないわよ」

「まったくだ。死にぞこないの爺さんならまだしも、こんな未来ある若い女性を騙すとは、地獄に落ちても仕方がない所業だ」

　百合が言い、仁が深く頷いて同意する。

　いささか物騒な物言いだが、それだけ果帆の事を親身になって心配してくれている証拠だ。

「本当だよなぁ。弁護士さんの話では、今わかっているだけでも、果帆ちゃんのほかに二件も詐欺を働いていたそうだよ。な、果帆ちゃん」

　一郎が言い、果帆の顔を見て神妙な表情を浮かべる。

　果帆は診療所で働き始めてすぐに、直希の提案を受けて、家の件で彼に相談を持ち掛けた。

　話を聞いた一郎は地域に関わる重大な問題として扱い、すみやかに近隣の警察署と連携を取ってくれた。

　行方をくらました不動産業者はまだ見つかっておらず、現在も調査中だ。

　だが、直希が自身の親しい友人である弁護士にも相談を持ち掛けたところ、どうやらほかにも同じような事例が頻発しているらしい事がわかった。

　支払ったお金が戻ってくるかどうかは定かではないが、解決に向けて少しずつ事が動き始めているのだけは確かだ。

「ご心配かけてすみません。それと、いろいろと協力してくださって、ありがとうございます」

　果帆は箸を置いて立ち上がり、丁寧に頭を下げた。

　よもや、これほど熱心に家の件に関わってくれるとは思わなかったし、ここにいる人たちが気にかけてくれる事が果帆の心の支えにもなっているのだ。

「やぁねぇ、そんなのあたりまえでしょう？　果帆ちゃんは、この地域の住人だもの。東京での暮らしをやめて、移り住む先にここを選んでくれた。診療所できちんと仕事をしながら、家の問題を解決しようと頑張ってる。そりゃあ、協力も応援もしたくなるわよねぇ？」

「そうそう。ここにいる者以外にも、果帆ちゃんを気にかけている人は大勢いる。診療所の患者さんとか、もれなくそうだと思うわよ」

　ひとみが言い、百合が頷きながら果帆にサトイモの煮っころがしを取り分けてくれた。

　二人は果帆を真ん中に挟んで座っており、席に着くなりあれこれと世話を焼いてくれている。

「ところで、どうなの？　若先生とは、上手くいってる？」

　皿を果帆に差し出すと、百合がニコニコと笑いながらそう訊ねてきた。

「はい。いろいろと不慣れで、かえって手間をお掛けしてしまう事が多いんですけど、とてもよくしていただいています」

　果帆が答えると、百合が隣にいるひとみと顔を見合わせて忍び笑いをする。

「ううん、そうじゃなくて──」

　ひとみが内緒話をするように片手を口の横に添え、声を潜めた。

「若先生と、付き合っているんでしょう？　隠さなくてもいいわよ。私とか百合さんとか、そういうのを敏感に察知しちゃうのよね。お互いを見る目とか態度とか、私たちは男女の関係になっていますって言っているようなものだもの」

「ええっ⁉」

　思わず、素っ頓狂な声が出てしまい、あわてて口を噤む。

　そんな果帆に、ひとみが訳知り顔でウィンクをしてくる。

　いったい、なぜバレたのだろう？

　いつ、察知された？

　驚いて百合を振り返ると、ひとみと同じようにウィンクをしてきた。

「大丈夫、男性陣は気づいてないみたいだし、私たちも余計な事は言わないでおくから。果帆ちゃんと若先生、お似合いだと思うわ。応援するから、頑張ってね」

「あ……はい、ありがとうございま──あわわっ」

　びっくりしたせいで、ついうっかり男女の関係にある事を肯定するような受け答えをしてしまった。しまったとばかりに赤くなって困り顔をすると、二人がそれぞれに果帆の肩をポンと叩いてきた。

「いいのよ〜。これで本当にそうだってわかったわ。でも、気をつけてね。若先生ってモテるから、中には横やりを入れようとしてくる独身の女子大生とかいるかもよ。まあ、若先生は鼻にも引っかけてないみたいだから平気だろうけど」

　地域には若い女性は少なく、そのほとんどが社会人だ。それに、この近くには通える距離にある大学はないから、多分未華子の事を言っているのだろう。

「まあ、そうでなくても若い男女が同居してるんだもの。いろんな意味で、二人の事を注目している人は、たくさんいると思うわよぉ」

　百合が言い、鶏のから揚げをパクリと口に入れる。

　確かに、診療所にいる二人を見て、意味もなく微笑みを浮かべる人が何人かいる。

　しかし、未華子のように悪意を向けてくるのではなく、見守っているという感じだ。

「ご婦人方、何をこそこそと話しているんですか？」

　外から戻ってきた直希が、百合の正面の席に腰を下ろした。

　今日の彼は白色のポロシャツにストレートジーンズを合わせている。

「ふふふ〜、内緒。あとで果帆ちゃんに聞いてちょうだい」

　ひとみにそう言われて、直希が果帆を見て微笑みながら首を傾げた。

　その顔が、うっとりするほどかっこいい。

　果帆は次第に赤くなっていく頬を手で扇ぎながら、診療所に帰ったあとに待っている二人きりの時間を密かに心待ちにするのだった。







　十一月になり、気温がグッと下がり診療所がある地域は急激に寒くなった。

　朝、顔を洗うにも水が冷たくて飛び上がりそうになる。

　直希はお湯で洗うよう言ってくれるが、昔から節約癖がついている果帆は、いまだにそうできずにいた。

（節約家が詐欺に遭って貯金のほとんどを失うとか、笑うしかないよね）

　幸いにも、こうして直希に拾われて生活ができているが、彼と出会わなければ今頃はどうなっていただろう？

　想像するのも恐ろしいし、そうならなかった事を心からありがたく思う。

　日曜日の今日、診療所は休みであり、直希は入院加療中の祖父を見舞うために、昨日から不在だ。

　戻りは今日の夕方の予定で、果帆はリビングルームのベンチ式の椅子に座り、一人コーヒーを飲みながら朝のひと時をゆっくりと過ごしていた。

　東京での生活とは違って、ここでは常に追い立てられている感じがない。

　わけもなく激しく気持ちが沈んだり、突然孤独に苛まれて涙したりする事もなかった。

　家の問題はまだ解決していないが、警察側で引き続き捜査を行ってくれている。

　情報提供は済ませた今、もう果帆にできる事は、何もない。

　今はこうして待つほかはないし、あまり悲観的になるのはやめて、なるようにしかならないと割り切ってもいた。

　いい意味で、刹那的。

　騙され、大金を失ったけれど、こうして生きていられる。

　しかも、極上の男性と同居し、昼は診療所のスタッフとして働きながら夜は彼とセックス三昧の日々を送れているのだ。

（今のままで十分幸せ。……考えてみれば、こんなふうに思うのって、田舎でおじいちゃんとおばあちゃんと一緒に暮らしていた時以来じゃないかな）

　そう思えるくらい毎日が充実しており、家以外の事ではストレスはほぼ皆無だ。

　時折、こんなふうにぼんやりと今の自分を振り返ってみると、いつも同じ答えが頭に思い浮かぶ。

　このまま、今の生活が続けばいい。

　ずっと、直希とここで暮らしたい。

　そして、彼と本当の意味で愛し愛され、ともに人生を歩んでいきたい、と。

　もちろん、すべて実現不可能な夢だとわかっている。

　けれど、そう望まずにはいられないほど、果帆はもう直希の事を想い、愛するようになってしまっているのだ。

（あ〜あ……。さすがに、のめり込みすぎだよね。でも、もう今さら気持ちを抑える事なんかできないし）

　彼への思いが強くなればなるほど、果帆は彼自身と彼とのセックスにのめり込んでいった。

　満天の星が見えた絶景スポットで交じり合って以来、二人が裸で抱き合う場所は診療所の中に留まらなくなった。

　休みの前の日の夜にドライブに出かけ、誰もいない山中の駐車場でカーセックスを楽しむ。

　食事がてら車で街に出かけ、そのままシティホテルのスイートルームで熱い夜を過ごしたり、慰安旅行と銘打った旅先の温泉宿で湯に浸かりながら、のぼせるほど身体を重ねたり。

　直希とのセックスには、癒し効果があり、今や果帆にとってなくてはならないものになっている。

　自分がここまでのめり込むとは思っていなかったが、これも直希が相手だからなのだろう。

　コーヒーを飲み終えてシンクでカップを洗っていると、スマートフォンがメッセージの着信を知らせた。画面をタップすると、思った通り送信者は横田だ。

　前に果帆と恋バナがしたいと言ってきていた横田は、普段のやりとりで頻繁に恋愛の事を持ち出すようになっていた。彼女は、どうやら新しい恋人ができたようで、自分の事を話すついでに果帆の恋愛事情をあれこれと聞いてくる。

　毎回やんわりとはぐらかしてはいるが、直希とのかりそめの蜜月が駄々洩れてしまっていたのだろうか……。

　一緒に働いていた時はわからなかったが、横田は結構恋愛に積極的であるようだ。

　メッセージの内容はといえば、だんだんと内緒話的な要素が濃くなってきている。

　殊に質問が性的過ぎる時は、返事に窮する事もしばしばだ。

『彼氏がエッチ大好きで、ちょっと困ってるの』

　この程度なら、まだ可愛いものだ。

　しかし、最近の横田はこちらが聞きもしないのに恋人との赤裸々な恋愛事情を果帆に明かし、時に答えにくい質問を投げかけてくる。

『ものすごくエッチしたくなる時、果帆ちゃんはどうしてる？』

『一度に複数の人とエッチする事について、どう思う？』

『露出プレイって刺激的だと思わない？　果帆ちゃんも興味あるかな？』

　内容的に馬鹿正直に答えるわけにもいかず、いつも曖昧に答えて適当に誤魔化してはいるのだが、正直ちょっと困っている。

　カップを洗い終えて布巾で拭きながら、片手間に横田のメッセージ画面を開いた。

『果帆ちゃん、この間気になる人がいるって言ってたよね。その人と何か進展あった？　もしかしてもうエッチしたんじゃない？　なんとなく、そんな感じがする。私、案外感がいいんだよね。どう、当たってる？』

　いきなり確信を突かれて、さすがに動揺してカップをしまう手が滑りそうになった。

　百合とひとみに続き、またしても特定の男性と親密な関係になっているのがバレてしまった。

（なんでわかったの？　私、何かそう思わせるような事を書いて送ったっけ？）

　そんな覚えはないが、念のため横田とのやり取りをすべて見返してみた。

　しかし、やはりそれらしきものは見当たらない。となると、横田はいつものノリで質問をしてきただけなのだろう。

『誰にも言わないから、教えて〜。だって、こんな話ができるのって果帆ちゃんだけなんだもの。果帆ちゃんとは、もっと深い話もしたいと思ってるの。だから、教えてほしいなって。……ダメかな？』

　しばらくすると、横田から追加のメッセージが送られてきた。

　確かに、こんなやり取りをするのは彼女とだけだが、きわどい話題を持ち込んでくるのはいつも横田だ。それだけ悩みを抱え、疑問を持っているのだろうが、彼女からの質問は果帆の手に余るものばかりだ。

『お願い。教えて？　果帆ちゃんは、いつも私の相談に乗ってくれてるでしょ。だから、たまには私も果帆ちゃんの助けになりたいのよ。だって、果帆ちゃんは私の大切な友達だから』

　答えを躊躇しているうちに、またメッセージを受け取ってしまった。

（はじめは、こんなんじゃなかったんだけどな）

　せっかくできた繋がりだからと、性的な内容のメッセージに対してなあなあで返事をしていたのがいけなかった。

　過激にエスカレートしていくメッセージに対して、早めにストップをかけなかったのは自分だ。

　この頃では横田とのやりとりを少々苦痛に思うようになってきていたし、今だってそうだ。

　だが、こうしてメッセージを送り合える友達は彼女だけだし、こちらから繋がりを切るのも悪いような気がする。

　その後も、同じような文面が五月雨式に届いた。

　果帆は迷った挙句、少しだけ彼女の質問に答える事にする。

『気になる人とは、ちょっとだけ仲良くなりました。エッチは……ご想像にお任せします』

　送信すると、一分も経たないうちに横田から再度メッセージが送られてきた。

『やっぱりね』

　たった五文字に返事を最後に、彼女からの送信はぱったりと止まった。

　これまでで一番短いメッセージを送られ、果帆は少々面食らった。

　なんだかつっけんどんな感じだし、心なしか冷ややかな反応であるような気がする。

　文字だけだから、気持ちが伝わりにくいというのもあるのだろうが、なんだかちょっと胸にモヤモヤが残った。

（もしかして、新しい恋人と上手くいっていないのかな？　それでちょっとご機嫌斜めだったとか？　なんて、こんなふうに思うなんて、ちょっと上から目線だよね）

　ただ単に忙しかったのかもしれないし、虫の居所が悪かったのかもしれない。

　いずれにせよ、メッセージのやり取りで必要以上に一喜一憂するのは止めにしないと……。

　それは元カレの田辺と付き合っている時に、さんざん経験したし、当時のように気に病みすぎて身体に不調をきたすのだけは避けたかった。

（こんな時に、直希がいてくれたらな）

　掃除や花壇の手入れなどをして、できるだけ気を逸らしながら時を過ごす。

　昼になり、パスタを茹でて食べたあと、スマートフォンで料理のレシピなどを見ていたが、ふと思い立って看護師について検索をする。

　診療所で働き始めてから二カ月が経過したが、果帆がやる事といえば主に掃除と受付などの患者の誘導で、医師である直希の助手的な仕事はごくわずかだ。

　それは、当然果帆に看護師免許がないからだが、仕事をする前はもっと手伝える事があると思っていた。

　もちろん、無資格の者に頼める事は少ないだろうし、ましてや果帆はこれまで医療系の仕事に就いた事がない。ずぶの素人に、いったい何を任せられるというのか。

　それを理解しているだけに、何もできない自分がもどかしくもあった。

（いっその事、今から看護師の資格を取るとか……。でも、そうするにしても先立つものがいるし、もし学校に通うとしたらここに居ながらじゃ無理だし……）

　単なる思いつきだし、本気で考えるにしても、ここよりほかに身の置き所がなく、学費分の貯金もない今は現実的ではない。

　一人ぼっちの二十六歳、独身の間借り暮らし。

　いろいろと焦る気持ちはあるが、この世には考えてもどうしようもない事はいくらでもある。

　気持ちを切り替えて花壇の手入れをしようと椅子から立ち上がった時、入り口のドアノブがガチャガチャと動いた。それからすぐに、誰かがドアをせわしなくノックする。

　もしかして、急患だろうか？

「はい！」

　返事をして足早に玄関に向かい、ドアの横にある小窓から外を確認する。

「未華子さん？」

　鍵を開けドアを開けるなり、未華子がイライラした様子で足をドンと踏み鳴らした。

「前は自由に出入りできていたのに、いちいち鍵をかけるとか、面倒な事しないでよ！」

　未華子が開口一番文句を言い、招き入れる前にズカズカと中に入ってきた。

　田舎ののどかさゆえか、この辺りの人は夜寝る前には鍵をかけるが、日中は施錠しない家がほとんどであるらしい。

「高見先生は今日、お留守なんでしょ。これ、高見先生にお土産。先週までイタリアに旅行に行ってたの。高見先生が帰っていらっしゃったら、渡しといてくれる？」

　玄関の横に設置されているコルクボードには、診療に関する直希のスケジュール表が常時貼ってある。

　それは、直希自身のためでもあるが、実際は常連患者たちにスケジュールを知らせ、ここに来る予定を自分で調整してもらうためだ。

「わかりました」

　未華子と会うのは、これで三度目だ。

　はじめて会った時に、いきなり高飛車な態度を取られて以来、彼女は年上の果帆に対してため口を貫いている。もっとも、きちんと対応を使い分けているようで、直希がいる時はそれなりの言葉遣いをするのだから、何かと面倒くさい。

「今日は、お土産を届けついでに、高見先生について藤谷さんにちょっとお話があって来たの。せっかくだから、コーヒーでも淹れてくれない？　もちろん、淹れたてをね」

　何がせっかく、だ。

　しかも、淹れたてをリクエストされた。

　本当は今すぐにでも追い返したいところだが、直希について話があると言われたら、聞かないわけにはいかなかった。

　二人分のコーヒーを淹れ終えてリビングに戻ると、未華子はもうすでにテーブルに着いており、スマートフォンを弄っている。

「お待たせ。……それで、高見先生について話っていうのは？」

「そう急がないでよ。ちょっと待って……今、早急に重要なメールを送らなきゃいけないの」

　果帆にチラリと視線を送ると、未華子がうっすらと微笑みながらスマートフォンを忙しく操作し始めた。

　仕方なく未華子の正面に腰を下ろし、それぞれの前にコーヒーカップを置いて、先にそれに口をつける。テーブルの上に置いていた自分のスマートフォンを手に取り、さっきまで閲覧していた看護師関連のサイトを開く。

　資格取得のための学校は何種類かあり、費用を安くしようとするなら奨学金制度が設けられている専門学校がいいようだ。その代わり、資格を取ったあとは関連病院で働かねばならない。

（それはいいとしても、やっぱりここから通えるような学校はないなぁ）

　果帆が小さくため息をついていると、未華子がコーヒーカップを手にした。

「ねえ、藤谷さん。あなたって、いつまでここにいるつもりなの？　まさか、ずっとじゃないでしょうね？　事情は聞いてるけど、だからって高見先生におんぶにだっこはないわよね。それに、高見先生のおじいさま──大先生が復帰されたら、当然居場所なんかなくなるんだし」

　矢継ぎ早に畳みかけられ、果帆は言葉に詰まった。

　そんな事は、言われなくても十分すぎるほどわかっている。

　果帆が何かしら言おうとする前に、未華子が再度口を開いた。

「高見先生は『高見総合病院』の跡取りなのよ。まさかとは思うけど、高見先生にくっついて東京に戻ろうとしてないわよね？　雑用しかできないような人が、そんな大それた事考えるはずないとは思うけど。ついでに言っておくけど、私、今の大学を卒業したら、看護師の資格を取ろうと思ってるの」

　未華子が乙にすました顔でそう言った。

　今まさに看護師になるためのサイトを見ていた果帆は、複雑な思いで彼女を見た。

「それは、どうしてですか？」

「もちろん、看護師として高見先生のそばで専門的なサポートをするために決まってるでしょ。うちの母、大先生ととても親しくさせていただいているの。それに、こんな田舎に住んでるけど、うちは昔から続いている名家だし、私と高見先生が結婚するのに何の問題もないわ」

「結婚？　高見先生から、そんな話は伺っていませんが──」

「なんであなたが高見先生から聞いてなきゃならないの？　大先生が健康を取り戻されたら、母が本格的に私と高見先生の仲を取り持ってくれるって言ってくれてるの。一応、お見合いから始まって、婚約して結納をして……」

　果帆の言葉を遮るようにして、未華子が独りよがりな計画を得意げにしゃべり出す。

「知らないようだから教えてあげるけど、高見先生ったら私を診察する時、ほかの人と違うやり方をするのよ。たとえば胸の音を聞くためにシャツを着たまま聴診器を当てる時とか、高見先生の手が私の胸を……。しかも、何度も。ふふっ、あとは言わなくてもわかるわよね？」

　未華子が含み笑いをしたあと、得意げに胸を張った。

「う、嘘です！　高見先生に限って、そんな事をするはずがありません！」

　果帆がとっさに声を張ると、未華子がうるさそうに顔をしかめた。

「嘘じゃないわよ。それに、どうして嘘だって言い切れるの？　高見先生は、私を診療する時はいつもカーテンを引いてくださるの。二人っきりの空間でする事といったら……？　つまり、そういう事」

　いかにも自分と直希が親密な関係にあるような話しぶりに、果帆は腹立たしく思いながら、だんまりを決め込んだ。

　ここまで陰険な敵意を剥き出しにしている人に何を言っても無駄だし、反応すればするほど不遜な態度を助長させるだけだろう。

「とにかく、そういう事だから。間違っても、高見先生に対して邪な想いを抱かないように。じゃあね！」

　言いたいことをすべて言い終えたのか、未華子が立ち上がってスタスタと玄関に向かっていく。

　その背中をじっと見ていた果帆だったが、どうしてもひと言返しておきたいという思いが沸々と込み上げてきた。

「邪な想いってなんですか？　私が高見先生をどう思うにせよ、私の気持ちは私だけのものです。未華子さんにどうこう言われる筋合いはありません」

　反論されるとは思わなかったのか、未華子がピタリと足を止めて果帆を振り返った。

「はあ？　わけわかんないんですけど！」

　未華子は吐き捨てるようにそう言うと、ドアを高らかに鳴らして帰っていった。

　言い返した分だけ、いくらかスカッとした。

　けれど、彼女から聞いたいろいろな事で頭がいっぱいになってしまった。

（直希が診療中に未華子さんの胸を？　そんなの嘘に決まってる。それに、医師として仕事中にそんな事をするはずないじゃない！）

　未華子が言った事は、きっと目障りな自分を排除するための作り話だ。

　しかし、彼女の母親と直希の祖父の関係性についてはどうだろうか？

　もし、本当に直希と未華子の見合い話が持ち上がっているとしたら？

　いや、どれも未華子から聞かされただけの不確かな話だ。

　けれど、彼女の言葉は果帆の心を乱し、せっかく落ち着き始めていた生活に波紋を投げかけてきたのは確かだ。











第四章　予想外の出来事









　十二月に入ってすぐの日曜日の午後、診療所がある地域に初雪が降った。

　雪は少しだけ積もり、すぐにみぞれになって夜中の今はもう雨に変わっている。

「果帆……すごく素敵だ。……とても似合ってるよ」

　直希が言い、下着姿でベッドに仰向けになって横たわる果帆を見て感嘆の声を上げる。

「ほんとに？」

「ああ、本当だよ。俺の目に間違いはなかっただろう？」

　自分を見下ろしてくる直希の顔を見ながら、果帆は今着ている下着を買った時の事を思い浮かべた。

　先日、直希に誘われてパソコンのショッピングサイトで、いろいろと買い物をした。

　近頃は気候のせいもあってか、診療所を訪れる患者数がかなり増えた。土日も往診に駆り出される事も多く、車で買い物に行く時間すらないほどだ。

　幸い、物流が発達しているおかげで、たいていのものは通販で購入できる。

　直希は普段から診療所で使う消耗品などを買うために特定のショッピングサイトを利用しており、その日も果帆とともにパソコンの前に座りながら必要なものを買い求めていた。

「ついでに果帆の必要なものも買おう。何が要る？　俺が買うから遠慮なく言ってくれ」

「今は別に……。それに、必要があれば自分で買うから」

　直希から十分すぎるほどの給料をもらっているのに、彼は自分の買い物のついでだからと言って、果帆のものを一緒に買いたがる。

　住み込みで働いているからという理由で、ただでさえ家賃はなく食料品や生活をする上で必要な消耗品はすべて直希が負担しているのだ。

　おかげで、給料のほとんどを貯蓄に回せているし、貯金残高の増加は心の安寧に繋がる。

　貯金がほとんどない果帆にとってはありがたすぎる話だが、さすがにそれは甘えすぎというものだ。

「そうだ、この間、デパートに行った時、下着売り場に行くのを忘れてたって言ってたよな？」

　直希が果帆を見つめ、強引に話を進めてくる。

　見つめられたまま唇にキスをされ、抗う気力を奪い取られた。

「そうだけど、さすがに下着は……」

「今更恥ずかしがる事はないだろう？　俺は果帆のすみずみを知ってるんだから。確か、このサイトに……ああ、あった。ほら──」

　直希にはお気に入りのファッションブランドがあり、そこで普段使いの下着もまとめ買いをしている。直希がパソコンを操作して、女性用のアンダーウェアのページを表示させた。

　そこにはいくつかのブラジャーやショーツが掲載されているが、どれもみな上質で値段もそれなりに高額だ。

「ちょっとこれは……」

　果帆が難色を示すと、直希が頷いて同意する。

「そうだな。ここはちょっと品ぞろえが悪すぎる。それに、せっかくだからもっとゴージャスでセクシーなものを買ってみないか？」

「え？　そ、そうじゃなくて──」

　あわてる果帆を尻目に、直希があれこれと検索をかけていく。

　次に見せてきたのは、海外ブランドのランジェリーメーカーのサイトだ。

「これなんか、果帆に似合いそうだ。ほら、こっちも」

　直希が指さすのは、柔らかそうな生地のベビードールや、レースが美しいガーターベルト付きのブラジャーとショーツのセットなど。

　種類は豊富だが、さっき見たサイトのものよりも一段と値段が高い。

「これはシルクだし、普段使いによさそうだな。こっちはすごくセクシーだ。果帆、これを着た果帆が見てみたい。プレゼントするから、俺が選んでもいいかな？」

　直希が言い、果帆を抱き寄せて濃厚なキスを仕掛けてくる。

　同時にＴシャツの胸をやわやわと揉みしだかれ、生地の上から乳嘴をコリコリと刺激してきた。

「ちょっ……直希……」

「お願いだ……いいだろう？」







　結局、彼は自分好みの下着をいくつかチョイスし、昨日の午後にそれが届いた。

　さっそく着て見せてほしいとねだられ、こうして今、彼のリクエストに応えているのだ。

「でも、これって下着を着てる意味、ある？」

　今、果帆が身に着けているのは、形こそ下着だがあるのは紐状の枠とそれを飾るゴージャスなレース生地のみ。高級感があって肌触りは抜群だが、肝心なところが丸見え。

　それどころか、乳房は若干レース生地に持ち上げられて強調されているし、ショーツに至ってはクロッチ部分が左右に分かれている。

「大ありだよ。果帆、本当に綺麗だし、最高にエロい」

　直希が果帆の胸に唇を寄せて、乳房を丁寧に舐め始めた。指がショーツの縁を辿ったあと、ふっくらとした花房の間に割って入る。

「ゃあんっ……」

　小さく声が出て、立てた膝が愛撫に反応して小刻みに震え出す。

　はじめは一本だった指が、二本に増えて花芽を挟むようにして擦ってくる。

　強い刺激に脳天を貫かれ、果帆は淫らに身をくねらせてあられもない声を上げた。

「ああんっ！　ああっ……！　ああああっ！」

　溢れ出る蜜にまみれた直希の指が、花芽から尾てい骨の間をゆるゆると撫でまわす。

　指が行ったり来たりするたびに、蜜窟と後孔の窄まりがキュンキュンする。

　直希と、もっと深く触れ合いたい。

　そう思った果帆は、乳房に吸い付いていた彼の顔を両手で挟んで引き寄せると、彼の唇に何度となくキスをした。

「果帆……ちょっともう、我慢の限界だ」

　直希が避妊具の小袋を手に取り、歯で角を噛み千切った。

　果帆も、もうとっくに我慢できなくなっているし、溢れ出る蜜はシーツをしっとりと濡らすほどになっている。

　指でほぐす必要なんかないし、今すぐに挿れて欲しい。

　果帆は大きく脚を広げると、唇を合わせながらおねだりをする。

「もう挿れて……。お願い……私を直希でぐちゃぐちゃにして──」

「果帆っ……」

　直希の両手が果帆の膝を胸元まで押し上げ、上向いた蜜窟の入り口に屹立を突き立てた。

　先端が一気に最奥に届き、絡みつく襞をめくり上げるように中を掻き回してくる。

「あっ……あ……！」

　背中を抱き寄せられて上体を起こすと、自分たちが繋がっている部分が見えた。

　直希が、これ見よがしにズポズポと屹立を果帆の中に出し入れをして、ギリギリまで抜いたあとずっぽりと奥まで突き戻してくる。

「見えるだろう、果帆……。ほら、俺と果帆は、こんなにも求め合ってる──」

「ああああああっ！　あああ！　あ、あ、あ……」

　背中を腕に抱え込まれ、挿入されたまま直希の伸ばした脚の上に馬乗りになる。

　顔を見合わせたまま腰を揺らされ、果帆は涙目になって掠れた喘ぎ声を上げた。

「気持ち……いいっ……。感じてるとこ……見られながら挿れられてるの、すごく……好き」

「俺もだ。果帆がめちゃくちゃに感じてる顔、すごくいい。もう、ぜんぶ俺のものにして、果帆のすべてを一人占めにしたい」

　直希の目が野獣のように光り、瞳の奥に欲望の炎が燃え盛っているのが見える。

「直……希っ……。あぁんっ！　あんっ！　あああぁああっ！」

　果帆が絶頂を味わうのと同じタイミングで、子宮の一口に切っ先が密着し、そこに勢いよく精を放った。

　ドクドクと脈打つそれが、たまらなく愛おしい。

　果帆は唇を合わせてくる直希の舌に吸い付き、唇でそれを締め付ける。

　できる事なら、それを口に含みたい。

　存分に舐め回して、唇にも直希のものの記憶をしっかりと刻み込みたい──。

　それができないもどかしさに身を焦がしながら、果帆は直希の目を見つめながら淫らなキスを繰り返した。

　そして、とうとう我慢ができなくなった果帆は、直希の胸をそっと押して彼をベッドの上に仰向けに押し倒した。

　彼を見つめながら腰を浮かせ、ゆっくりと挿入を終わらせる。

　直希の手を誘導して避妊具を外したあと、果帆はすぐに彼の腰の両側に手をつく。そして、うっとりと直希の顔を見たあと、彼の脚の間に唇を寄せた。

　果てたばかりとはいえ、直希のものはまだ硬さを保っている。

　果帆は舌先を屹立の先に這わせると、先端を少しだけ口に含んだ。

「果帆っ……」

　直希が小さく果帆の名を呼び、ベッドから上体を浮かせた。

　彼と目を合わせながら、口の中のものをちゅうちゅうと吸い、舌で舐め回す。

　これまで、直希のものに触った事はあったが、口淫をするのははじめてだ。

　普段から存分に交じり合ってはいるけれど、いつも避妊具越しで直にではない。

　けれど、今は何もつけないままの屹立が、自分の中にある。

　それが嬉しくて、果帆はより深くそれを口に含み、何度となく出し入れを繰り返した。

　そんな果帆を見る直希の頬がピクリと痙攣し、目がスッと細くなる。

　彼の呼吸が、だんだんと深くなっていく。

　それにつれて、屹立も硬さを増し、直希の顔に恍惚とした表情が浮かび始める。

「果帆……無理をするな……」

　直希が低く呻き、果帆の髪を緩く掻き回してくる。

　果帆は屹立を口に含んだまま、小さく首を横に振った。

　過去、無理矢理にこんなふうな事をさせられたが、今はそうじゃない。

　いっそ飲み込んでしまいたいと思うほど、直希のものを思う存分愛でたくてたまらない。

　直希が背中をベッドにつけて、深く深呼吸をする。

　果帆は彼の屹立に手を添えると、ゆっくりと唇を動かしながら、先端を喉の奥へと誘うのだった。







　診療所のリビングルームは、時折集会所のような役割を果たす事がある。

　日曜日である今日がそうであり、集まっているのは先々月に果帆の家の件で顔を合わせたのと同じ面々だ。

「では、果帆ちゃんの家の件が無事解決した事に、乾杯〜！」

　百合が音頭を取り、長テーブルを囲む人たちがそれぞれにコップを掲げた。

　クリスマスまで、まだ二週間以上あるが、テーブルの上には各種オードブルとサンタクロースが載ったデコレーションケーキが載せられている。

「果帆ちゃん、本当によかったね」

「これで、改めて新しいスタートを切れるなぁ」

　昨日、警察の担当者から連絡があり、果帆に詐欺行為を働いた犯人グループが逮捕されたとの報告があった。

　その後、弁護士からもメールが送られてきた。それによると、果帆が購入した家に関する売買契約の違法性が認められとの事だ。今後弁護士を介して支払った購入代金と売買契約に要した費用の全額、それに弁護士費用を合わせた金額の賠償請求を行う事になった。

　今すぐにというわけにはいかないが、半ば諦めていたお金が返ってくる。

　本当に助かったし、本当に嬉しい。

　この結果が得られたのも、直希やここにいる人たちの存在があってこそのものだ。お金よりも、この件でたくさんの人が果帆を気遣い、協力してくれた事を心底ありがたく思う。

「皆さん、本当にありがとうございました！」

　果帆は全員に頭を下げたあと、一人ひとりに丁寧に感謝の気持ちを伝えた。皆もそれに応えてねぎらいの言葉をかけてくれたり、これからも応援すると言ってくれたりした。

「今後、あの家をどうするかは、ゆっくり考えていけばいいよ」

　直希が言い、果帆を見てにっこりと笑った。

「そうだよ、果帆ちゃん。家の今後に関して何か相談事があれば、いつでも言ってきてくれたらいいから」

「もし解体するなら、助成金の申請をしてからのほうがいいわよ」

　一郎が直希に同意し、ひとみがバッグから助成金に関する資料を出し、果帆に手渡してくれた。

　果帆はそれをありがたく受け取ると、手洗いから帰ってきた仁が通りすがりに口を挟んでくる。

「俺も、何でも相談に乗るぞ。もし診療所をクビになったら、うちの田んぼや畑を手伝ってくれてもいいし」

「仁さんったら、クビだなんて言い方に気をつけなさい。仮にそうなっても、どうして果帆ちゃんが仁さんの田畑を手伝うのよ」

　和江が言い、座りながら仁の顔を見上げた。聞くところによると二人は同い年で、生まれた時からの幼馴染でもあるらしい。

「え？　あぁ、まあ、それは希望的観測というか、なんというか──」

　仁が日に焼けた顔を赤くする。和江が口をへの字にして、仁の腰を拳でドンと叩いた。

「あんた、いくら万年花嫁募集中だからって、果帆ちゃんを勝手に候補にするんじゃないわよ！　あんたなんかを果帆ちゃんが相手にするわけないでしょ」

　和江の言葉に、百合とひとみが笑いながら深く頷く。

「わかってるって！　ただの冗談に決まってるだろ」

　和江に追い立てられた仁が、若干しょげた顔で席に戻る。

　ここにいる人たちは、まるで本当の家族みたいに仲がいい。

　それは、きっと長年ここに住み続けている間に育んできた信頼関係があってこそのものなのだろう。

（いいなぁ、この感じ。私も、ずっとここに住めばみんなの家族になれるのかな）

　ふと、そんな事を考えて、テーブルを囲む皆の顔を順に眺めた。

　そのあとも談話しながらオードブルを食べ、ケーキを切り分けて改めておめでとうを言ってもらった。

「果帆ちゃん、本当によかったね。これからは、きっといろんな事が上手くいくようになると思う。だから、もうあまり悩まないで」

　和江が言い、果帆の背中を軽く掌で叩いた。

　彼女には今も時間をもらって診療所での仕事に関する教えを乞い、いろいろとアドバイスをもらっている。

『人生、何が起こるかなんて誰にもわからないの。いい時もあれば、悪い時もある』

『悲しみや辛さに負けちゃダメ。一人ぼっちでくじけそうになった時も、どうにかして立ち上がれって自分を鼓舞するのよ』

　いつも明るく元気な和江だが、両親の自宅介護は彼女にとってかなりの負担になっている。それを知っているだけに、時間を割いてもらうのは心苦しく、せめてものお返しにと彼女の両親の介護を手伝ったり、お使いを代行したりしていた。

「ありがとうございます、和江さん。そうなるよう、頑張らないとですね」

　果帆が片手で拳を作ってガッツポーズをとると、和江が頷いて同じように拳を握りしめる。

「そうよ。お互い、頑張ろうね」







　会がお開きになり、直希が一郎たち夫婦を車で送る事になり、診療所の中は果帆一人になる。

（みんな、本当に優しいな。人に恵まれるって、こういう事を言うんだろうな）

　果帆はしみじみとそう思い、皆で片づけを済ませたゴミをひとまとめにする。

　抱えていた問題が解決に向かって動き始めたおかげで、ずいぶんと気持ちが軽くなった。

　これで、ようやく本格的な再出発ができる──。

　そう思う反面、果帆の心には未華子に言われた言葉がずっと引っかかり続けている。

『藤谷さん。あなたって、いつまでここにいるつもりなの？』

『大先生が復帰されたら、当然居場所なんかなくなるんだし』

『まさかとは思うけど、高見先生にくっついて東京に戻ろうとしてないわよね？』

　直希は、いずれ東京に帰る人だ。

　その一方で、自分は東京からここへ逃げてきた。

　彼には帰るべきところがあり、果帆の居場所はここしかない。

　しかも、雇い主である直希がここを去るなら、果帆がこのまま診療所に勤務していられるとは限らないのだ。

　直希の事だからいろいろと配慮してくれるとは思うが、日頃から甘えてばかりの彼に去り際まで気を遣わせるのは本意ではない。

（なんて、私ったら何をかっこつけてんのよ。本当は、直希について行きたいくせに……。離れたくなさすぎて、彼がいなくなったらどうしようかと思ってるくせに……）

　家の事は解決に向けて前進したが、自分自身に関しては先行きに不安しかない。

　先日見舞いに行った直希曰く、祖父の治療は順調に進んでおり、じきに仕事に復帰できるだろうとの事だ。

　どうであれ、今の生活はいつまでも続かない。

　家の事も解決し、あと少しで直希の祖父が帰ってくるとわかっている今、自分がやるべきなのは今後の身の振り方を考える事だ。

（どうしよう……。私はどうしたいの？）

　ここに来て知り合いはたくさんできたし、診療所の仕事をとおしてかなり地域にも馴染めた。

　このままここに残ろうか？

　それとも、ここを去ろうか……。

　けれど、生まれ住んだ田舎にはもう戻れないし、かといって、もう一度まったく知らない場所に移り住むのにはかなり勇気が要る。

　振り返ってみれば、ここに家を買った時は冷静に考える力が欠如していたくらい切羽詰まっていた。

　今だって気が焦っているし、原因こそ違うけれど追い立てられている感じがするのは一緒だ。

　だが、仮にどこかへ移り住むとしても、逃げるのではなく自らそうすると決めていきたい。

　どこに住むにしても、しっかりと地に足をつけて暮らせば、ここでの暮らしのように。

　そう考えれば、どこへだって行ける気がする。

　嫌な思い出はいまだに心に傷を残しているが、最悪、東京に戻るという選択肢だってあるのだ。

（──なんて、本当に田辺がいる東京に住めるの？　もう二度と足を踏み入れたくないとまで思いつめたのに？　仮に住む事ができても、もう直希とは関われないのに……）

　いずれにせよ、直希が去って再び一人ぼっちになる未来が着実に近づいてきている。

　それを心底悲しいと思う気持ちが、果帆にそんな考えを思いつかせたのかもしれない。

　そして、そんな考えを持つのは、果帆はそれほど直希を深く想い、東京での嫌な記憶を凌駕するほど強く彼を求めているという証拠だった。







　それから十日経った水曜日の午後、果帆は往診に出かける直希を見送ったあと、一人診療所で留守番をしていた。

　往診先は、少し遠方に住んでいる高齢者夫婦の家で、行く時はいつも車だ。

『ついでに、奥さんの買い物に付き合って、そのあと役場に寄るつもりだから、帰りは夕方過ぎになるかな』

　患者は夫のほうで、妻は運転免許がないため日常的な買い物に行くにも苦労している。

　役場に行くのは、今の生活がもうしばらく続く見込みであるため、買い物支援関連の手続きをするためであるようだ。

（直希って、本当に優しい人だな。お医者様としても人としても尊敬できるし、一人の男性として大好き）

　日々彼とともに暮らし、身体だけの関係を続けながら、直希に惹かれる気持ちがどんどん加速していった。今はもう抑えきれないほどになっているし、彼を愛していると言っていいほど想いは深まってきている。

「愛してる……。私、もう直希を本気で愛してる……」

　小さな声で呟き、掌で胸元を抑えた。

　直希を想うだけで、こんなにも心臓が高鳴る。

　けれど、自分は単なるセフレであり、二人の未来がこれ以上交差する事はない。

　直希を思いながら深くため息をつき、気まぐれに指で胸の先をキュッと摘まんだ。刺激が花芽に飛び火し、にわかに脚の間が潤いだす。

（やだ……私ったら、こんなところで……）

　一度直希に自慰行為を見られてから、果帆は時折セックスの途中で彼に乞われ、自分を慰めてみせる事があった。

　過去、田辺からもそれと同じ要求され、まったく気が進まないまま自慰をして見せた。

　当然気持ちよくなんかないし苦痛でしかなかったが、直希に頼まれると喜んでして見せてあげたくなる。

　そして、最後には我慢のギリギリまで慰めたそこに屹立をねじ込んでもらい、互いに心行くまで快楽を貪るのが常だ。

（だからって、今一人エッチしなくてもいいじゃないの）

　自分を諫めて胸から手を離すも、すでに乳嘴は硬くなり、息が弾んでいる。

　セックスをしている時の二人は、かなり性的にオープンになっており、互いにしたい事やってほしい事をストレートに伝えあっていた。

　ついこの間の休日には直希のリクエストに応えて、今座っているベンチ型の椅子に膝立ちになり、長テーブルに上体を伏せてうしろからの挿入を楽しんだ。

　その時の事が頭に思い浮かび、秘所がさらに潤いを増した。

　いけないと思いながらも、指が胸のふくらみをまさぐり、もう片方の手がショーツの湿り気を確かめてしまう。

　刹那的な関係だと思えば思うほど、直希と離れ難くなる。

「直希……」

　長テーブルに背中を預け、ベンチ型の椅子に座った脚を前に投げ出す。

　目を閉じて直希の顔を思い浮かべ、彼の指の感触を自分の指で再現してみる。

　カーディガンの前をはだけ、カットソーの裾から手を入れて乳房をギュッと掴む。

　ショーツを脱ぎ、片方の足をベンチの端に置くついでにスカートの裾を太ももの付け根までたくし上げる。

　直希とのキスを想像し、唇の縁を舐めながら小さく喘ぎ声を漏らした。リビングルームの壁に立てかけてある姿見に、秘所をあらわにした自分が映っている。

　指をそっと蜜窟の中に沈ませて恥骨の裏を捏ねながら、ゆっくりと出したり入れたりする。

　直希にそうされた時の快楽が身体に蘇り、もっと強い刺激がほしくてたまらなくなった。

　けれど、さすがにリビングルームで続けるわけにもいかず、果帆は場所を変えようとしてベンチを離れ、自分の部屋に行こうとした。

「あ」

　数歩歩いたところでショーツを穿いていない事を思い出し、ベンチまで戻ろうとした。その途中で玄関のドアをノックする音が聞こえてきて、ハタと足を止める。

（直希？）

　夕方過ぎにはまだ早いが、もしかすると早めに用事を終えて帰ってきたのかもしれない。

　彼を想い浮かべていたせいか、なぜか都合よくそう考えてしまった。

　まさに取るものもとりあえず玄関に向かい、ドアの向こうを確かめもせず鍵を開けて外に笑いかけた。

「久しぶり」

「……た、田辺さん……」

　止める暇があればこそすれ、果帆を押しのけるようにしてノーネクタイでスーツ姿の田辺が診療所の中に入ってきた。　

「ど……どうしてここに──」

　彼の連絡先はブロック済みだし、当然退職以来、連絡を断っている。

　ここへ引っ越す事は誰にも話していないし、あえて転居届も出さなかった。

　唯一、やり取りをしていた横田にも居場所は明かしていない。

　果帆がここにいると知っている人は、ここにいる人以外一人もいないはずなのに、どうして？

　それについて考える余裕もなく、田辺が玄関の鍵を閉め、果帆の腕をグッと掴んできた。

「どうしてだって？　俺のリサーチ力を舐めてもらっちゃあ困るな。お前の居場所を探るのなんて、朝飯前なんだよ。知ってるだろう？　俺はお前の何倍も頭がいいんだ。わかってるよな？　忘れたとは言わせないぞ」

　田辺に押されるようにしてリビングルームの奥に進み、ベンチ型の椅子に無理矢理座らせられた。

「しかし、こんなところに隠れ住んでいたとはな。おかげで探し出すのに、ちょっとだけ苦労させられたよ」

　田辺が何かしら探るように部屋の中を見回し、フンと鼻を鳴らした。その間も、彼はずっと果帆の腕を掴んだままだ。

「ここに住み込みで働いているそうだな。家事、診療所の雑用、それから？　もしかして、セックスの相手までしてるんじゃないだろうな？」

　掴んだ腕を軽く揺すぶられ、じっと顔を見下ろされる。

　いったい何をしに、ここに来たのだろう？

　田辺が、ここに来た理由がわからない。

　どうであれ、彼に真実を明かすいわれはなく、果帆は無言で首を横に振った。

「へえ〜、セックスなしか。ここの医者、まだ若いんだってな。だけどまあ、そいつはもともと都会にいたようだし、お前程度の女をつまみ食いするわけないか。──あ、あれに写ってるんじゃないか？」

　田辺が壁に貼られている集合写真を指し、果帆の腕を掴んだままそれに近づいていく。

　果帆は必然的にベンチから立ち上がり、彼に引っ張られるようにして写真の前に立った。

　それは、先日ここで果帆の家の件で集まった時に撮ったもので、撮影してくれた一郎が週明けにわざわざ届けに来てくれたのだ。

「どれが、そいつだ？　ああ、これか？　ふーん、まあまあのイケメンだな」

　写っている人たちは全員普段着だが、若い男性は直希だけだ。

　それはそうと、田辺はなぜここの医者が若く、もとは都会に住んでいた事まで知っているのだろう？

　彼に再びベンチまで連れていかれ、隣り合わせに腰を下ろした。

　いったい、田辺はここに関する事を、どの程度知っているのだろう？

　不安がみるみるうちに大きくなり、果帆は我知らず怯えた表情を浮かべた。

「あの顔で医者なら、かなりモテるだろうな。ますますお前なんか目に入りもしないとは思うけど、そもそも若い男女が、こんなところで同居なんて、不道徳だと思わないか？　果帆、お前って、そんな事もわからないアホだったか？」

　田辺が果帆を嘲笑しながら、ふと下を見て足元に落ちているものを見て訝しそうな顔をする。

　彼の視線の先にあるのは、さっき果帆が脱ぎ捨てたショーツだ。

　急いでそれを拾おうとしたが、果帆よりも田辺が動くのが速かった。

「果帆、これは何だ？　お前、まさかここで一人エッチをしていたのか？　へえ〜」

　田辺が、にんまりと笑ってショーツと果帆を見比べる。

　そして、果帆の肩をグッと抱き寄せると、身体をぴったりと摺り寄せてきた。

「お前、俺が教えた事を、ちゃんと覚えてるんだな。好きだったよな、一人エッチ。俺に見られるのも大好きだったし、見られてより興奮するエロ女だったもんなぁ」

　田辺の鼻息がにわかに荒くなり、手に持ったショーツを果帆の目の前でひらひらさせる。

　果帆は、こんなところで自慰をしてしまった事を激しく後悔した。

　しかし、もう後の祭りだ。

「……か……帰ってください。もうじき、先生が返ってきますから──」

「彼は今、往診中だろう？　しかも、まだまだ帰ってこない。ほら、スケジュール表に、そう書いてあるじゃないか」

　田辺が顎でスケジュール表を指し、得意げな顔をする。

「まあ、俺はあれを見るまでもなく、今日、果帆がここに一人でいるのは知ってたけどね。だけど、まさか一人エッチをしてるとは思わなかったな」

　果帆を抱き寄せてくる田辺の腕に力が入り、いっそう二人の身体が密着する。

　彼は果帆の手を取ると、無理矢理自分の股間の上に置いて、満足そうな微笑みを浮かべた。

「お前相手に勃起する男なんて、俺くらいのものだもんな。これも、俺がいろいろと教え込んでやったおかげだな。俺が教えた事、まだ覚えてるよな？」

　田辺が、いっそう強く果帆の手を股間に押し付け、勃起した男性器を生地の上から撫でさするよう促してくる。

「ほら、こんな時、どうするんだったかな？」

　空いているほうの手が果帆の頬を包み、指が唇をトンとつついた。

　今の言葉と仕草は、田辺が果帆に口淫をするよう指示してきた時と同じものだ。

「田辺さん……。その前に、教えてください」

　果帆は彼の表情を伺いながら、小さな声でそう訊ねた。

　田辺は、いまだに果帆との間に主従関係があると信じて疑っていないようだ。

　急に来られて、ものすごく怖い。

　けれど、直希のためにも疑問に思う事は解明しておかなければならなかった。

「なんだ？」

　田辺が言い、果帆を見てニタリと笑う。

　その笑顔に寒気がしたが、果帆の引きつった顔も、田辺にとっては服従の証でしかないようだ。

「どうして、私がここにいるってわかったんですか？　もしかして、探してくれたとか……」

　わざと下手に出て訊ねると、田辺は案の定機嫌よさそうな顔で果帆に顔を近づけてきた。

「知りたいか？」

「ええ、とても……」

　果帆が頷くと、田辺は得意げに肩をそびやかした。

「そんなに知りたいなら、教えてやる。それより先に、俺がここに来た理由を教えてやる。果帆、俺はお前とよりを戻そうと思って、ここに来たんだ。お前が浮気だなんだと騒いだ女がいただろう？　あいつとはもう別れたよ。やっぱり、俺にはお前しかいない。そうとわかったんだ」

　田辺が話しながら果帆の身体をグラグラと揺すってくる。

　彼はいい気分で喋っているが、聞いている果帆にしてみれば、まったく意味不明だ。

「あいつ、果帆みたいに俺の言う事を聞かないんだ。口うるさいし、いい加減うんざりして、こっちから捨ててやった」

　その口ぶりからして、田辺はその女性以外とも浮気を繰り返していたのであろう事がわかる。

　付き合っていた当時はわからなかったが、果帆はとんでもなく卑劣で不誠実な男に掴まり、知らないうちにコントロールされてしまっていたのだ。

「俺がここに来れたのは、どうしてなんだろうなぁ？　いいか、まずはヒントだ。お前が東京にいた頃にいた人との繋がりが、俺をここに導いてくれた」

　もったいつけるにもほどがある！

　ヒントなんかいいから、さっさと教えてくれたらいいのに！

　果帆は内心イラつきながらも、田辺のヒントに考えを巡らせる。

　とはいえ、そんな繋がりは不動産業者の担当者と横田だけだ。

　しかし、横田はここの住所を知らないし、不動産業者の担当者と田辺には接点がない。

「どうだ、わかったか？」

　さらに顔を近づけられ、果帆は咄嗟に頭を振ってうつむいた。

　今はもう、田辺とこうしている事に耐えられないほどの嫌悪感を覚える。

　一刻も早く、離れたい！

　けれど、彼は悠長に話しながらも、果帆の手を股間に擦り付け続けている。

「わかりません……」

　果帆が微かに震えているのに気付いたのか、田辺がいっそう身体を摺り寄せて息を荒くする。

「そうか、わからないか。じゃあ、もっとヒントを出してやる。お前がここにいる事を知っている人が、俺に連絡をくれたんだ。オマケに、お前がここに一人でいる時間まで教えてくれた。そう言えば、俺がここに来るのに合わせて、様子を見にくるって言ってたな」

「えっ……？」

　今聞いた話では、ここで知り合った誰かが田辺に果帆の居場所を明かしたらしい事だけはわかった。

　けれど、何のために？

　それに、どうやって田辺と繋がりを持ったのだろう？

　家の件について知る人はいるが、果帆の東京時代を知っているのは直希だけだ。

　彼が誰かに果帆の過去を話すはずもないし、田辺と密告者の接点がどうしても見当たらない。

　それはさておき、掌にあたっているものがどんどん硬さを増し、ヒクヒクと蠢いているのが気持ち悪くてたまらない。

　それを我慢しながら考えていると、田辺の指が果帆の胸を撫でさすってきた。

「まだ、わからないのか？　じゃあ、もっとヒントだ。果帆、お前は昔から危機感がなさすぎる子だったよな。あいかわらず、スマホにロックもかけず、そこら中に置きっぱなしにしてふらふら歩きまわっているんだろう？」

　確かに、果帆はスマートフォンにロック機能をつけていない。家にいて何かをする時は、スマートフォンを持ち歩かずに、どこかしらに置いておく。

　だが、思い返してみれば、それは田辺がそうしろと言ったからだ。

　もうとっくに別れているのに、知らないうちに過去の習慣をつづけていた。

　その事実に胸が悪くなり、果帆は唇を強く噛みしめながら田辺の出したヒントについて改めて考えを巡らせる。

「さて、そんな事をすると、どうなるかな？　当然、スマホを盗み見られるよな？　中にはアドレス帳とか、メッセージのやり取りとかがあるだろう？」

　つまり、密告者は果帆のスマートフォンを盗み見て、田辺の連絡先を知り、彼との接点を持ったという事だろうか？

（でも、いったい誰が？　何の目的があってそんな事を？）

　田辺の連絡先はすべてブロック済みだし、彼とのメッセージのやりとりは、万が一の時のためにスクリーンショットに撮って保管してあるが、スマートフォンには残していない。

　残っているのは田辺の電話番号やメッセージのやり取りをするＩＤのみ。本当は削除はしてしまいたかったが、そうしておかなければ、万が一彼から連絡が来た時に誰だかわからなくなってしまうからだ。

　ここに出入りする人は大勢いるが、果帆がスマートフォンを置きっぱなしにするのはリビングルームとキッチンくらいだ。

　患者として来る人たちは、そこには来ないはずだし、そう考えると果帆のスマートフォンを盗み見る事ができる人は、かなり限られてくる。

　それに、たとえスマートフォンを盗み見ても、果帆と田辺の関係性がわかるようなデータは何もない。

　それなのに、なぜあえて田辺に連絡を取ったのかが、わからない。

　それに、数は多くないとはいえ、果帆はこれまでに連絡先を交換した人のアドレスや連絡先を消さずに残している。その中から田辺をピンポイントで選び出せるだろうか？

　果帆の掌を股間に押し付ける力が強くなり、田辺が気味の悪い呻き声を漏らし始める。

　果帆は懸命に今までのヒントを頭の中で繋ぎ合わせ、答えを導きだそうと必死になった。

　けれど、どうしてもわからなくて、果帆は思い切ってもう一度彼に質問を投げかけてみた。

「でも、どうして田辺さんを選んで連絡をしたんでしょうか」

　果帆が訊ねると、田辺がパチンと指を鳴らしたあと、クスクスと忍び笑いをする。

「ああ、やっぱりそこがひっかかるか？　はぁ……仕方ないな。このままだといつまでたっても先に進めないから、教えてやる。果帆、お前、横田とメッセージのやり取りをしていただろう？　あれ、俺だから。横田のスマホを使って、俺がお前とやり取りをしてたんだ」

「え？」

　田辺が言う事には、横田は彼とちょっとした個人的な付き合いがあるらしい。そして、彼に頼まれて自分のスマートフォンを自由に使わせてくれていたのだという。

「だって、お前、俺の番号とかＩＤをブロックしてるだろう？　だから、連絡の取りようがなくて、横田にＩＤを貸してもらったんだ。それでいろいろと探ってみて、どうやらお前が新しい男に浮気しそうになっている事がわかった。その少し前に、未華子から連絡をもらって、果帆の現状については、いろいろと聞いていたしな」

「未華子さんが？　でも、どうして──」

「お前、ここの医者に横恋慕してるんだってな。未華子はそれに怒って、どうにかしようとお前のスマホを盗み見て横田になりすました俺とのメッセージのやり取りを見たそうだ」

　未華子が横田に連絡をしたのは、当初は果帆の東京での過去を知るためだったらしい。

　コソコソと東京からここに逃げてきた果帆だ。

　仮に人に言えないような過去があれば、それをネタにして果帆をここから追い出そうとでも思っていたのだろう。

　未華子は、果帆の住所や彼氏の有無に関する情報を流す代わりに、横田にネタの提供を要求した。

　そして、そんなやり取りをして間もなく、田辺は自分が果帆の元カレであることなどをバラし、未華子と結託して直希の留守中を狙い、ここにやってきたというわけだ。

「未華子、そろそろ来るんじゃないかな？　彼女、結構悪い子だよね。果帆さぁ、もっと危機感を持とうよ。彼女、果帆のスマホを盗み見る時に、ここの鍵のコピーを作るために鍵の品番もチェックしたらしいぜ」

　確かに、果帆は未華子とここで対峙した時に、スマホと一緒に直希から預かっていた鍵も一緒に置いていた。それには鍵番号が刻印されており、田辺曰く、未華子はそれを盗み見て合鍵を作ったようだ。

「だから、もう診療所の出入りは自由なんだ。今日は、タイミングよくここへ来て、俺と果帆がイチャついている現場を録画してここの医者に見せるんだって、はしゃいでたよ。彼女とは何度か東京で会って話したり、飲んだりしてるんだ。彼女、ノリがいいし、会えば楽しく遊ばせてもらってるよ」

　今の田辺の発言で、おそらく二人はかなり親密な関係にある事がわかった。

　横田だけではなく、未華子まで……。

　大人しい横田は、きっと彼女を利用しようとした田辺に騙されて、うっかり関係を持っていいように使われてしまったか何かだ。

　未華子はしたたかではあるけれど、田辺にとっては適当に持ち上げれば、容易に利用できる世間知らずのお嬢さまに過ぎなかったのではないだろうか。

　卑劣な男だとは思っていたが、まさかここまでだとは思わずにいた。

　果帆は改めて田辺を恐ろしく思い、同時に嫌悪感を強くして、無理矢理彼の手から逃れようとした。

　しかし、すんでのところで抱き留められ、ベンチに腰掛けた両脚を田辺の片脚で押さえつけられてしまう。

「やっ……」

　顔を背けた首筋に、田辺の荒い鼻息を感じる。

　彼は再度果帆の手を自分の股間に押し当て、スラックスのジッパーを下ろすよう命じてきた。

　当然、そんな事ができるはずもなく、果帆は思い切り手足をばたつかせて、もう一度田辺の拘束を解こうとした。

「痛っ！」

　振り回す手足が田辺の身体のどこかに当たったのか、彼が大きな声を上げる。

　しかし、痛がりながらも田辺は果帆を離すまいとする力を緩めようとせず、勢い余って二人して床に転げ落ちた。

　ドスンと鈍い音がして、田辺を上にして背中から落ちる格好になった果帆は、そのまま彼に押さえつけられてしまう。

　その時、タイミングを見計らっていたかのように、未華子が玄関のドアを開けて中に入ってきた。彼女は、田辺に押さえつけられている果帆を見て、嬉しそうな声を上げる。

「わぁ、間に合ったみたいでよかった！　ちょっと待って。今、録画するから」

　未華子が持っていたバッグを探り、スマートフォンを取り出した。

　そして、ニコニコと笑いながら、床にいる二人に向かってスマートフォンのカメラを向けてくる。

「あら？　これは、なあに？」

　田辺が持っていた果帆のショーツが、いつの間にかまた床に落ちている。未華子がショーツにレンズを近づけ、ぷっと噴き出して田辺を見た。

「やだ……まさか、服を着たまま、するつもりだったの？」

　未華子に訊ねられて、田辺が首を横に振る。

「それは、果帆が自分で脱いだやつだ。なぁ、果帆？　お前は、俺が来るのを予知して、わざわざ濡らして待ってくれていたんだよな？」

「違いますっ！　私はあなたのためにそうしていたわけじゃありません！　絶対に、違います！」

　果帆はこれだけは勘違いされては困ると思い、必死になって弁明した。

「へえ〜、すごいわね。人は見かけによらないって言うけど、まさにそれだわ」

　未華子が言い、果帆の顔を無遠慮に眺めた。

　心底嫌な気分だ。こればかりは、こんなところで自慰をしていた自分が悪い。

　せめて、ショーツを穿いてからドアを開けるべきだったのに、自分の危機管理能力のなさを恨んでも恨み切れない気分だ。

「ふーん。そういう事ね」

　未華子が訳知り顔で、改めてカメラを構えた。

「いいわよ、康太。いろいろとバッチリ撮ってるから、好きなようにやっちゃって」

　未華子が、じりじりとこちらに近寄り、果帆に向かって舌を出してきた。

「止めて！　未華子さん、何でなの？　お願い！　こんな事、しないで！」

　果帆が懇願するも、未華子はどこ吹く風とばかりに知らん顔を決め込んでいる。

　録画されているのを意識してか、田辺が果帆をなだめようとして、気味の悪い猫なで声を出してきた。

「こら、果帆。そんなに暴れると、まるで俺が果帆を襲おうとしているみたいに見えるだろう？　それはさすがにマズいから、もっと大人しくしてくれよ。俺が無理強いはしない男だって知ってるよな？」

　確かに、田辺は果帆に無理矢理セックスを強要する事はなかった。しかし、それは彼にコントロールされていたからだ。

　田辺は口が達者で、言葉巧みにそうしなければならないよう仕向けてくる。

　けれど、今の果帆はもう彼のおもちゃではない。

　しかし、彼を恐れる気持ちはまだ残っており、思うように身体が動かないのだ。そうでなくても、田辺は果帆の手足の動きを奪うように、身体を押さえつけている。

　怖い！

　頑なに横を向き、脚を閉じたまま身を硬くする果帆の目の前に、未華子がしゃがみ込んで顔を覗き込んできた。

　興奮しているのか、彼女は果帆にカメラを向けながら頬を紅潮させ、鼻孔を膨らませている。

「そんなの気にしなくていいんじゃない？　だって、この人がそういう性癖を持ってるって事にすればいいんだし。つまり、Ｍ気質？　そもそも、康太、この人にはそういう傾向にあったって言ってたじゃない」

「それはそうだけど、カメラを通してじゃわかりにくいだろう？　それに、いきなりカメラを向けられるとやりにくいし、せっかく勃ったのに萎えちゃったじゃないか」

　田辺が文句を言い、股間を果帆の恥骨に擦り付けてくる。

　確かに、さっきまでの硬さはなく、ブヨブヨしていて気持ち悪い事この上ない。

　いずれにせよ、再び勃起する前にどうにかして逃げ出さなければ、たいへんな事になる。

「とにかく、くれぐれも脅し以外には使わないでくれよ」

「わかってるって」

　未華子が言い、田辺に向かってウィンクをする。

　未華子は短めのニットワンピースを着ており、しゃがんでいる今、正面にいる果帆にはショーツが丸見えになっている。

　どうやら意図的にそうしたようで、彼女は話しながらワンピースの裾を上に引き上げ、腰を突き出すようなポーズを取りながら閉じていた膝を開いた。

「おやおや……あいかわらずのお転婆だな。もしかして、見て録画するだけじゃなくて、参加したいのか？」

「えぇ〜、それはどうかなぁ」

　未華子がクネクネと身体をくねらせ、唇を尖らせて迷っているような仕草をする。

　果帆は絶望的な気持ちになりながら、彼女の股間から目を逸らした。

　見た目だけは清純そうな未華子だが、かなり猫を被っていたみたいだ。

　そんな事にも気づかないで、スマートフォンや診療所の鍵を彼女のそばに放置した自分を殴りたくなる。

　未華子の媚態びたいのおかげか、田辺のものがムクムクと大きくなり始めた。

「よし、とりあえず復活した。果帆、そういえば、お前とは人前でシたことはなかったよな。結構いいぞ」

　田辺が果帆の唇にキスをしようと、顔を近づけてきた。

　果帆は顎を引いてそれを阻止し、彼の胸元を思い切り掌で押した。同時に、果帆の脚を挟むようにしていた田辺の股間に膝蹴りを食らわせた。

「うぐぅっ！」

　田辺が、くぐもった叫び声を上げ、果帆の上から離れて床の上に転がった。

　かなりの痛みを感じているようで、彼は呻き声を上げながら丸くなって悶絶している。

　果帆は、その隙に床から拾い上げたショーツを穿き、診療所の外に逃げ出そうとした。

「ちょっと待ちなさいよ！」

　駆けだそうとした果帆に、未華子が追いすがってきた。

　前に行こうとしていた体勢が崩れ、果帆はまた床に倒れ込んでしまう。膝をしたたかに打ったが、それでも立ち上がって玄関のドアに手を伸ばそうとした。しかし、その手を未華子に掴まれて、乱暴に横に払われる。

「ぜんぶ、あなたが悪いのよ！　家の事、解決したなら早くいなくなるべきでしょ！　それなのに、いつまでも居座って高見先生に迷惑ばっかりかけて！　いなくなれ！　今すぐにいなくなってよ！」

　未華子が叫びながら、果帆の背中を拳で殴ってくる。

　痛みに耐えながら膝立ちで前に進み、どうにかドアノブを掴んでそれを支えに立ち上がろうとした。

　それと前後して玄関のドアが開き、果帆は引っ張られるようにして前につんのめった。

「きゃ……」

　咄嗟に身を固くして、転んだ時の衝撃に備えた。

　しかし、倒れる前に身体をしっかりと支えられ、事なきを得る。

　顔を上げると、抱き留めてくれているのは直希だ。

「果帆、どうした？　──これは、なんだ？」

　直希が果帆を抱き寄せたまま、リビングルームの惨状に目を瞠みはった。

　彼に支えられながらうしろを振り向くと、未華子が青い顔をして固まっている。彼女は背後の床で未だ悶絶している田辺を見て、今にも泣きそうな表情を浮かべた。

「こ、これは、ぜんぶ、あの人のした事です！　私は、何も──」

　何かしら言い逃れをしようとする未華子を睨むと、直希が果帆を守るようにしっかりと抱き寄せてくる。

　未華子はすでにオロオロするばかりだし、田辺はあとしばらくは立ち上がれない様子だ。

「果帆、大丈夫か？」

　彼に訊ねられて、果帆ははっきりと頷いて直希を見た。

「大丈夫」

「本当に？」

「本当よ。危なかったけど、直希が帰ってきてくれたから、もう大丈夫。直希……帰ってきてくれてありがとう」

　果帆は礼を言い、直希の腰に手を回した。

　それまでの恐怖と緊張感が安堵に変わり、ホッとするあまり膝から力が抜ける。へたり込みそうになるが、直希がしっかりと抱き寄せてくれているから大丈夫だ。

　果帆が感謝を込めて彼を見つめると、直希が背中を擦ってくれた。　

「もっと早く帰ってたら、果帆をこんなに怯えさせずに済んだのに……ごめん、果帆。遅くなって悪かった」

「直希は悪くない。私が、いけなかったの──」

　声を震わせる果帆の頬を、直希が優しく撫でてくれた。

　そうしている間も、彼はリビングルームにいる二人に警戒し続けている。

「若先生、どうした？」

　直希と一緒だったのか、一郎がやってきて直希に声を掛けてきた。そのあとに、彼の妻のひとみが続いている。

　直希が一郎たちに道を譲るようにして、果帆とともに診療所の中に入った。

　ひとみが追い付き、夫婦でリビングルームの惨状を見て、あんぐりと口を開ける。

「なんなの、これ？　あの人、誰？　ここで何してるの？　果帆ちゃんに何をしたの？」

　ただならない気配に一郎よりも先に気づいたのは、ひとみだった。

　大声を上げるひとみに驚いていた一郎だったが、ようやく何かしら果帆が危険な目に遭っていた事を本格的に理解した様子だ。

「警察を呼ぼう！　若先生、警察、呼ぶよね？」

「お願いします」

　直希が言い、一郎がさっそくスマートフォンを取り出して警察に連絡を入れる。

　ひとみが果帆に寄り添い、声を掛けながら背中を擦ってくれた。

　その隙に、それまで棒立ちになっていた未華子がいきなり玄関に向かって走り出し、あっという間に外に出ていってしまった。

　途中、一郎の背中にぶつかったようだが、そのまま乗ってきたらしい自転車を駆って去っていく。

　それから間もなくして、警察のパトカーが到着した。

　男女一人ずつの警官がやってきて、果帆は女性警官に詳しい事情を説明した。

　その後、警官たちは床に倒れたままの田辺に話しかけ、二人して彼をどうにか立ち上がらせてパトカーまで連れていく。

　田辺は、相当ダメージを食らったのか、半分引きずられるようにして連行されていった。

　それからすぐに一郎が、ひとみに追い立てられるようにして自分たちの車に乗って診療所をあとにする。

「果帆」

　直希が何度となく名前を呼びながら、果帆の唇にキスをする。

　心から安心した果帆は、彼と唇を合わせながら、はらはらと安堵の涙を流すのだった。










第五章　それぞれの行き先










　年が明け、新年の慌ただしさも、すっかり落ち着いた一月の下旬。

　果帆は日曜日の朝早くに目覚め、ベッドのヘッドボードにもたれながら出窓のガラス越しに見える雪景色を眺めていた。

　昨夜から降り積もっている雪は辺り一面を真っ白にして、音さえも消している。

　これほどの雪なら、今日は誰もが家の中で大人しくしている事だろう。

　今から一カ月半前、果帆は突然やってきた元カレの田辺に襲われ、心に深い傷を負った。

　警察により身柄を拘束された田辺は、のちに送致されて警察官による取り調べが行われた。

　その結果、田辺は果帆以外の女性に不同意わいせつ行為および不同意性交を行っていた事が判明。果帆の件に関する罪と同様、ほかの被害者の証言により事件として起訴されて実刑判決を申し渡された。

　果帆に対して非道を行った田辺だが、それよりもひどい事をほかの女性にしていたのだ。

　おそらく、そのうちの一人が横田なのだろう。彼女はきっと、かつての果帆以上に田辺にコントロールされて、自分がいいように利用されているとわかっていても、どうする事もできなかったのだと思われる。

　いずれにせよ、今後田辺は刑務所に収監され、確定した刑期が満了するまで服役をする事になる。

　一方、各方面からの証言により果帆の件に間接的に加担した事がバレた未華子は、警察で事情聴取をされたのちに厳重注意を受けた。

　彼女には背中を殴るなどの暴力を受けたものの、未華子の両親が示談を申し入れてきたため、果帆はそれを受け入れた。

　詳細を知った未華子の両親は激怒し、娘を伴って果帆に対して誠心誠意謝罪してくれた。しかし、そんな時でも未華子は果帆に対して不遜な態度を取り、両親をさらに激昂させた。

　その結果、彼女は両親からの生活費の援助を切られる事になり、今後の態度次第では勘当も視野に入れていると言われてしまったようだ。

　温室育ちで、一度も働いた事がない未華子が、今後どうやって都会暮らしを継続させるのかは、わからない。

　彼女には背中を殴られたし、いろいろ暴言を吐かれた。

　しかし、彼女が撮った動画が捜査の役に立ったこともあり、果帆は彼女の両親が持ち掛けてきた示談に応じる事にしたのだ。

『一人娘だからと、甘やかして育てた私たちが悪かったんです』

　未華子の母親は、そういって果帆の前で涙を流した。

　両親を早くに亡くした果帆は、母親の記憶がほとんどない。けれど、祖父母の愛情を受けて育ったし、祖父亡きあとは一人で果帆を育て上げてくれた祖母には感謝してもしきれないほどだ。

　理由はどうであれ、我が子のために涙する未華子の母親の姿は、果帆にとって胸に響くものがあった。

　とにもかくにも事件は解決し、果帆は今も診療所で働き続けている。

（それにしても、あれは恥ずかしかったな）

　果帆子は床に落ちていたショーツを思い出し、表情を曇らせた。

　どんな理由があるにせよ、果帆がショーツを穿かないで玄関のドアを開けた事に変わりはない。

　そもそも、誰か確かめもせずに開錠したのは果帆であり、不用意に診療所の鍵やスマートフォンを置きっぱなしにしたのも自分だ。

　家の件が解決したと思ったら、また騒動を起こして周りの人たちに迷惑をかけてしまった。

　平穏だった地域住民の暮らしに、果帆が来て以来波風が立っている。

　よそ者の自分は、ここに来るべきではなかったのかもしれない……。

　そんな事を考えていると、部屋のドアをそっとノックする音が聞こえてきた。

「果帆？」

　小さな声で呼びかけられ、果帆は自然と微笑みを浮かべながらドアのほうを振り返った。

「うん、直希。もう起きてるわよ」

　ドアが開き、二人分のマグカップを持った直希が部屋の中に入ってきた。

「おはよう、果帆。具合はどうだ？」

「もう大丈夫そう。熱も下がったし、喉も痛くない」

「どれ……うん、顔色も良くなったし、これならもう大丈夫だ」

「よかった。直希、ありがとう」

　直希に太鼓判を押され、果帆は笑顔で直希に礼を言った。

「どういたしまして。これくらい、当然だろう？」

　マグカップを載せたトレイをベッドサイドのテーブルの上に置くと、直希がベッドの縁に腰を下ろした。

「この調子なら、週末の誕生会に出られそうだな」

「そうね。せっかく呼んでくれてるんだもの。ぜったいに顔出しをしないと」

　今度の日曜日は、百合の誕生日だ。

　そこで、彼女の一番の仲良しであるひとみが誕生日パーティーを計画し、当日は百合の店に集まる事になっているのだ。

「誕生会と言っても、要はみんなで集まって、楽しく飲み食いして騒ぎたいってだけなんだけどな」

　直希が言い、果帆も頷きながら同意する。

「ここの人たちは、本当に暖かい人たちばっかり。私、お世話になりっぱなしだわ」

　田辺の事件で一時騒然とした地域の人たちは、被害に遭った果帆をいろいろと気遣ってくれた。

　年末年始を迎え、帰る実家のない果帆のために食事会を開き、用事がないのに診療所を訪れては他愛のないおしゃべりをして帰っていく。

　診療所も冬季の休みに入るから、直希はてっきり実家に帰るものだと思っていた。

　けれど、彼はずっと果帆とともに診療所に残ってくれて、ささやかではあるが二人きりのクリスマスパーティーを開き、ともに新年を祝った。

　嬉しい反面、自分がここにいるせいで直希が家族とともに過ごす時間が減っている事を申し訳なく思う。

　オマケに体調まで崩して、直希に余計な労力を使わせてしまっている。

　果たして、自分はここにいていいのだろうか？

　いずれ出ていかねばならないにせよ、どうせなら早いほうがいいのではないのか。

　もう何度となく考えてきたが、結局はどうするか決められないままだ。

「果帆、近頃、よく考え事をしているようだけど、何か悩み事でもあるのか？」

　直希がそう訊ねながらブランケットの中に入ってきて、果帆の隣に座った。

　これ以上余計な心配をかけないよう気をつけていたのに、直希にまた気を遣わせてしまった。

　果帆は咄嗟に首を横に振り、窓の外を指した。

「雪が……。私の田舎も、これと同じような雪景色だったなぁって。そう思って見ていると、育ててくれた祖父母の事や、ろくに記憶がない両親の事を思い出しちゃって。もう住んでた家もないし、祖父母が亡くなってからはいい思い出なんかないんだけど」

　直希には、田舎の親戚達と祖父母の遺産の件で揉めた事も話してある。

　ただでさえ遠方だし、もう何年も墓参りすらできていない。もちろん、両親と祖父母には毎日心の中で手を合わせている。

　しかし、このまま田舎を訪れる事はないのかもしれないと思うと、さすがに胸が痛い。

「俺がそばにいる。だから、一人で背負い込むな。何か思う事があるなら、何でも言ってくれていいから」

　直希の指に顎をすくわれ、長いキスをする。

　この幸せが、ずっと続けば何も言う事はない。

　彼と出会って以来、何度となくそう思い続けてきた。

　しかし、これは自分の胸にしまっておくべき秘密の願いだ。

「ありがとう、直希。じゃあ、言うけど……。この雪景色を見ながら、直希と繋がりたい。激しくなくていいから、私の中に直希を感じたいの」

「いいよ。熱がぶり返さない程度に、果帆の中に入って俺を感じさせてあげる」

　部屋の中は十分あたたかく、裸になっても寒さは感じない。

　果帆は直希とともに着ているものをすべて脱ぎ捨てると、彼に誘われて窓の前に立った。

　出窓のカウンターに手を置くと、直希がうしろから果帆の身体を抱き寄せてくる。

「果帆」

　囁きながらヒップラインを掌で撫でられ、少し腰をうしろに突き出した格好になった。

　直希の両方の掌が乳房を覆い、ゆっくりと揉みしだきながら、指先が乳嘴をキュッと摘まみ上げる。

「もう、濡れた？」

　耳のうしろを舐めながらそう聞かれ、果帆はうしろ手に直希の腰を自分のほうに引き寄せた。

「もう、とっくに。知ってるくせに」

「ああ、もうとっくに知ってたよ」

「あっ……あ……ん、ん……」

　濡れた蜜窟の中に、避妊具をつけた直希のものが滑るように入ってくる。

　入り口からわずかに入っただけの切っ先が、小さな水音を立てながら出たり入ったりを繰り返す。

「久しぶりだから、ちょっとずつにしよう。まだ深くは入れないで、浅いところを十分に可愛がってから……」

　狭い入り口を硬い括れで何度となく刺激され、中の襞がうねうねとうねり出す。

　自然と腰をくねらせる果帆を見て、直希が片方の手を下腹に移動させた。

「もっと深いところにほしいのかな？　でも、今みたいに焦れったいのも好きだろう？」

　指が薄い柔毛に分け入り、花芽に触れるか触れないかの位置をトントンとタップする。

　愛撫を期待する花芽がジンジンと痺れ、早々に硬くなってツンと尖った。

「んっ……、す……きっ……。すごく……好き。あっ……あ……」

　直希の指が、ようやく花芽の先をとらえ、小刻みに揺れる。

　焦れったいのがというより、彼にされる事のぜんぶが大好きだ。

　直希になら、何をされても構わない。

　そう思えるほど、果帆はもう彼を深く愛していた。

「直希っ……、だけど、もう──」

　もっとほしいとねだるより前に、直希が果帆の中に深々と屹立を突き立て、腫れた花芽を指で繰り返し撫でさすってきた。

　欲求を満たされた果帆は、即座にギリギリまで昇りつめて切なげな嬌声を上げる。

「まだ……直希……、まだ、イきたくない……、ぁんっ……」

　願いをすぐに聞き入れた直希が、腰の動きを止めて、果帆をうしろからゆったりと抱き寄せてきた。

「俺も、まだイきたくない。できる事なら、果帆とずっとこのままこうしていたいくらいだ」

「……私と、ずっと……このまま……？」

「ああ、果帆と、ずっと」

　直希がそう言っているのは、ただ単に今の快楽の事だ。

　ずっと、も刹那的な表現をしただけ。

　そうとわかっているのに、どうしてこうも心が反応してしまうのだろう？

「ぁんっ……、んっ……」

　まったく動いていないにもかかわらず、快楽がさざ波のように押し寄せてくる。

　それは直希も同じみたいで、彼のものが果帆の中で硬さを増していくのがわかった。

　屹立が奥でいっそう反り返り、襞をめくり上げている括れが、内奥に潜む快楽の源にぴったりと寄り添う。

　静かな絶頂が込み上げてきて、果帆は息をひそめ、爪先立って身を仰け反らせた。

　蜜窟の中がキュンキュンと収縮し、屹立を捩じるように締め付ける。

「果帆っ……」

　直希のものが力強く吐精し、果帆と快楽を共有する。

　果帆は目を閉じ、荒くなった息が静まるまで彼の胸に背中を預けて、じっとしていた。

　ようやく普通に呼吸ができるようになり、薄く目を開けて窓の外を見た。

　雪は、さっきよりも降る勢いを増しており、景色の境目が白くぼやけてわからなくなっている。

「果帆、寒くないか？」

　直希が優しい声で訊ね、果帆のこめかみにキスをしてきた。

「ぜんぜん、寒くないわ。ねえ、直希……私たちって、最高の……セフレ、だよね？」

　果帆が言った言葉が、シンと静まり返っている部屋の中で、やけにクリアに聞こえた。

　直希がみじろぎをして、うしろから身を乗り出すようにして果帆と唇を合わせてくる。

「そうだな。俺と果帆は、最高のセフレだ」

「……うん」

　果帆は彼の言葉に頷き、直希の目をじっと見つめた。

　そして、心の底からの想いを込めながら、彼の唇にキスを返すのだった。







　二月に入り、冬の寒さがピークを迎え、冷え込みがいっそう厳しくなってきている。

「じゃあ、留守をよろしく」

「はい、わかりました。気をつけていってらっしゃい」

　診療所の玄関先で挨拶を交わしたあと、直希がチラリと周囲を確認して果帆の唇にチュッとキスをしてきた。

「ちょっ……直希ったら！」

「大丈夫、誰も見てやしないよ」

　笑顔で手を振り、直希が車に乗り込んで学会に出席するために車で出かけていく。

　学会は三日間の予定で、東京以南にある地方都市で行われる。

　診療所の前の道で去っていくテイルランプを見送ったあと、果帆は急ぎ足で屋内に駆け戻った。

「おお、寒っ！」

　声を上げながら身震いをし、キッチンに向かってお湯を沸かし始める。

　時刻は午後二時少し前。

（ここって、こんなに雪深いところだったんだなぁ）

　小窓から外の景色を眺めながら、果帆はさっき見た天気予報を思い浮かべる。

　もうすでに雪は止んでおり、夕方には晴れるだろうと言っていた。

　しかし、週末にはまた天気が崩れると予報されている。

「あ、いけない！」

　いつの間にか、ホーローのやかんからシュンシュンと音が立ち、コンロの周りが白い湯気でいっぱいになっている。

　果帆はコンロの火を止めて、お茶のパックをやかんの中に入れた。

　お茶パックは、直希の祖父が専門の農家から定期的に購入しているもので、煎じると独特な香りがする。味はやや苦く、かなり癖があるため、直希はあまり飲みたがらない。

　しかし、果帆は逆にその味が気に入っており、彼からたくさん飲んでいいと言われていた。

　だからといって、彼の祖父が孫息子のために買ったものを遠慮なく飲んでいるわけではない。

　今日のように特別寒い日に、ひとパックだけ。

　それでマグカップに二杯飲めるし、それを飲んだあとは身体が芯からぽかぽかしてくる。

（直希のおじいさま、そろそろ診療所に復帰なさる頃よね）

　直希の祖父である高見太一は、先月の半ばに高見総合病院を退院し、現在は東京にある自宅で療養中だと直希から聞かされている。

　それを聞いた時、果帆の頭の中に真っ先に浮かんだのは、今の生活がいよいよ終わりを迎える日が近いという事だ。

　その日を意識して以来、果帆は少しずつ覚悟を決め、直希と過ごせる時間をそれまで以上に大切にしてきた。ひとつひとつの思い出を心に刻み、彼をずっと覚えていられるよう五感を駆使して直希を自分の中に刻み込む。

　彼と過ごした時間は、果帆にとって一生のうちで一番大切な宝物になるだろう。

　そう断言できるほど、彼を心から愛している。

　今後、自分がどんな人生を歩もうと、直希との思い出があればきっとどうにか生きながらえていけるはずだ。

（なぁんて、今から生涯を通してパートナーなしでいる覚悟を決めてるみたい）

　そうでなくても、直希以上に深く愛せる人が、今後出てくるとは思えない。

　果帆はため息をついて、視線をうつろわせた。

　直希は祖父の退院後に何度か実家に帰っており、その時に診療所についても話を進めているのだろう。

　もしかすると、もう具体的な日取りなどが決まっているのかもしれない。

　けれど、具体的な日取りなどを聞くのが怖くて、果帆は自分からは何も聞かないでいる。

（はぁ……こればっかりは、気を回してもどうしようもないものね）

　お茶入りのやかんを見つめながら、果帆はもう一度深くため息をつく。

　少し蒸らしてから飲もうとして、いったんリビングルームに戻った時、診療所の駐車場に車を停める音が聞こえてきた。

（あれ？　誰だろう？）

　果帆がリビングルームの窓から外を見ると、ちょうど駐車場に紺色の車が止まるところだった。

　地域の人たちには、直希が学会で三日間不在になる事は事前に伝えてある。

　だから、ここに患者が来るはずはないし、もともと今日の午後は往診になっており、何かの手違いで来るにしても事前に連絡が入るはずだ。

　音を聞いた時は、直希が忘れ物でもして戻ってきたのかと思った。けれど、彼の車は祖父から受け継いだもので、冬の雪道でも目立つ明るい赤色をしている。

　今駐車場の停まっている紺色の車は、この辺りでは見かけないものだ。

　そのまま様子を窺っていると、車からキャメル色のコートを着て同色の帽子を被った恰幅のいい男性が降りてきた。

　この辺りの人ではないような気がするが、はっきりとはわからない。

　セールスの人には見えないし、かなり年配のようだが……。

　そうこうしている間に玄関のドアをノックする音が聞こえてきた。

　どうであれ、外は寒くお年寄りを、そんなところで長々とまたせるわけにはいかない。

　果帆は玄関横の窓を開け、ドアの前に立つ男性に声を掛けた。

「こんにちは。どんな御用でしょうか？」

　にこやかに訊ねると、男性が帽子を脱いで挨拶を返してきた。

「こんにちは。あなたが藤谷果帆さんかな？　はじめまして。直希の祖父の高見太一です」

「えっ⁉　あ！」

　よく見ると、男性の顔は診療所の壁に貼られている写真の中の一人だ。

　果帆は仰天して、窓の外に身を乗り出すようにして頭を下げた。

「は、はじめまして！　藤谷果帆と申します！　い、今すぐにドアを開けますから──」

　果帆は大慌てでドアを開錠して、太一を中に招き入れた。

　コートを脱ぐ太一に手を貸し、丁寧にそれを受け取ったのちにポールハンガーに掛ける。

「いやぁ、今年も雪がたくさん降ったね。やはり、手袋の手だとドアをノックしにくいな。患者さんから前に言われた事があったんだが、そろそろドアベルをつけたほうがいいかな？」

　笑顔で質問をされて、果帆は緊張の面持ちで、こっくりと頷いた。

「そ、そうですね。患者さんの中には手を痛めている方もいらっしゃるし、そのほうがいいかもしれません。ですが、せっかく雰囲気のある建物なので、ここに合うようなドアベルをつけたほうがいいかと──」

「そうなんだよ〜。ここは、昔幼稚園だった建物でね。それを私が買い取って診療所にしたんだよ」

「ああ、だからドアの色とか、パステル調で可愛らしいんですね」

　はじめて知る診療所の歴史に、果帆は驚きつつ納得して頷く。

　それにしても、さすが祖父と孫だ。

　実物の太一は、柔らかな雰囲気まで直希に似ている感じがする。

「ん？　これは、私が愛飲しているお茶の香りだね？」

　太一が鼻をクンと鳴らし、中に立ち込める香りを嗅ぐ。

「はい、そうです。すみません、直……若先生の許可を得て、私もたまにあのお茶をいただいているんです」

　うっかり普段どおりの呼び方をしそうになり、あわてて誤魔化してにっこりする。

「おお、そうかね。あれは身体にいいから、遠慮せずに、どんどん飲んでくれていいよ。どうせ、直希は苦いとか何とか言ってあまり飲まないだろう？」

「え、ええ、まあ……。お茶、今淹れたばかりなので、持ってきますね」

　果帆は、そそくさとキッチンに向かい、二人分のお茶をトレイに載せてリビングルームに戻った。

　太一はベンチ型の椅子に腰かけ、懐かしそうに部屋の中を見回している。

「どうぞ。熱いので、気をつけてください」

「ありがとう、いただくよ。おや、これは私のマグカップだね」

　果帆は直希から太一のマグカップがどれか聞かされていたし、せっかくだからとそれにお茶を入れてきたのだ。

　果帆は長テーブルを挟んで太一の正面に座り、改めて彼に自己紹介をした。

　太一は直希から話は聞いていると言い、日頃ここを手伝っている事に対して礼を言い、労いの言葉まで掛けてくれた。

「私は何の資格も持っていませんし、お役に立てているかどうか……」

「いや、直希はとても助かっていると言っているよ」

　太一が、ふうふうと息を吹きかけながら、ゆっくりとお茶を飲む。

　果帆も同じようにお茶を飲み、しばらくの間、互いに何も言わないままそれぞれのマグカップに集中した。

「あの、お身体の具合はいかがですか？」

「おかげさまで、こうしてなんとか動き回れる程度には、良くなったよ。このまま順調に回復すれば、雪が融ける頃にはここに復帰できるんじゃないかな」

　太一の言葉に、果帆はマグカップを持つ指を緊張させた。

「それは、よかったです」

　果帆は言い、無理に微笑みを浮かべて、ひと口お茶を飲んだ。

「あ……先日『かわばた食堂』の百合さんから、美味しい最中をいただいたんです。今、持ってきますね」

「おお、百合さんか。あいかわらず元気にしているんだろうね」

「はい、とっても」

　キッチンに向かい、棚からお菓子の箱を取り出す。

　中の最中を木製の菓子入れに移しながら、果帆は瞬きもせずに胸の痛みに耐えた。

　雪が融ける頃、とはこのあたりではいつ頃を指すのだろうか？

　いろいろな事が頭の中をぐるぐると巡り、どうしていいかわからなくなる。

　だが、今はそれについて深く考えている場合ではない。

　果帆は最中を持ってリビングルームに戻り、笑顔でそれをテーブルの上に置いた。

「ありがとう、いただくよ。どうだね、ここでの暮らしは？」

　太一が包み紙を解き、取り出した最中をひと口食べてにっこりする。その顔は、直希が美味しいものを食べた時の表情とそっくりだ。

「直希から果帆さんの家の事も、少し話を聞いているよ。たいへんだったね。まだ、ゆっくりと考えているところだと思うが、今後もし立て直しを考えるようなら、この辺りで信用のできる大工さんを紹介するよ」

　家の事については、事前に太一に話していいか直希から聞かれていた。

　太一はこの辺りに限らず、かなり顔が広いようだ。何かしら力になってくれるだろうと言われ、家の件を太一に話すことについては、彼に一任することにしていた。

「ありがとうございます。おっしゃるとおり、まだどうするか考え中で……。いえ、正直なところ、まだそれすらもできていないんです」

「そうだろうね。無理もない。どうするにしても、私もここの住人の一人だ。力になれる事があれば、協力は惜しまないよ」

　直希と同じで、太一は根っからのいい人だ。

　果帆は心が温かくなるのを感じながらも、頭の隅でそう遠くない未来に漠然とした不安を感じていた。

「今日私がここに来た理由のひとつは、和江さんの様子を見るためなんだ。彼女とは私が入院している間も、ご両親の介護について連絡を取り合っているんだ」

「はい、和江さんからもそう伺っていました」

「そうかね。知ってのとおり、和江さんはここのところ、疲労困憊の様子でね」

「ええ……」

　和江の介護疲れは、今に始まった事ではない。

　彼女の家には直希が定期的に顔を出しているが、彼女の両親の症状は一進一退の状態だ。

　和江の両親はともに脚が悪く、介護するにもかなり体力がいる。

　もとは介護するのは父親のみだったが、のちに母親も病気がもとでまともに動けなくなった。

　最近では父親に認知症の症状が現れ、母親の状態も悪くなってからは、もともと利用していた公的なサービスを増やして介護にあたっている。

　果帆も直希とともにできる事は協力していたが、和江の負担は増える一方だ。

　以前から相談に乗っていた太一は、このままだと和江自身が倒れてしまいかねないと判断し、彼女の父親が入所するに適している施設を勧めにきたらしい。

「そうだったんですね。和江さん、人一倍頑張り屋さんですものね」

「そうなんだよ。彼女にとって、親を施設に入れるというのは、あまり気が進まない事だと思う。だが、今日薦めようと思っている施設は、ここからさほど遠くない場所にできる予定なんだ」

「できる、というと──」

「まだ、作っている最中でね。規模はさほど大きくはないんだが、環境はいいし設備は整っている。スタッフも経験豊富な人を集めたし、面談も済ませたんだ」

　太一が持参したバッグからパンフレットを取り出し、長テーブルの上に置いた。

　それは来春にオープン予定の介護施設のもので、中を見ると提携先に『高見総合病院』の文字がある。

「これは……もしかして──」

「そこは『高見総合病院』が新たにオープンさせる介護施設のひとつなんだ。ここを利用できれば、和江さんの介護生活も、ずいぶん楽になると思うよ」

　むろん、入居するには相応の費用がかかるが、場所柄もあって都会に比べるとかなり低い料金設定になっているようだ。

　よく見ると、関東地区に限られているが、ほかにも同じような介護施設がほかに四つあった。

　以前、直希から大まかな話は聞かされていたが、同病院の正式名称は『社会医療法人　高見会　高見総合病院』であり、太一はこの診療所の院長であると同じに、高見総合病院の理事長職に就いている。

　太一曰く、これからも必要に応じて介護施設を増やしていく予定であり、今後は直希とも連携していく予定でいるようだ。

「それと、私がここに来たもう一つの理由だが、ほかでもない果帆さんに会うためだったんだよ」

「私に……？」

　太一の言葉に、果帆は驚きを隠せない。

　戸惑った様子の果帆を見て、太一が鷹揚に微笑みを浮かべた。

「さっきも話したが、直希は果帆さんのサポートがあって、とても助かっていると言っていた。気配りもあるし、とても優しくて穏やかな人だとね。それなら、私も是非一度、会って話してみたくなってね。いやぁ、来てよかった。果帆さんは、直希が言っていたとおりの人だったよ」

　わざわざ直希がいない時を狙ったのは、そのほうがゆっくり話せると思ったから、との事だ。

　直希ばかりか太一にまで評価されて、果帆は照れて頬を赤くして、もじもじと下を向いた。

「私はできる事を精一杯やっているだけです。それしかできませんし、若先生のほかにも、この辺りの皆さんにはお世話になりっぱなしです。なので、いただいた恩を返すつもりで、ここでの仕事を頑張らせていただいています」

「なるほど、そうかね。うんうん」

　太一は果帆の話に頷きながら耳を傾け、ニコニコと機嫌よく微笑みながら二つ目の最中に手を伸ばした。

「果帆さんとこうして話せて、本当によかった。これで一安心だ。これからも、直希とここをよろしく頼みます」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします！」

　太一に頭を下げられ、果帆はあわてて彼よりも低い位置まで頭を下げた。

　その拍子に、額を長テーブルの端に思い切りぶつけてしまう。

「いっ……たぁ……」

「おやおや、果帆さん、大丈夫かね？」

「はい、だいじょうぶ、です……」

　一瞬目から火が出たが、痛みよりも恥ずかしさのほうが勝っている。

　よりによって、直希の祖父の前で間抜けな姿を晒してしまうなんて……。

　果帆が自分の情けなさに顔を上げられずにいると、太一がその間にタオルと氷入りの氷嚢を持ってきてくれた。

　さすがに手際がいいし、ちょっと前まで入院加療していた人は思えないフットワークの軽さだ。

「ありがとうございます……。すみません……せっかく褒めていただいたのに、私ったら……」

「私もそうなんだが、果帆さんもちょっと、おっちょこちょいなのかな？　どれ、もう一度よく見せてもらってもいいかな？　……ふむ、このまま少し冷やしておけば、そうひどいたんこぶにはならなさそうだ」

　太一はホッとしたように、にっこりする。

　その優しい笑顔には、確実に癒し効果があった。

「大げさに痛がって、すみませんでした。実は、痛みよりも恥ずかしさのほうが勝っていて……」

　果帆が正直に白状すると、太一が可笑しそうに笑い声を上げる。

「そうかね。いや、果帆さんは実に可愛らしい人だ。なるほどなぁ、うむうむ」

　太一が、何かしら納得したような様子でひとしきり頷きながら果帆の顔を見る。

　果帆は、すっかり恥じ入って、ベンチ型の椅子に座って小さくなった。

　いろいろと褒めてくれるが、診療所の助手たるものが、おっちょこちょいだなんていいはずがない。

　内心しょぼくれながらも、果帆は太一に訊ねられるままに診療所や近隣の人たちの近況について話をする。

「そうか。今の話を聞いて、いろいろと安心したよ。この辺りの人たちについては直希からも聞いていたが、やはり話題が病気の事中心になってしまってね。皆、それぞれに元気そうでなによりだ。今日はこんな天候だから、皆にはまた改めて挨拶に来る事にするよ。さて、そろそろ和江さんのところに行かないとな」

　太一が言い、果帆は帰り支度をする彼にポールハンガーから取った帽子を手渡した。

　きっと、直希も年を取ったら太一のように、そこにいるだけで人に安心感を与えるお医者さまになる事だろう。

（でも、私はそうなった直希の姿を見る事はないんだよね）

　雪が融ける頃に、直希は東京に戻っていく。

　それを聞いたからには、果帆も早急に身の振り方を考えなければならない。そう考えると、ふいに悲しさが込み上げてきて、目の奥がジィンと熱くなる。

　果帆は、出せる力の限りを尽くして微笑みを浮かべた。ついさっき、間抜けな姿を晒したばかりなのに、これ以上みっともない姿を見せるわけにはいかなかった。

「そうだ。直希にひとつ、伝えておいてもらってもいいかな」

　コートと帽子を身に着けた太一が、玄関のドアの前で、ふと立ち止まった。

「はい、何でしょう」

「先日、直希がプロポーズをしようと思っている女性がいるから、会ってほしいと私に言ってきてね。その件なら、いつでもいいから連れておいで、と伝えてほしい。では、よろしく」

　太一は、そう言い残してにこやかな顔で診療所をあとにした。

　いつの間に、そんな人ができたのだろう？

　太一の車が道の向こうに消えていくのを確認するなり、果帆はその場にへたり込んだ。

　跪く膝の上に、大粒の涙が零れ落ちる。

　もう、一刻も早くここを出なければ──。

　果帆は診療所の門柱に縋りつくように寄りかかると、溢れ出る涙を拭こうともせず、声を上げて泣き始めるのだった。












第六章　それぞれが進む道









　雪深い地域に住むなら、スノーブーツは必須だ。

　太一が果帆を訪ねてきた三日後、果帆は雪が降り積もっている道を、苦労して歩きぬいた。

　目的地は、和江の家。

　ついさっき到着して、今はぜひにと誘われてリビングルームに上がらせてもらっている。

「いいブーツを買ったわね。私も、今度買う時は、それにしようかしら」

　直希のアドバイスに従って選んだ果帆のブーツは、機能性を重視した優れもので長さも十分ある。そのおかげで、車の轍が何本かあるのみの雪道を目的地まで歩きとおせた。

　さっきまで歩きながら雪をこいでいたが、靴の中はまったく濡れておらず、履き心地も抜群だ。

「それで？　果帆ちゃんったら、こんな天気が悪い日に、いったいどこに行こうっていうの？」

　和江がお茶を入れた急須を傾けながら、果帆に質問をする。悪天候ゆえに、きっとこんな質問をされるとは思っていた。

　果帆は、あらかじめ用意していた返事をした。

「若先生が留守なので、その間にいろいろとやるべき事があって……。あ、和江さん、お茶はわたしが──」

「いいから、座ってて。ちょうど父も母も、ちょうどお昼寝中だから」

　ただでさえ介護で疲れている和江なのに、余計な仕事を増やしてしまい申し訳なく思う。

　けれど、公私に渡りいろいろと親身になって助言をしてくれた彼女にだけは、もう一度きちんと礼を言っておきたかったのだ。

　キッチンに向かう和江を見送りながら、果帆は一人感傷的になって唇を噛みしめる。

　三日前、太一が来て直希に結婚しようと思う相手ができた事を知った。

　そう遠くない未来に別れが来るとは覚悟していながら、結局はズルズルとそんな現実から目を背け続けていた。

　けれど、直希がもう今の生活を終わらせて先を見ようとしているのなら、自分もそうすべきだ。

　果帆はそう思うなり、追い立てられるように荷造りをはじめ、使わせてもらっていた部屋を片付けた。

　直希が帰ってくるまでに、とりあえず診療所から去らねばならない。

　そうするために、昨日までに診療所を綺麗に掃除し、備品などを整理整頓して必要なデータ入力も済ませた。

　家の事は、あとでゆっくりと考えてどうするか決めればいい。

　少なくとも、直希がいる間は、ここに戻ってくるつもりはないし、状況によっては信用のおける不動産業者を介して転売も考えている。

　そして今日、直希は午後の遅い時間に車で帰ってくる予定になっている。

　果帆は時計の針が午後一時を指す前に、自分がいた形跡をできる限り消し去り、診療所をあとにしたのだ。

「お待たせ。熱いから気をつけてね」

　果帆が、昨日までの三日間の事をぼんやりと思い返していると、和江がコーヒーの香りとともにリビングルームに帰ってきた。

「なんだか疲れているみたいね。よかったら、甘いものをどうぞ」

　和江に勧められて、果帆は個包装されたチョコレート菓子を口に入れた。

「美味しい……」

　チョコレート菓子は一口サイズで、噛むと上品な甘さが口の中に広がっていった。

「そう？　よかった。疲れている時は、やっぱり甘いものに限るわよね。そういえば、三日前に果帆ちゃんのところにも大先生が来たでしょ？　その時に聞いていると思うけど、私、父を大先生に紹介された施設に入居してもらう事にしたの」

　あの日、和江は太一から来春に新設される介護施設の事を聞かされ、いろいろと悩んだ末に母親のみ自宅介護すると決めたらしい。

　彼女の母親は穏やかな人だし、和江との仲も良好だ。方や、父親は認知症のせいで性格が荒くなっており、毎日のように妻子に対して暴言を吐くようになっていた。

「そうですか、よかったです。和江さんが頑張りすぎて、いつか倒れてしまうんじゃないかと心配だったので。……すみません、勝手にそんなふうに思ってました」

「やぁね、謝らないで。私こそ、みんなに心配かけて申し訳なかったわ。本当は身体も心もギリギリだったし、どうにかしなきゃダメだってわかってたの。でも、なんだか現状に縛られたみたいになってて、どうせどうにもできないんだって思い込んでて」

　そんな時、太一からの提案を聞かされ、急に自分が家の中にばかり意識を向けていたのに気付いたのだという。

「母と話して、そう決めたの。入居はもう少し先になるけど、気持ち的にはすごく楽になったわ。父にはまだ話せてないし、話しても理解できないかもしれないけど、専門のスタッフがいるみたいだから、安心して父をお願いできそうよ」

　そう話す和江の顔は、以前に比べたら肌の色つやもよく、なにより表情が明るかった。

「私の事はさておき、さっきの答えじゃ答えになってないわよ。若先生が留守中にやるべき事ってなぁに？　どこへ何をしに行くの？　どうやって行くの？」

　テンポよく聞かれるが、明確な答えは用意していなかったから、言葉に詰まってしまう。

「えっと、バスで……。大先生が雪が融ける頃に復帰するとお聞きしたし、私も今後の身の振り方を真剣に考えなきゃなって……」

　しどろもどろになりつつも答えると、和江は頷きながらコーヒーをひと口飲んでチョコレート菓子を齧った。

「大先生の復帰の件は私も聞いてる。それも込みで、若先生を交えて話さないとね。若先生とはまだ話せていないんでしょ？　大先生が来た時、いなかったんだし」

「そうですね」

　確かに太一の復帰の件は、直希の不在中に聞かされた。

　そして、おそらくもっと早くに決まっていたその件を、直希は果帆に話さないままだった。

　彼は優しくて気遣いある人だが、果帆はあくまでもセフレであり、将来をともにする相手ではない。

　つまり、話さずにいたのは、直希にとって果帆はその程度の存在だという事なのだろう。

「大先生が復帰しても、診療所に人手が足りないのには変わりないわ。これは私が勝手に言う事だけど、もし果帆ちゃんがそうしたいって言ったら、このまま診療所で働けるんじゃないかな？　もしくは、新しい施設とか、そうじゃなくても果帆ちゃんに仕事を紹介してくれる人はここにはいっぱいいるわ」

　診療所での仕事については、果帆も以前から先行きの事を考えた時に、真っ先に頭に思い浮かべていた。

　しかし、今は以前とは状況がまるで違う。

　直希にプロポーズをする予定の人ができたと聞いた時点で、何はともあれ一刻も早くここから離れなければならないと強く思った。

　そうと知ったからには、もう直希とは同じ屋根の下で暮らせない。

　彼はそうできても、果帆のほうが耐えられなかった。

　だから、こうして直希が診療所に帰ってくる前に、いなくなろうとしているのだ。

「それ以前に、果帆ちゃんについては若先生にも考えがあるんじゃない？」

　和江は言い、果帆に向かってにっこりと笑みを浮かべた。

　以前、直希との仲を百合とひとみに見透かされてしまったが、彼女たち以上に交流がある和江は、それよりも少し前に二人の仲を察知されていた。

『そりゃあ、わかるわよ。果帆ちゃんよりも、若先生のほうがわかりやすいわね』

『だって、何かって言うと果帆ちゃんの話をするし、べた褒めだもの』

　直希との関係については、はっきりと肯定はしたわけではない。

　けれど、いくら否定しても無駄だったし、和江に至ってはもう果帆と直希は付き合っていると確信している様子だ。

　太一も、そこまでは彼女に話さなかったのだろう。さすがの和江も、直希に特別な女性ができたのを知らされていないみたいだ。

　直希の顔が目の前にチラつき、自然と表情が強張っていく。ハッとしていつの間にか下を向いていた顔を上げると、和江が心配そうな表情をして果帆を見ていた。　

「バスの時間があるので、私、そろそろお暇しますね」

　和江の家のリビングルームには、バスの路線図と時刻表が貼られている。

　果帆はそれを見たあと、今の時刻を確認した。

「もうそんな時間？　だったら、バス停まで車で送っていくわ。そうしたら、もうちょっとゆっくりできるでしょう？」

「いえ、ご両親を置いていくのは心配ですから。私なら、大丈夫。しばらく雪は降らないし、スノーブーツもあるので」

　果帆は無理に口角を上げ、その表情を保ったまま席を立った。これ以上ここにいては、名残惜しくて彼女の言葉に甘えたくなってしまいそうだ。

「コーヒーとお菓子、ごちそうさまでした。お父さまの件、本当によかったです。すごくホッとしました。和江さんには、ずっとこの先も元気でいてほしいので」

　飲み終えたコーヒーカップをトレイの上に戻し、丁寧に礼を言う。

　玄関に向かう途中で、幅広の廊下を並んで歩いていた和江が、ふと足を止めて果帆の腕を取った。

「今日、果帆ちゃんが出かける事、若先生は知ってるの？」

　嘘をつこうと思えば、そうできた。

　けれど、あまりにもまっすぐな目で見つめられて、さすがにそうはできなかった。

「お……お仕事中だろうと思って、メモ書きだけ残してきましたから、大丈夫です」

　果帆は強いて笑みを浮かべ、和江が手を離してくれるのを待った。

　何かとお世話になり、支えてくれた人の手を自分から振り払う事はどうしてもできなかったのだ。

「……そっか。若先生、何時に帰ってくる予定だった？　大先生に聞いていたけど、忘れちゃって」

　和江が果帆の腕から手を離し、再び並んで廊下を歩きだす。

　何かしら感づかれてはいけないと思い、果帆はわざと快活な声で返事をした。

「午後の遅い時間って聞いてるので、いつもどおりなら午後五時頃だと思います」

「そう。果帆ちゃんは、次のバスに乗るの？　駅まで行くんだよね？　今日中に帰ってこれる？」

「はい、次のバスで駅まで行きます。……帰ってきたいけど、帰れるかどうかは──」

「おーい、和江〜！　和江〜！」

　そこまで話した時、目が覚めた様子の和江の父親が、娘を呼ぶ声が聞こえてきた。

「は〜い、お父さん！　ここにいるわよ！」

　和江が立ち止まったまま、奥に向かって返事をする。

　果帆は彼女の腕にそっと手を触れ、彼女の横顔をじっと見つめた。

「和江さん、もうここでいいです。私、行きますね」

　じゃあ、お元気で──と言いそうになったが、心の中で願うだけに留めた。

「果帆ちゃん──」

「和江ぉぉぉ！」

　和江を呼ぶ彼女の父親の声が、徐々に大きくなっていく。

　果帆は彼女の腕をそっと押して、奥へ行くよう促した。

　果帆はそそくさと靴を履いたあと、和江に向かってぺこりと頭を下げた。

「じゃあ」

　まだ何か言いたげにしている彼女に笑いかけ、引き戸を開けて外に出る。

　一歩前に踏み出すと同時に、目に涙が滲んできた。

　東京にいる頃は、めったに泣く事などなかったのに、ここに来てからはやたらと涙もろくなってしまったみたいだ。

　引き戸の向こうからは、まだ和江を呼ぶ彼女の父親の声が聞こえている。

　果帆は急ぎ足で和江の家をあとにして、バス停に続く道を足早に歩きだすのだった。




　　　　　◇　◇　◇




『若先生！　今どこ？　とにかく、早く帰ってきて！』

　和江が大慌てで直希に電話をしてきたのは、ちょうど車で高速道路を下りようとしている時だった。

　いつも冷静な和江が、これほどあわてているなんて、いったい何事だろう？

　しかし、運転中は安全のため留守番電話の録音機能を利用し、さらにスピーカーでリアルタイムに聞けるように設定してある。

　そんな電話が連続で掛かってきて、ようやく高速を降りて駐停車可能の場所を見つけて車を停めた。それからすぐに和江に電話をすると、ワンコールで出た彼女が、いきなり大声を張り上げた。

『待ってたわよぉ、若先生！　今どこなの？　まだ帰ってこれないの？』

『和江！　お茶がぬるい！　こんなのを飲んだら風邪をひく！』

　和江の声の向こうで、彼女の父親の怒鳴り声が聞こえる。

　ただならぬ様子に、直希は改めて危機感を持って返事をした。

「今、ちょうど高速を降りて車を停めたところです。何かあったんですか？」

『まだ、あったわけじゃないの。でも、何かが起こりそうで……。若先生、果帆ちゃんと何かあった？　果帆ちゃん、さっきうちに来て、これからバスに乗って駅に行くって。今日中に帰ってこれるかって聞いたら、帰ってきたいけど、帰れるかどうかって。なんだか様子が変だったし、もしかして、このままいなくなるつもりなんじゃないかな、なんて思っちゃって──』

　一瞬、全身の血の気が引いたような気がした。

　まさか、果帆の事だとは思わずにいたが、なぜ急に駅に向かったのだろう？

　そんな予定は聞いていないし、仮に急遽用事ができたとしても、いつもなら電話かメッセージで連絡をくれるはずだ。それがない時点で、変だ。しかも、スマートフォンに電話をかけても電源が落ちているようで、連絡がとれないらしい。

『メッセージも送ってるけど、たぶん見てないわよね。連絡を取れなくしている時点で、おかしいと思わない？』

　確かに。

　まるで意図的にそうしているみたいだし、その可能性は否定できない。

　直希は、冷静さを失いそうになりながらも、はっきりとした声で和江に詳しい話をきかせてくれるよう頼んだ。

　彼女が言う事には、家を訪ねてきたのは特別用事があるわけではなかったようで、最初は気楽な雑談を交わしていたようだ。しかし、近隣の道は今朝の雨でここ数日に降った雪がみぞれ状になっており、今日は特別に足元が悪いらしい。

　歩くのも苦労するほどなのに、なぜそんな日にわざわざ来たのか少々疑問だったと。

　しかも、話す合間にひどく辛そうな顔をする時があったようで、それもとても気になったようだ。

『だから、何かあったのかと思って、どうにか若先生が帰ってくるまで引き留めようとしたの。でも、うちの父がああだから、そうもできなくて』

「果帆は、何か気になるような事は言ってましたか？」

　いつもはさん付けで呼んでいるが、和江はもとより百合やひとみも、もうとっくに直希と果帆が親密な仲である事は気づいている様子だ。

　直希は、そもそもあえて言わないだけで、二人の仲が周りにバレてもいいというスタンスでいた。いずれにしても、今呼び方を気にしているような余裕はない。

『あと、大先生がうちに来る前に診療所に寄ったみたいで、雪解けの頃には復帰するって話を聞いたみたい。それで、そうなったあとの自分の身の振り方について悩んでいる様子で。だから、それについては若先生を交えて話さないとねって──』

「ちょっと待ってください。祖父が診療所に来たんですか？」

『そうよ。三日前に。もしかして、知らなかったの？』

　祖父とは学会が終わったあとに高見総合病院に行った際、見舞いを兼ねて東京の自宅を訪ねた。

　その時には何も言っていなかったし、和江から聞くまで知らなかった。

　とにかく、果帆が自分に黙ったまま診療所を出た事と、帰ってくるかどうかわからないのだけは確かだ。

　和江の話では、果帆は診療所にメモ書きを残しているらしい。

「和江さん、まだ診療所の鍵を持ってましたよね？　俺はこれから急いで駅に向かいます。もし、行けるようなら果帆が残したメモ書きに何が書いてあるか確認して、俺に教えてもらえると助かります」

『わかったわ。いつものメンバーに助太刀を頼んで、わかり次第すぐに連絡する』

　直希は礼を言って電話を切り、安全運転を守りながら果帆が向かっているであろう駅に急ぐのだった。




　　　　　◇　◇　◇




　雨で降り積もった雪がみぞれのようになった道は、ひどく歩きにくい。しかも、ところどころ雪が硬いまま塊のようになって残っている。

　それでも、どうしても今日ここから去らねばならない。

　幸い、今週は比較的天気が良く、風も強くない。

　本当は、もっと余裕をもって診療所を出たかったのだが、なるべく直希に負担をかけまいとして、在庫管理などに時間がかかってしまったのだ。

（さすがのスノーブーツも、こんな凸凹道じゃあね。でも、滑らないだけマシか）

　和江の家を出た果帆は、足元に気をつけながら一歩一歩前に進み続け、もう道の半ばまで来ている。少し早めに出たおかげで、バスが来る時間に余裕で間に合いそうだ。

　外はかなり低い気温だが、防寒対策はばっちりしてきた。

　そうはいっても、ふだんの外出は直希の運転する車がメインで、たまに自転車を利用しても雪がなく天気もいい時だけだ。

　和江宅のように比較的近い場所なら歩く事もあるが、冬真っただ中の今は特に徒歩であるいたりはしない。

　和江のところでタクシーを呼んでもよかったのだが、ここでは呼びなれないし足元が悪いとはいえバス停までは徒歩圏内だ。

　それに、診療所にはタクシーの運転手も何人か患者として顔を見せている。こっそりここを去ろうとしているだけに、なんとなく気まずいし、またしても仕事を失った今、気軽にタクシーなど利用するのもはばかられた。

（あれ……やっぱり、ちょっと曇ってきたな）

　天気予報では、雪や雨が降る心配はないが、曇りがちだと言っていた。つい今しがたまで雲があるにせよ晴れていた空を、いつの間にか灰色の雲が覆い尽くそうになっている。

　それで多少歩く足が早まったのか、それまでもポカポカしていた身体に、じっとりと汗をかき始めた。

　寒いからと背中や腰に何枚もカイロを貼ったが、ちょっと貼りすぎたかもしれない。

　果帆は時間を確認しながら歩き続け、それから間もなくして無事バス停までたどり着いた。

　その頃にはかなり汗をかいており、立ち止まった今も頬がポッポと熱くなるほどになっている。

（失敗した……。これじゃ、寒いどころか逆に冷えてしまいそう）

　果帆の予想は当たっており、立ち止まっている今、徐々に外の寒さをまともに感じ始めている。

　しかも、少し風が出てきた。

　オマケに、雪道のせいか停留所の時刻表に記された時間になってもバスが来ない。しっかり準備をしてきたが、バスの遅れまでは考えが及ばなかった。

　バス道の周りは見通しが良く、信号や曲がり角があるのはかなり遠くだ。

　果帆が見える範囲では、まだバスの姿は見えない。

　少なくとも、あと二、三分はここで待たされるのは確実で、それ以上待たされると思うと急にそれまで以上に寒さを身に沁みて感じるようになる。

（寒い……早く来てくれないかな……）

　それから十分ほど待って、ようやくバスが道の向こうからやってくるのが見えた。

　普段バスを利用する人の多くは近隣のお年寄りだが、二人いる乗客はいずれもまったく知らない顔だ。

　その後、運転手がマイクで道が悪いなどの理由で到着が遅れた事を謝ってくれた。

　けれど、この悪路ではそれも致し方ないし、日々安全運転でバスを運行してくれている運転手の人たちには感謝しかない。

　とにもかくにもバスに乗れたのにホッとした果帆は、一番うしろの座席に座って寒さに身をすくめた。

　足元には暖房があるが、車内はさほど温かくない。

　カイロのおかげで背中と腰の一部分だけ熱いし、汗をかいたところは冷えているというちぐはぐさが、かなり不快だ。

　風邪をひかないよう気をつけたいが、厚着をしている今は汗を拭こうにもそうできず、我慢するほかない。

　それから三十分ほどバスに揺られ、果帆は診療所から一番近い駅に到着した。

　田舎では、一日に走る電車は十数本しかない。

　それに、バスが遅れたため、本来乗ろうと思っていた電車を逃してしまっている。

　次の電車が来るのは、およそ二時間後だ。

　かなり時間が余ってしまったが、こうなってはどうしようもない。

　仕方なく地図アプリを開いて周辺に何かしら時間を潰せるようなところはないか調べるも、周りは住宅ばかりで、近くにはコンビニエンスストアはおろか、喫茶店すらなかった。

　徒歩でなんとか行ける距離に食堂を見つけたが、そこはすでに昼の営業が終了している。

　しかも、人の気配がするのは駅前にある地方新聞の販売所だけだ。

（仕方ない。ここで待つしかなさそう）

　辺りには誰もおらず、いるのは果帆だけ。

　一応待合室のようになっており、ドアがあるから寒さはしのげる。しかし、暖房があるわけではなく、コンクリートの床の冷たさが足元から伝わってきた。

　果帆は諦めて狭い駅構内を歩き、切符を買ったあと待合室に戻って壁際に置いてあるベンチの端に腰を下ろした。

　暇つぶしにスマートフォンを弄ろうにも、あと少ししか充電が残っていない。

　出かける前にフル充電したつもりだったが、どうやら肝心のコンセントが外れていたみたいだ。

　ただセットするだけなのに、どうしてこうもスマートフォンの充電と相性が悪いのだろう？

　今度いつ充電できるかわからないので、気がついた時点で電源を落としており、今もそのままにしてある。

（それに、万が一誰かから連絡があったとしても、今は電話に出たり返事をしたりはできないかも……）

　何せ、突然メモ書きを残していなくなろうとしているのだ。

　今はまだ、バレていないが、直希があれを見たら多少なりとも驚いて、あちこちに連絡が回るだろう。

　おそらく、そうなる程度には地域の人とかかわりを持っていたと思う。

（なんて……それってうぬぼれかな。もしかして、サラッと受け入れられて終わりなのかも）

　実際、東京で会社勤めをしていた時も、そんな感じだった。

　会社によって違うだろうが、果帆がいたところでは職場で誰かの退職が決まると、部署で送別会を開き花束の贈呈をする。

　けれど、果帆が辞める時は、いっさいそれらしき事はなかった。

　もしかすると、田辺が意図的に果帆がケチな横領をしてクビになったと触れ回っていたのかもしれない。

　いずれにせよ、会社には果帆が無実だと信じる人など誰一人いなかった。それどころか、個別に別れの言葉をかけてくれる人さえ皆無だった。

　四年間勤務したのに、別れを惜しんでくれる人はゼロ人。

　ましてや、診療所で働いていたのは、たったの五カ月間だ。

　それなりに地域に溶け込めていると思っていたが、それは単なる独りよがりだったのかもしれない。言ってみれば、ほんの少しだけ同じ時間を共有した赤の他人。最悪、地域の輪の中に突然入り込んできた侵入者という感じなのかもしれなかった。

　そんな事を考えているうちに、どんどん気持ちがネガティブになっていく。

　さすがによくないと思いなおし、何か気持ちが明るくなるような事を考えようとしてみた。

　けれど、だんだんと強くなる底冷えで、ますます気分が暗くなる一方だ。

　何とか気を逸らしつつ電車を待っていると、駅の近所に住んでいるという中年女性が通りかかり、家族が迎えに来るまで話し相手になってくれた。

　夫らしき男性が迎えに来て、去っていく女性の背中を見送ったあと、ふと寂しさに胸が痛くなった。

　両親と祖父母はもう亡く、親戚とはもうずっと疎遠のまま。

　田舎には帰る家もなく、恋人はおろか友達と呼べる人もいない。

　それに、闇雲に診療所を飛び出してきたはいいが、今の果帆は住むところさえないのだ。

　当面は安価なホテルか、鍵付き完全個室のインターネットカフェにでも行こうと漠然と考えていたが、それではまともに仕事探しもできない。

（私、こんなに無謀な人間だったっけ？　いくら理由があるにせよ、無計画に飛び出して、どこへ行こうとしてるの？　無職で宿なしが、これからどうやって暮らしていこうっていうのよ）

　果帆はベンチに座ったまま、がっくりと項垂れた。

　なんにせよ現状から逃げられるわけではないし、自暴自棄になっている暇もない。

　とりあえず電車に乗って、東京に戻ろう。

　もうぜったいに足を踏み入れまいと思っていた東京だが、仮にも四年間を過ごした場所だ。

　広すぎていろいろな意味で迷子になりそうだが、もうそこしか行くところがない。

　それに、絶対に避けるべき田辺はついに実刑判決が出て、今は堀の中だ。

（よし、あとちょっとだけ下を向いたら、頑張って顔を上げよう）

　果帆は膝の上に重ねた自分の手を見つめながら、静かにそう決心した。

　そして、目を閉じてしばらくの間じっとしたまま、泣きたいのをこらえて顔を上げる。

　ちょうどその時、待合室のドアが勢いよく開き、外からスーツ姿の男性が駆け込んできた。

「果帆！」

　名前を呼ばれてドアを振り向くと、そこに直希が立っている。

　まるで、果帆が雷に怯えていた夜と一緒だ。

　だけど、どうして──。　

　驚いて何も言えないでいると、直希がすぐ近くまで来て果帆の身体を掻き抱いた。

「果帆……俺を置いて、どこへ行くんだ？　どうして、いなくなろうとした？　ダメだ……どこにも行かせない……」

　絞り出すような声でそう言われて、果帆はどう答えていいかわからなくなる。

「な……直希こそ、どうしてここに来たの？」

「和江さんが連絡をくれたんだ。果帆の様子がおかしい、二人の間に何かあったのかって。俺はわけがわからなくて、とにかくここまで車を飛ばしてきた。その間に、和江さんにメモを読んでもらって……」

　駐車場から全速力で走ってきたのか、直希は激しく呼吸を弾ませながらそう答えた。

「『たいへんお世話になりました。ご恩は一生忘れません』──たったそれだけで、俺との仲を終わらせようと思ってたのか？　ぜったいに無理だ」

　直希が頭を振り、果帆と視線を合わせてくる。

　たった数日しか離れていなかったのに、まるで何十日も経ったような気がした。

　直希から離れたのは自分なのに、また会えた事がこんなにも嬉しいなんて……。

「果帆……いったい、いつからここにいたんだ？　身体が冷え切ってるし、顔色も悪い。さあ、今すぐに診療所に帰ろう」

　直希が果帆を抱き寄せたまま、ベンチから立ち上がろうとする。

　そのまま彼と帰りたいと強く思ったが、それだけはできなかった。

「帰らない。私、もう診療所には、帰れないわ。だって──」

　果帆は直希に抱きかかえられるようにして立ち上がったあと、直希の手を振り切って彼のそばを離れた。

　そして、待合室の反対側に行こうとした時、ふいに視界がぐにゃりと回転して、果帆はそのまま真っ暗な世界に包み込まれていった。














第七章　永遠の居場所










　果帆が目覚めた時、窓の外はすでに明るかった。

　なぜか、何度か瞬きをしても、ぼんやりとしか見えない。

　けれど、見えているのは見慣れた淡いミント色のドアと、壁。

　かつて、ここは幼稚園で、買い取ったのは直希の祖父の太一で──。

　まだ朦朧としていた頭が、直希の顔を思い浮かべた途端、ほんの少しだけクリアになる。

「直希っ……」

　同時に、ここ何日か抱え続けてきた辛さをぼんやりと思い出した。

　そうだ。

　こんなふうに、寝ている場合ではなかった。

『自分はもう、ここにいてはいけない』

　そんな考えが頭の中に思い浮かび、果帆はベッドから起き上がろうとした。けれど、左手に軽く何かが載っているみたいだし、動こうにも身体に力が入らない。

　そこで、ようやく左手を誰かが軽く握っているのに気付き、瞬きをしながらそちらを見た。

　もしかして、夢かもしれないと思ったが、そこにいるのは直希だ。

「果帆、目が覚めたんだな。でも、まだ起き上がっちゃダメだ。ここがどこか、わかるか？」

　直希に訊ねられて、果帆は力なく頷いた。

　どうしてだか、身体全体がだるい。

　さっき起き上がれなかったのも、きっとそのせいだ。

　だが、自分はどうしてここにいるのだろう？

『ここは、自分がいるべき場所ではない』

　またそんな思いに突き動かされて、果帆はもう一度起き上がろうとしてベッドの中でもがいた。

「果帆、まだ起きられないよ。昨日、果帆は長い間雪道を歩いたり、寒い駅の待合室にいただろう？　だから、今熱を出して寝込んでる。身体が重くて、頭がぼーっとするのは、そのせいだよ」

　ああ、そうだった。

　昨日の身体の芯から冷えるような寒さを思い出し、果帆は小さく身震いをする。

　けれど、今はとても暖かい。

　とにかく、こんな状態では出ていけない。

　果帆は、どうやらひどい風邪をひいているらしい自分を受け入れ、また重くなり始めた目蓋を下ろすのだった。







　風邪をひいて寝込んだ三日目の夕方、果帆はどうにかベッドから起きられるようになり、ついさっき直希が作ってくれた滋味のあるおじやを食べ終えたところだ。

　今日はだいぶ熱も下がり、体のだるさもだいぶ取れた。

　頭もかなり働くようになってきて、今の状況を恐る恐る受け入れようとしているところだ。

『たいへんお世話になりました。ご恩は一生忘れません』

　そんなメモ書きを残して診療所をあとにしたのに、結果的にまた舞い戻ってきてしまった。

　こんな展開、完全に予想外だ。

　みっともないし、ものすごく恥ずかしい。

　昨日は振替休日で、診療所は休みだった。

　果帆は直希につきっきりで看病してもらい、そのおかげで辛い症状も比較的楽に乗り越える事ができたように思う。

　そして、火曜日の今日、午後四時からの診療まで、あと三時間近くある。

　直希は今、果帆の部屋に持ち込んだソファで横になり、仮眠中だ。

　彼はあの日、いつの間にか熱で朦朧となっていた果帆を駅の待合室で見つけ、そのまま診療所に連れ帰ってくれた。

　それ以来、夜寝る時もずっと果帆のそばにいて、症状を見守り続けている。

　その上、食事の面倒まで見て、今日は通常どおり診療所の仕事までして、いい加減疲労困憊の状態に違いない。

　いろいろと申し訳ないし、直希には迷惑をかけっぱなしだ。

　果帆はたまらない気持ちになって、ベッドの中で丸くなって膝小僧を抱えた。

（もし、直希が来てくれなかったら、今頃どうなってたんだろう）

　人の出入りが少ない田舎の駅で、二十代の女性が倒れた。

　身分証を確認したところ、名前は藤谷果帆。年齢二十六歳。

　免許証の裏面に東京からの引っ越し先の記載があるが、そこは人が住めるような状態にない廃墟だった──。

　地方新聞の片隅に、そんな記事が掲載されたら、人はどんな気持ちでそれを読むだろう。

　憐れに思う人もいれば、嘲笑する人だっているだろう。

　そして、実際にそんな不運な女性を目の当たりにして、手を差し伸べてくれる人だっている。　

　一度だけではなく、二度も三度も。

　彼は、きっと何度でも手を差し伸べてくれる。

　だからこそ、もう直希のそばにいてはいけないのだ。

　果帆は自分の額に手を当て、熱が十分に下がっていると判断を下した。

　深呼吸をしたあと、そろそろとベッドの上に起き上がり、頭がクラクラしないかどうか確かめる。

（よし、大丈夫）

　そっと足を出して、床の上に降り立つ。

　ゆっくりと歩きだし、ソファに近づいていく。

　眠っている直希の様子を窺い、寝息のリズムを観察する。

　どうやら熟睡しているようだ。

　幸い、荷造りをしたバッグは、そのままの状態で部屋の入り口に置いたままになっている。

　このまま音を立てないよう気をつけながら部屋を出て、タクシーを呼ぼうか？

　そして、バスとか電車は利用せずに、そのまま東京まで行くというのはどうだろう？

　多分、ものすごく高くつく。

　けれど、今はそんな事を言っている場合ではない。

　果帆は直希の様子を窺いながら部屋のドアを開け、リビングルームに向かった。

　さらに、声が聞こえないようキッチンの隅でしゃがみ込み、スマートフォンを操作してタクシーを呼ぼうとした。

「果帆、こんなところで何をしているんだ？」

「きゃっ！」

　突然背後から声を掛けられ、果帆が仰天して飛び上がった。

　振り返ると、直希が怖い顔をして仁王立ちになっている。

「えっ……と……あの……」

　果帆が言い淀んでいるうちに、タクシー会社のオペレーターの声が聞こえてきた。元気すぎるその人の声は、スピーカーにしなくても十分に聞き取れる。

　固まる果帆に向かって掌を差し出すと、直希がスマートフォンを渡すよう促してくる。

　素直に従うと、彼はオペレーターに間違い電話だったと謝罪し、電話を切ってしまった。

「果帆、もしかして、また俺から逃げ出そうとしたのか？」

　返事をしないまま俯いていると、直希が果帆を抱き起こし、ひょいと腕に抱え上げると、そのままベッドまで連れていってくれた。

「これで、何度目かな。果帆をこうしてベッドに連れていくのは」

　そう言われて、果帆は無意識に以前こんなふうにお姫さま抱っこをされた時の事を想い返した。

　酩酊した時、ベッドから逃げ出した時。

　そのほかに、セックスをする時など、彼は日常的にこうして果帆をベッドまで誘ってくれた。

　しかし、本来こうされるべきなのは、果帆ではなくほかの女性なのだ。

「直希、ごめんね。もう、いいの。もう下ろして。……私、直希に迷惑ばかりかけて……。本当に、ごめんなさい。あなたの恋人に申し訳ないわ」

　果帆がそう言った途端、直希の足がピタリと止まった。

　そして、呆れたような、信じられないといったような、複雑な表情を浮かべながら果帆を見る。

「果帆、まさかとは思うけど、いろいろと誤解してるか？」

　直希にじっと見つめられながらそう聞かれて、果帆はたじろぎながら彼の目を見つめ返した。

「え……誤解って……、だって、直希にはプロポーズしたいと思う女性ができたんでしょう？　大先生がそう言っていたし……あ、そうだ。私、大先生から直希宛の伝言をお願いされていたの」

「伝言か。それは、どんな内容だったんだ？」

　直希が果帆をベッドまで連れていき、丁寧に寝かしつけた。

　果帆は当時の事を思い出し、さりげなく自分の胸を掌で押さえた。

「直希がプロボーズをするつもりの女性を大先生に紹介する件について……『いつでもいいから連れておいで』って。そうおっしゃってたわ」

　言い終えるなり、果帆が唇を一文字にして辛い気持ちが顔に出るのを防いだ。

　けれど、意図せずして涙がこみあげてきて、どうにもそれを押さえきれなかった。

「果帆、ごめん。コソコソと動いたせいで、果帆に誤解をさせてしまった。俺がプロポーズしたいと思っているのは、果帆だ。俺が果帆と出会ったいきさつをすべて聞いた祖父は、果帆がどんな人か自分の目で確かめたくなって、俺に内緒でここに来たんだよ」

　直希曰く、もう一生独身でいるつもりだと宣言していた孫息子が、急に結婚したいと言い出した。それに驚いた太一は、さっそく相手がどんな人か知りたくなり、直希に内緒で果帆に会うために診療所を訪れたとの事だ。

「せめて、果帆にちゃんと説明をすればよかったのに、俺がまだプロポーズしてないからって、変に気を回して、相手が果帆だと言わないで、あんな伝言を──本当に、ごめん。とにかく、ぜんぶ俺が悪い」

　教えられた事実に、果帆は鳩が豆鉄砲を食ったような顔でポカンとする。

　自分を見る直希の目が、とてつもなく優しい。

　それを見て、果帆は直希が言っている事をようやく理解した。

「ほんと……？　本当に私が……」

「ああ、本当だよ。さっさと言えばよかった。果帆、俺と結婚してくれないか？」

　直希が言い、ベッドの縁に腰掛けた身体を果帆のほうに近づけた。

「返事は？　イエスかな、ノーかな？　……お願いだから、いい返事を──」

「はいっ……。もちろん、イエスよ。イエス……イエス……んっ……」

　果帆は直希に唇を塞がれるまで返事を繰り返し、キスが始まるとすぐに彼の背中に手を回した。

　東京に出て以来、ずっと一人ぼっち。

　そして、これから先もそれがずっと続くと思っていたけれど、そうじゃなかった。

「よかった……ありがとう、果帆。もう、二度と俺から逃げようとしないって誓ってくれるか？」

　優しく訊ねられ、果帆は頷いて彼にキスを返す。

「逃げない。ぜったいに逃げないわ。だって、私の居場所はここ──直希の腕の中だもの」

　そう言う果帆の唇に、直希の舌が入ってきた。

　果帆は、うっとりとそれを受け入れながら、彼といられる幸せを全身で感じて、また新たな涙を流すのだった。














エピローグ









　直希のプロポーズを受けてから二カ月後、無事に高見総合病院監修の新しい介護施設がオープンした。

　和江の父親は予定どおり同施設に入所した。それとともに、和江の母も、本人の強い希望により部屋は別ではあるものの、夫とともに施設に入る事になった。

　現在、和江の父親は専門スタッフのケアにより自宅にいた時よりも格段に落ち着いた生活を送っており、妻子との関係もかなり良くなっている。

　その少し前、雪解けの時期に合わせて診療所に太一が復帰した。

　同時に、和江が看護師として復職し、今はもとのように二人三脚で患者の診療に当たっている。

　まだまだ医師として活躍する気満々の太一は、果帆から件のボロ屋を買い取りたいと言ってくれた。彼はそこを診療所付属のデイサービス施設にする計画を立て、所有権移動の手続きが終わり次第、地元の大工が着工する予定になっている。

　その一方、太一の復帰に伴い、高見総合病院に復帰した彼は、精力的に仕事をして、日々患者と向き合っている。

　そして果帆はといえば、直希とともに東京に戻り、彼と同居しながら来春の看護学系大学受験に向けて、猛勉強中だ。

　勉強の合間に、果帆は車で診療所に通い、太一と和江からいろいろと教わりながら二人のサポート役を務めている。

　いろいろと騒動を起こしてしまったが、百合やひとみ、一郎や仁たちをはじめとする地域の人は、皆もうとっくに果帆を仲間として受け入れ、親しい友達として扱ってくれていた。

　果帆は心底感動し、自分も同じ思いでいると改めて気づかされた。

　ほんの七カ月前までは、本当に一人ぼっちだった。

　けれど、今はもうそうではないし、愛する人と心から想い合い、たくさんの友達に囲まれている。

　それが嬉しくて、果帆は直希に相談し、太一に頼み込んで診療所のサポートを申し出たのだ。

　診療所へは車で二時間弱かかるが、それも考えた上で決めた新居は、賃貸ではあるけれど広さが十分あり、とても住みやすい。

　もっとも、こうなるまでに直希の父親であり高見総合病院の院長である高見健太郎と一悶着あり、今も完全には和解していない。

　原因は、果帆との婚約のほかに、もともとあった父子間の医療や病院経営に対する考え方の違いなどだ。

　自身がそうだったからか、健太郎は以前から直希に見合い結婚を勧めていたらしい。

　しかし、息子は断固それを拒否。以来、父子の仲はこじれる一方であるようだ。

　そんな事もあって、直希と話し合い、二人の結婚は果帆が無事看護師免許を取得してからという事にした。

　もっとも、どんなに反対されても、果帆と直希が結婚するのには変わりはない。

『何年経とうと、あの親父と完全にわかり合えるとは思えない』

　父親の話をする時、直希はそう言って渋い顔をするのが常だが、果帆としてはできれば二人を和解させたい。

　それにはまだまだ時間がかかるかもしれないが、同じ高見総合病院を維持し守ろうとする気持ちが、いつか同じ方向を向く事を願い続けたいと思う。

「果帆、今日は少し遅くなるから、先に寝ててくれるか？」

「わかった。でも、私も今日は診療所に行くし、きっと遅くなると思う。明日は休みだし、ちょっと遅めのディナーを楽しむっていうのは、どう？」

「いいね。じゃあ、そうしようか。気をつけて行ってくるんだぞ」

「直希も」

　玄関先で見送る果帆の唇に、直希がチュッとキスをする。

　それが、いつも一度や二度では終わらないのも、毎日のルーティンのひとつだ。

　だから、直希が仕事に出かける時間には、かなり余裕を持たせている。

「果帆……。ちょっと片脚を上げてもらってもいいかな？　少しだけでいいから、果帆の中に入りたいんだ」

　直希がキスをしながら、果帆の右太ももに手をかける。そのまま上に持ち上げられ、背中を壁に寄りかからせる格好になった。　

「もう……直希ったら……。本当に、少しだけよ。お互いに、仕事に遅れちゃうから……」

「わかってる。だけど、果帆。仕事に行く前に、これは穿き替えたほうがいいな」

　果帆が今穿いているのは、以前直希に勧められて買ったクロッチ部分が左右に分かれている外国製のショーツだ。

「んっ……わかってる──」

　果帆は、そう言って直希の腰に片脚を絡みつかせた。

　少なくとも、あと一年は避妊具を手放せない。

　けれど、そう遠くない将来、果帆は直希と夫婦になり、新しい家族を作る。

　それがどんな形になろうと、直希と一緒なら幸せである事には変わりはない。

（本当に、幸せ）

　果帆は彼とともに行く未来を想いながら、直希に心を込めたキスを返すのだった。
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『その温もりで癒して』をお買い求めくださった読者さま、本作はおたのしみいただけましたでしょうか。有允ゆういんひろみです。

　都会で暮らしていると、ふと田舎が恋しくなる。

　田舎で暮らしていると、ふと都会が恋しくなる。

　私はどちらも経験しておりますが、皆さまはいかがですか？

　それぞれに、いいところがありますし、理想を言えば両方に拠点を持って好きな時に行き来できたらな、と思います。

　本作のヒロインは都会暮らしをしていた田舎出身者ですが、恋人に捨てられた上に不動産詐欺に遭って、いきなり家なき子になってしまいました。

　オマケに、預金残高はゼロに等しい。

　そんな状況に陥ってしまったら、我が身の不運を嘆くしかありません。

　ですが、捨てる神あれば拾う神ありで、心優しいイケメンドクターが、すべてを引き受けてくれるのです。まるでシンデレラのお話に出てくる魔法使いのおばあさんと王子様の役割を一人でこなすようなヒーローは、ヒロインの夫となり将来の夢に続く道まで示してくれました。

　真のヒーローは、パートナーを護り慈しむだけでなく、成長もさせてくれる。

　人として生まれたのなら、少しずつでもいいから常に前進していたいものですね。

　生きているといろいろな事があるし、それどころじゃなくなる時もありますが、一歩前に出ようとする気持ちだけは持ち続けたいな、と。

　本作を世に出すにあたり、お世話になったすべての方々に心からお礼申し上げます。

　そして、前作に続き今作でも素敵でロマンチックなイラストを描いてくださった、みささぎ楓李ふうり先生、本当にありがとうございました！

　ここでお目にかかれた皆さまの将来が、明るいものでありますように。

　

　二〇二四年十二月吉日　



有允ひろみ
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